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第一話　桃もも尻じりとの出会い　谷間との遭そう遇ぐう







　何であの子はイチゴパンツを脱ぬごうとしてるんだ!?

　その少女は背格好からしてたぶん僕ぼくと同じ高校生くらい。栗くり色いろの髪かみを肩かたまで伸のばし、ラベンダー色のロングスカートをはいている。顔は髪に隠かくれて見えない。

　彼かの女じよは駅ビルの二階と三階をつなぐ階段の踊おどり場ばにいて、スカートを腰こしまでたくし上げ、今にもイチゴパンツを下ろそうとしていた。僕は階段の下で、その様子を隠れて見ている。

「うんしょっ」

　という声とともに、たくさんのイチゴがプリントされた布地が下にズラされた。

「うわぁ……！」

　白くて丸くてほんのり色づいてて桃ももみたいで……ああいうのを桃尻っていうのかな。ていうか、あともうちょっとパンツを下げると女の子の大事な所が見えそう!?

「やっばい！」

　思わず顔を背そむけてしまった。だって見ちゃまずいでしょ、常識的に。

　それでもつい気になって……また少女のいる踊り場をこっそりと覗のぞいてしまう。

　少女はパンツから片足を抜ぬき終えたところだった。ロングスカートの裾すそが重力に従って足首まで落ちる。

　けど、あの下はノーパンなんだよな……ダメだ、鼻血出でそう。

　そのノーパン娘むすめの手には脱ぎたてのイチゴパンツが握にぎられている。

　ていうかなぜ突とつ然ぜん脱だつ衣いを？　ここは更こう衣い室しつなんかじゃない、駅ビルの階段だ。屋内には違ちがいないが、ほぼ外と言ってもいい。このビルには雑貨屋とか本屋とか服屋とか、一階にはコーヒーショップやファストフード店も入ってる。言ってみれば小さなデパートだ。普ふ段だんなら人もたくさんいるはずだし、どう考えても着き替がえに適してる場所じゃない。

　そんな場所で、どうして僕はこんな場面に遭遇しているんだ？

　祖父に呼び出され、生まれ故郷である桃もも園ぞの市しに帰ってきたのは、ほんの十分ほど前だ。駅の改札を出てすぐあの怪かい人じんと女の子に出会い、ここまで逃にげてきて――





♥






『孫の正まさ樹きへ


お前の将来について大事な話がある。至急、桃園市へ来なさい。




祖父　鉦かね次つぐより』



　爺じいちゃんからの手紙が家に届いたのは一週間ほど前だ。その時は面めん倒どうだと思ったので、さらっと読んだあとクズかごに捨てた。

　んで、そんなことすっかり忘れていたら、今朝実の姉に実家を蹴けり出された。桃園市へ行けとの厳命だ。爺ちゃんはともかく姉さんには逆らえない。姉さんの前では僕はミジンコか着きせ替かえ人形同然。人権？　ないない。




　そんなこんなで何時間も電車に揺ゆられて、やっと桃園市に着いた。

　ホームに降おり、うんと凝こりをほぐす。引ひつ越こしの荷物は後日送られてくるらしく、住民票の移動や転校の手続きもすでに済んでいるとのこと。楽な引越しだ。僕の意思ではないというところに目を瞑つぶれば。

　電車の窓から眺ながめた桃園市の様子は、まぁほどよく田舎いなかでほどよく開発は進んでるってところだろうか。駅もそれなりに大きいし、隣となりに駅ビルもあるっぽい。

　他ほかの乗客たちと一いつ緒しよに階段を上り、改札へ向かう。

　切符きつぷを改札口に食わせ、さて爺ちゃん家ちに行くか――そう思った時だった。

「キャアアアアアアアアアアア！」

　女の人の悲鳴が聞こえた。

「なんだ？」

　悲鳴は連続する。逃げ惑まどう人たちの足音や破は壊かい音。何が起こったのかは分からないが、とりあえず助けに行かなくちゃと、声の聞こえる方へ走り出す。

　恐きよう怖ふの表情に顔面を彩いろどられた人たちとすれ違いながら一分ほど走り、駅東口付近の開けたスペースに辿たどり着ついた。そこにいたのは――

「!?」




　――全身が青黒く変色した露ろ出しゆつ狂きようだった。




「……」

　こんな現実は認めたくない。リテイクを要求する。

　さぁ目を閉じて、もう一度開けばそこにいるのは綺き麗れいな妖よう精せいさん――




　――ではなく、全身が青黒く変色した露出狂だった。




　現実のバカヤロウ。

　ていうか、肌はだ色いろ、悪ッ！　前全開のコートから覗く割れた腹筋も、丸太のような太ももも、ハァハァキモい吐と息いきの顔面も、そそり立つ股こ間かんのアレも、全部青黒い。青黒いっていうか青グロい。

　その変態が壁かべを殴なぐりつける。

　ドガンッ！

「!?」

　殴られた壁が粉々に砕くだけて抉えぐれた。

　なんだあの腕わん力りよく!?

「クソッ、何なんだよアイツ……！」

　思わず足が竦すくむ。周囲には気絶した男の人や、腰を抜かしている女の人たちがいる。早く助けないと。でも足が……！

「タッチミータッチミー」

　突とつ然ぜん、露出狂が謎なぞの鳴き声を上げ、逃げようとしていたＯＬのお姉さんを指差した。

　その指先から、アオミドロ色をした光線が発射され、お姉さんに命中する。

「い、いやあああああ！」

　お姉さんの体が宙に浮うき、物もの凄すごいスピードである所へ引き寄せられる――露出狂の股間に向かって。

「！」

　自分がどこへ引き寄せられているのか悟さとったお姉さんは、とっさに近くにいたサラリーマンの男性を引っ張り、盾たて代わりにした。

　ピトッ

「ギャボエラバッハー！」

　絶ぜつ叫きようするサラリーマン。そりゃ誰だれだって叫さけぶ。僕だって叫ぶ。

「ノオオォォォォオタッチミー」

　露出狂は悲痛な鳴き声を上げると、憐あわれな男の人を思いっきりブン殴って気絶させた。

　な、なんて惨むごい。女の人に触さわって欲ほしかったからって、男に容よう赦しやがなさすぎる。そういえば、辺りに倒たおれているのはみんな男だ。男女差別か。

　ていうか見せるだけじゃ飽あき足たらず、強制的に触らせようとするとか、なんというド外げ道どう。まさしく人外の所業。

　もう間ま違ちがいなく奴やつは人じゃない。

　怪人だ。

　ちなみにＯＬのお姉さんはサラリーマンを犠ぎ牲せいにしたあと、しっかり逃げていた。……まぁ、女の人を守れたんなら、あの男の人も本望……なのかな？

　なんて安心したのもつかの間、今度は小さな女の子がひとり怪人に近づいていく。

「ウフフフ、いいわよ。もっともっと暴れなさい」

「なっ!?」

　まだ子供だからあの怪人がどれだけ非道なことをしたのか分かっていないのか？　とにかく、早く助けないとあの子が襲おそわれる！

「……クッ！」

　一歩目は足がもつれた。膝ひざが笑っていた。

　二歩目は転びそうになった。

　三歩目は床ゆかに手をついた。歩みが止まる。

「……このっ」

　さっき怪人の怪かい力りきを目まの当あたりにしたせいで、心のどっかでビビッてた。どうも男には容赦ないみたいだし、マジで怖こわい。

　怪人の目がその小学生くらいの女の子に向けられる。

　駅の壁を容易たやすく破壊した腕うでが、ゆっくりと女の子の頭に伸びる。

「危ないッ!!」

　動くんだ僕の体！

　改めて踏ふみ出した一歩はやはりもつれた。転びそうになるが、地面を殴って体を起こし、あとは前のめりになりながら怪人と女の子の方へ向かって突っ込む。

「ウホ!?」

　怪人が僕に気づいて反応する。

　僕は怪人を無視して脇わきを駆かけ抜け、女の子を抱だっこしてその場を離り脱だつした。

　しかし、そこで足の震ふるえを誤ご魔ま化かすのに限界が来てしまい、無様にコケる。

「痛でっ！　っ！　じゃなくて！　君だけでも先に逃げるんだ！」

　せめてこの子だけでも逃がさないと。

「おい、貴様……」

　あれ？　なんか反応がおかしい。

　女の子はなぜか怒おこった顔で僕を見上げている。

「え？　何？」

「貴様、いつまであたくし様々の胸を触っている？」

「はい？」

　言われてみれば背中から抱きかかえたせいで、思いっきり女の子の胸を触っていた。子供らしい高い体温を薄うすい布地越ごしに感じる。確かにやわらかいことはやわらかいが、小学生に女性らしいふくらみなどあるはずもない。

「いや、そんなことはいいから早く逃げて」

「そんなことぉー!?」

「ごぶっぽらっ！」

　女の子の頭ず突つきが僕のアゴを打うち抜く。

　こちらが悶もん絶ぜつしている間に女の子は僕の腕の中から抜け出す。立ち上がると、かわいらしい眉まゆ根ねを吊つり上あげて僕を見下ろした。

「あたくし様々は勅て使し河が原わらラブ＝ハルマゲドン。悪の秘密結社アポカリタンの総そう帥すいよ。気安く触るんじゃないっ」

「な？　え……はぁ？」

　混乱しながら改めて女の子――ラブを見る。

　緊きん急きゆう事態で頭が混乱していたためか今まで気づかなかったが、彼女はだいぶおかしな格好をしていた。

　幼い体を覆おおうのは物凄く肌はだに張りついたピチピチのボディースーツ。おかげで体のラインが丸分かりなのだが、まだくびれもない幼児体型なのでエロくはない……と思う。

　足元は凶きよう悪あくなデザインのトゲトゲブーツ。

　背中にはバサリと広がる黒マント、ただし半分ほど地面に引きずっている。

「えーと……」

　総合すると……こう、日曜アニメに出てくる悪の女幹部みたいな感じ。

　ツインテールに結ゆった金きん髪ぱつが唯ゆい一いつ子供らしいおしゃれだろうか？

　けどやっぱりどう見ても悪の女幹部、いや、総帥か。

　いよいよ頭がこんがらがってきた。

　しかし、そこでふとラブが小首を傾かしげ、

「あれ……？　貴様、もしかして女の子か？　男かと思ったけど」

「男で合ってるよ！」

　クゥ！　ここでも僕は女の子と間違われるのか！

　あんまり自分で認めたくないが、僕はどうもそういう容姿（しかもかわいい系）をしているらしい。

　それでもまさか年下の女の子にまで素で間違われるとは……軽く、いや、だいぶショックだ。甘あまい物で心の傷を癒いやしたい。

　ところが、悪の総帥はそんな暇ひま与あたえてくれなかった。

「そう、やっぱり男なのね。それならあたくし様々に対たいする無礼の数々、絶対に許さないわ。露ろ出しゆつ怪かい人じん！　やっちゃいなさい！」

「タッチミー……」

「男だからやる気が出ない？　大だい丈じよう夫ぶよ。あいつ女みたいな顔してるから」

「タッチミー？」

　そこで露出怪人は僕を上から下まで舐なめ回まわすように見る。

「なっ、何だよその気持ち悪い視線は……」

「タッチミー！　タッチミー！」

「オッケーだって」

「いや待て、ふざけんな」

　怪人の目は爛らん々らんと輝かがやき、頬ほおを上気させて僕のことを見つめている。さっきは男の人を容赦なく殴ってたクセに、僕だったら男でもいいって言うのか？　むしろ殴ってくれ！

「って、何で怪人が子供の言うことを聞いてるんだ!?」

「あたくし様々がアポカリタンの総帥だからよ！　貴様はここで露出怪人に身も心も屈くつ服ぷくさせられ、世界を征せいす我わが覇は道どうの礎いしずえになりなさーい！」

「タッチミータッチミー」

「それだけは嫌いやだー！」

　とりあえず反転して即そく座ざにダッシュ。

　未いまだに状じよう況きようは飲み込めないが、あの筋肉質の怪人に『身も心も屈服させられ』るのは絶対に嫌だ！

　脳のう裏りをよぎるのは中学生時代のある日の放課後。




　ちょっと好すきだった文系女子の机から荷物が落ち、拾ってみたらＢＬ同人誌だった。

　タイトルは『Ｈな正樹くんは我が慢まんできなくてすぐほいほいついていっちゃうの』。

　恐おそる恐るめくってみた。

　つなぎを着たいい男に僕が貫つらぬかれていた。

　その日、僕の初はつ恋こいは終わった。




「あんな太いの入るわけねぇええええ！」

　同人誌は虚きよ構こうだからいいのだ――いや、僕をネタにするのは勘かん弁べんして欲しいが――、何にせよあのトラウマになったマンガと、同じ体験をリアルでするのはごめん被こうむる。

「タッチミータッチミー」

「うわっと！」

　怪人の指から放たれたアオミドロ色の光線を転がって避さける。

　アレを喰くらったらおしまいだ。具体的には、異常体験ステータスがプラス一される。

　生理的な恐怖に急せかされ全速力で走っているが、怪人の身体能力は高くてまるで引ひき離はなせない。それどころか、このままじゃ追いつかれる！

　右を見て、左を見回す。

　駅の通路から、駅ビルに直接つながるドアを見つけた。

　迷わず駅ビルに入る。怪人が出てみんな逃げてしまったのか、ビルの中は無人だ。

　とにかく外に出て逃げるか、ビルのどこかに隠れて露出怪人をやり過ごそう……





♥






　……――そして、下の階へ逃げようとして階段のある所まで来たら、踊り場でパンツを脱いでいる少女を発見したんだ。

　長いようでその実一分にも満たない回想を終え、改めて現状を整理する。

　現在、僕は階段の陰かげに隠れて、踊り場のノーパン少女を見上げている。逃げるなら彼女を連れて下へ向かいたいのだが……正直、いきなりパンツを脱ぎ出す少女にどう話しかければいいのか分からない。

　いや、ていうか僕じゃなくてもこの状況には混乱するだろ。

　爺ちゃんに呼ばれて強制転校させられる羽目になって……。

　駅についたら怪人と小さな悪の組織の女総帥がいて……。

　追われて逃げてきたら少女がパンツを脱いでいた……。

　どうだこの状況を誰か理解できるもんならしてみやがれ。

　誰もいない空間に向かってひと通り愚ぐ痴ちり――むなしくなってやめた。

「……よし」

　このポジティブな感動詞は僕じゃない。ノーパン少女の声だ。

　何かするつもりなのかと、再び階段の陰から少女を注視する。長いスカートをはいてくれているおかげで、下から見上げてもギリギリ中身は見えない……別に残念じゃないよ。

　少女は両手をイチゴパンツの足を通す穴に差し込むと、それをピヨンッと横に広げた。

　そして、そのままパンツを自分の顔へ近づけていく。

　おいおい、もしかして脱ぎたてのそれを顔にかぶるつもりじゃ……！

　思わず僕がゴクリとツバを飲み込んだ瞬しゆん間かん、

「タッチミータッチミー」

「!?」

　怪人の鳴き声がすぐ傍そばでして、慌あわてて僕は背後を振ふり返かえる。

　コートの前を全開にした変態が、ほんの数メートル先でキモいスクワットをやっていた。その隣には当然ラブもいる。

「ウフフフ、さぁ這はいつくばりなさい」

　ダメだ。ヤられる！

　その時、突然白い光が溢あふれ、視界を埋うめ尽つくした。

「な、何だ!?」

　あとからあとから溢れ出でる光の奔ほん流りゆうは網もう膜まくを焼き、白以外の色をこの世からことごとく駆く逐ちくした。何も見えず、僕は両りよう腕うでで目をかばいながらその場から動けなくなる。

「今日もまた来たのね!?」

　どこからかラブの声が響ひびく。その口くち振ぶりは苦々しいトゲをはらんでいた。

　悪の前に『今日もまた』現れる存在。

　まさか……っ!?

　いや、怪人がいるならソレがいても別段おかしくは、ない？

　やがて白い光が晴れ、僕ぼくの目の前に降り立ったのは――




「あ、溢れ出るストロベリーセクシャル！　ストロベリーパンツァーさ、参上です！」




　――正義の味方……なのかな？

　赤いマントは別にいい。カッコいい。整った顔立ちと腰こしまで伸のびたピンク色の髪かみが特とく徴ちよう的てきで、手足には白いロング手て袋ぶくろとブーツ。イチゴのチョーカーも大変かわいらしい。

　しかしなぜマントの下がスクール水着？

　いや、ラブもそうだけど、いったいどこからツッコミを入れたらいいのやら……。

　とりあえず、ストロベリーパンツァーはプロポーションがよかった。

　特に胸とおへそ。それとくびれがやばい。紺こんの布地からギチギチに浮き出る盛り上がりとおへその形、そしてお腰のライン。そのコンビネーションは、健全な男子高校生を直視一回で百人屠ほふれる（＊イメージ映像）ほどの破壊力を有している。

　確かにセクシャル溢れてた。

　……で、まさかそんな格好で怪人と戦うつもりなのだろうか？

　チラッと彼かの女じよがこちらを見た。うわぁ、メチャクチャかわいい。

「あ、あの」

「は、はい？」

「あん、あんまり見ないでくださいね」

　恥はずかしいならそんな格好しなけりゃいいのに。

　ストロベリーパンツァーは改めてビシッと、ラブと怪人に対たい峙じする。

「ラブちゃん！　私が来たからにはもうこれ以上悪いことはさせませんよ！」

「キィ～！　いちごお姉ちゃんはいつもあたくし様々の邪じや魔まをしてー！　今日という今日は許さないんだからー！」

「本名言っちゃダメ～！　今の私はストロベリーパンツァーです！　そ、それとぉ～、今日の怪人さんちょっとエ、エッチすぎますよ～。せめてパンツはかせてください～」

「知らないわよそんバッ……そんなの。やっちゃえ露出怪人！」

　今明らかに舌を噛かんでいたが、ラブは涙なみだをこらえて怪人に命令を出す。

「タッチミータッチミー」

「イヤァー、ぶらぶらさせながら来ないでくださーい！」

　悲鳴を上げながらもストロベリーパンツァーは、ブーツをはいた前蹴げりで露出怪人の突とつ進しんを受け止めた。

　反動でマントがめくれ上がり、スク水が食い込んだお尻しりが露あらわに……×％♥＠□!?

「サ、サイズ小っちゃ」

「えっ、イヤ！　見ないでって言ったのに～」

「そんなこと言われても……」

　メッチャ布がお尻に食い込んでるんですけど。

〝むにっ〟と盛り上がったお肉から目が離せない僕。

　ストロベリーパンツァーはお尻を手で押おさえながら涙目になるが、そこへ体勢を立て直した露出怪人が再び突進し、対処を迫せまられる。

「も、もう見ないでくださいね！　テイッ！」

　彼女は片手でお尻を隠かくしながら、もう片方の手でパンチを繰くり出だす。

　プルロンコッとおっぱいがスク水を突つき破やぶりそうなほどはじけて、揺れた。

「ブハッ！」

「えっ？　えー！　ま、また私見えました～？」

「いや見えてはいないんだけどね」
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「そうですか～？」

「う、うん……」

　セクシャル溢れすぎだろこのヒーロー。

　とりあえず見えていないという僕の言葉に安心したのか、ストロベリーパンツァーは怪かい人じんとの戦いに集中していく。

「ハッ！　セイッ！」

　見える！　はじける！　食い込み！

　正直目のやり場に困る。

　鼻血出そ。

「コラァー、もっと頑がん張ばるのよ！」

　正義の味方に圧あつ倒とうされっぱなしの怪人を、ラブが必死に応おう援えんしている。ツインテールが彼女の動きに合わせてピコピコ揺ゆれているが、戦せん況きようは変わらない。

「テリャー！」

「メゴスッ！」

　ストロベリーパンツァーに殴り飛とばされた露出怪人が宙を舞まい、一回二回と転がって僕の傍でケツを高く上げたポーズでお亡なくなりになる。

　意外とあっという間だったな。

　安心したのか気が抜ぬけたのか、僕は大きく息を吐はいてその場にへたり込む。

　と、気絶したと思っていた怪人がむくりと起き上がった。

「ッ！　逃にげて！」

「露出怪人！　その女男を人ひと質じちに取っちゃえ！」

　ストロベリーパンツァーとラブが同時に叫ぶ。

「タッチミー！」

「のわぁー！」

　アオミドロ色の光線を喰らう。

　まずいっ！　これを浴びたら！

　僕の体が意思と関係なく宙に浮き、露出怪人の逞たくましい股間に向かって引き寄せられる。

「イーヤーダー！」

　アレに触ふれるのは嫌だ！　絶対に嫌だ！

「フヌッ！」

　生理的嫌けん悪お感が火事場のバカ力を生み出したのか、僕は両腕で怪人の太ももを掴つかみ、何とか顔が肉色毒キノコにくっつくのをすんでのところで阻そ止しした。

「タァァァッチミィィィィィ！」

　ええぃそんな悲痛な声を出すな！　僕は男だって言ってんだろ！

「フフン、形勢逆転ねっ！」

　ラブがストロベリーパンツァーを迂う回かいし、怪人の隣となりに並ぶ。その顔には子供らしい得意気な笑えみが浮うかんでおり、こんな状況でさえなければ僕も微ほほ笑えましく思っただろう。今はそのやわらかそうなホッペを左右に思いっきり引っ張ってやりたい。

「ひ、卑ひ怯きようですよラブちゃん！」

「あたくし様々は悪人だから卑怯でいいの！　ていうか、いちごお姉ちゃんこそあたくし様々を〝ちゃん〟づけするなー！」

「だから本名で呼ばないでー！」

「ウヌヌヌヌ！」

　なんかふたりがバカなやり取りをしているが、その間も僕は怪人の股こ間かんに口がつきそうになるのを防ごうと必死に頑張っていた。

「あら、まだ抵てい抗こうしてたの？　早く諦あきらめればいいのに」

「諦められるかよ僕の青春をよぉ！」

　ハジメテがこんな形で奪うばわれたら、もうまともな恋こいができるとは思えない。

「でも、貴様は女の子みたいな顔してるし、そういう絵面似合ってるわよ？」

「なんてこと言いやがるこのガキ！」

「ガッ……！　ラブは子供じゃないもん！　大人だもん！　リポビたんＫだって飲めるんだから！」

「その基準がガキ臭くさいんだよぉ！」

　ちなみにリポビたんＫというのは、昨今の萌もえブームに乗っかった萌えキャラつき栄養ドリンクのことだ。

「な、なによこの女男！　ムカつく！」

「女って言うなぁ！」

　僕とラブが口論をヒートアップさせているところへ、不意に横から人ひと影かげが割って入る。

「隙すきありです」

　抜き足あし差し足近づいてきたストロベリーパンツァーだった。

「セヤッ！」

　彼女は露出怪人に足あし払ばらいをかけると、倒たおれる男の股間から僕を救出する。

「えっ、ちょ？」

「しっかり抱かかえてますから、暴れないでくださいね！」

　そのまま彼女は階段を一気に飛び降おりる。

「あっ、コラーッ！　いちごお姉ちゃん待ちなさーい！」

　背後からラブの声が届くが、ストロベリーパンツァーは構わず階段をドンドン飛び越こし、そのまま一階の自動ドアをくぐって外へ出る。

「い、いいの？　あれ放っておいて」

「大丈夫です。ラブちゃんの性格なら、絶対追いかけてくるはずですから」

「そう。てか、重くない？」

「いいえ、全然」

　平均よりやや小こ柄がらとはいえ、人ひとりの体重を抱えて全力疾しつ走そうして息ひとつ切らしていない。止まっている車があればジャンプで飛び越す。超ちよう人じん的てきな身体能力だ。

「ねぇ、君はその……何者なの？」

　僕は彼女に抱えられたまま話しかける。すると、きょとんとした顔をされた。

「えっ？　知らないんですか？」

「今日ここに引越してきたばかりで」

「あっ、そうなんですか」

　のほほんと正義の味方は頷うなずく。

「私は、えーと、いちおうセイギのミカタです」

「？」

　なぜ目を逸そらす？

　まぁとりあえずそれはおいておこう。

　どうやら桃園市は正義の味方とか悪の組織が普ふ通つうにいる所らしい。

　そういえばさっきからストロベリーパンツァーと誰だれかがすれ違ちがっても、みんな手を振ったり写メ撮とったりで全然驚おどろいていない。これがこの町の日常風景のようだ。

　なんかとんでもない所に来ちゃったなぁ……。

　やがてストロベリーパンツァーは児童公園に入って足を止めた。緑が多く、結構広い。ここで迎むかえ撃うつつもりらしい。

「みんなー危ないから早くここから逃げてくださーい！」

　ストロベリーパンツァーは僕を地面に下ろすと、すぐに公園の遊具で遊んでいた子供たちに呼びかけた。

「あっ、いちごれんじゃーだー」

「ホントだー」

　しかし、彼女の意図とは裏腹に、幼よう稚ち園えん児くらいの子供たちはわらわらとこちらへ集まってきてしまう。

「イチゴレンジャーじゃありません。ストロベリーパンツァーです。ほら、もうすぐこわーい怪人さんがやってきちゃいますよー」

「でも今日もいちごれんじゃーがやっつけるんでしょー」

「あたし見てたーい」

「おい、おっぱい揉もませろよ！」

　子供たちは全然言うことを聞かなかった。ていうか最後の奴やつませてんな！

「待ちなさーい！」

　そうこうしている内に露出怪人と、その肩かたに乗ったラブが追いついてきてしまった。

　ラブは露出怪人の肩から飛び降り、ビシィとストロベリーパンツァーを指差す。

「あたくし様々から逃げられるなんて思うんじゃないわよ。さぁ、今日こそ引導を渡わたしてやるから覚かく悟ごなさい」

「今日もちゃんと倒してあげるから、ラブちゃんも少しは反省してくださいね」

「ラブちゃん言うな！　露出怪人、やっちゃえ！」

　再びストロベリーパンツァーと露出怪人の戦いが始まった。

　まだ子供には露出怪人のオゾマシさが分からないのか、みんな歓かん声せいを上げながらふたりの戦いを観戦している。まるでデパートの屋上でやるヒーローショーだ。

「タァーッチ、ミィー」

「クッ！」

　怪人の攻こう撃げきをかろうじて受けるストロベリーパンツァー。

　……さっきより押されてる？

　僕の気のせいではなく、先さき程ほどに比べて明らかにストロベリーパンツァーの動きが悪い。ここまで走ってきて汗あせだくの怪人から飛ぶ汁しるを避けるのに手いっぱいで……というわけではなさそうだが、なかなか攻撃に移れないでいる。

「あっ！」

　ここに子供たちがいるからか。彼女は怪人が子供たちを襲おそわないように気を配っているため、戦いに集中できずにいるのだ。

「……よし」

　駅ビルでは彼女が僕を助けてくれた。次は僕の番だ。

　僕はベンチの上ではしゃいでいる子供たちの方へ近づく。

「ほら、お前ら危ないから早く公園から出るんだ」

「なんだよー邪魔すんなよー」

「いちごれんじゃーのおっぱい見えないじゃん」

　こいつら完全に野や次じ馬うま気分だ。ていうか後ろの奴、さっきおっぱい揉ませろ言ってたのお前か。

「お前らがいると彼女が戦えないんだよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。だっていつもいちごれんじゃーが勝つもん。なー？」

「そうそう。正義は勝つんだぜー」

「頑がん張ばれーいちごれんじゃー！」

　別にこいつらに悪気があるわけじゃないのは分かる。ある意味ストロベリーパンツァーのことを信しん頼らいしているのだろう。もしくは正義の味方が好きなだけなんだ。

　だけど、やっぱりダメだ。

「あーもうっ、お前らがいると邪魔なんだって。せめて離れろ」

「姉ちゃんうっさいぞー。胸ないからってひがむなよ。姉ちゃんもその内いちごれんじゃーみたいにおっきくなるって」

「ンナ!?」

　ナチュラルに女扱あつかいされ、ついカチンと来る。

「僕は男だ！　胸なんて大きくなってたまるか！」

「わぁっ！」

　突とつ然ぜんの大声に驚いた子供たちが、クモの子を散らすようにあちこちへ散っていく。

　その中の女の子がひとり、戦せん闘とう区域の方へ向かってしまう。

「ヤバッ！」

　慌てて追いかけるが、同時に露ろ出しゆつ怪かい人じんが女の子に気づいた。

「タッチミータッチミー」

　例の光線を出す指先が女の子に向けられた。

　ストロベリーパンツァーが敵の狙ねらいに気づく。

「危ないっ！」

　アオミドロ色の光線から子供をかばい、代わりに彼女が敵の攻撃を喰らった。

　スタイル抜ばつ群ぐんの体が宙に浮き上あがる。

　行き先はもちろん露出怪人の股間。

「させるかー!!」

　僕はさらに加速する。

　今のは僕のミスだ！　そのせいで恩人であるあの少女に怪人のアレを触さわらせるなんて、絶対にさせない！　何がなんでも助ける！

　僕は宙を滑かつ走そうする彼女を追おい越し、その体を受け止める。

　ムニョンポフッ

「むあっ！」

　豊満な谷間に顔が丸ごと埋もれた。や、やわらかい！

　なんなんだこの頬ほおを包つつみ込むような感かん触しよく。おまけに甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

「アンッ！　や、何を」

「ごごごめん！」

　目的を忘れんな僕のバカ！　いや、他意はなかったんだよホント！

　僕は彼女の体を受け止めたまま、ドンドン怪人に引き寄せられる。

「タッチミー！　タッチミー！」

　うれしそうな声出すな！

　非力な僕ではアオミドロ光線の引っ張る力に対たい抗こうしきれない。

　露出怪人はコートを全開にして両足をおっぴろげ、僕をその中に迎え入いれる気満々だ。

　つーか体勢がまずい。今僕は怪人に対してお尻を向けて引きずられているから、このままじゃ露出怪人の人工掘くつ削さく機きがズブリと突き刺ささる。そんなの想像もしたくない。

　本当なら絶対にアレには触りたくないんだが……こうなったら仕方がない。

「うりゃ！」

「タッッッッチブチャラティ!?」

　甲かん高だかかった怪人の鳴き声が一転、苦く悶もんの声に変わる。

　原因は怪人の股間。

　僕のスニーカーのカカトが怪人のエッフェル塔とうをへし折っていた。

「タッ……チミ……」

　ズズンと地面に倒れる露出怪人。股間を押さえ、プルプルと悶もん絶ぜつしている。やはり怪人といえども急所は急所らしい。

「なっ！　何をやってるのよ露出怪人。早く立ちなさいってば！」

　ラブは無責任に露出怪人を叱しつ咤たしている。もちろんムスコを潰つぶされた男がそう簡単に立ち上がれるはずもない。

　まぁ女の子にあの痛みは想像できないよな。敵とはいえ惨むごいことをしてしまった。おかげで何とかストロベリーパンツァーを助けられたが……ん？

　そこではたと気づく。

　自分の顔が未いまだに彼女の胸に挟はさまっていることに。

「ご、ごめっ！」

　ふにょん

「あっ……」

　おまけに谷間から顔を引ひっこ抜こうとして、今度は双ふた子ご山やまの山頂を両手で思いっきり鷲わし掴づかんでしまった。むにょむにょ。

　ゴムのような弾だん力りよくがあると思っていた大きなおっぱいは、見た目に反して押せば指が沈しずみ込むほどやわらかい。まさにマシュマロ、けれどサイズはメロン。あまりに心ここ地ちよい手て触ざわりに、つい、ふにょんふにょん。

　姉さん以外の女の人の胸を初めて揉んだ……姉さんよりやわらかくて大きい。

　……じゃなくて、揉むな僕！

　ようやく谷間から抜け出すと、今度は耳まで赤くなった女の子と目が合った。

「イッ、イッ、イッ……」

　ストロベリーパンツァーはパクパクと口を開いては閉じている。

　段々彼女の肌はだが熟れたイチゴのように真っ赤に、いや、てか、光ってる？

　彼女の体から溢れた光の粒りゆう子しは、やがて胸の先せん端たんへ集まって――

「イヤァアアアアアアアアアア！」

　――桃もも色いろのビームとなって放たれた。

「イナバウっ！」

　のけぞるように躱かわした僕の鼻先を熱線が掠かすめていく。

　二本のピンク光線はそのまま直進し、射線上にいた露出怪人に直ちよく撃げきした。

「エ、エクスタスィー！」

　絶ぜつ叫きよう――というには妙みようにうれしそうだったが――を上げ、露出怪人が爆散する。爆煙が晴れると、その下から気絶した男が現れた。ただし、全ぜん裸らにコート。

　怪人って元は普通の人間だったのか……。

「まぁたやられちゃったわ！　次こそはやっつけてあげるんだから、覚えてなさいよ！」

　実に古典的な捨てぜりふを残すと、ラブは一いつ瞬しゆんであとかたもなく姿を消した。え？　テレポート？　あーいや、もう頭がパンクするから疑問を持つのはよそう。

　そして残されたのは呆ぼう然ぜんとする僕と、どこか放心したように頬を上気させた正義の味方。パチパチと拍はく手しゆをしている園児たち。

「えっと……今の、何？」

「え？　あ…………ひ、必ひつ殺さつ技わざ、です」

「必殺乳ち首くびームだよな！」

「違います！　あれは必殺……ごにょごにょ……です」

　横よこ槍やりを入れたマセガキに怒ど鳴なり返すストロベリーパンツァーは耳まで真っ赤だ。正しい必殺技の名前はよく聞き取れなかったが、今はそんなことどうでもよくて……。

「あの」

「は、はい？」

「見えてるよ」

「え？　え？」

　ストロベリーパンツァーは僕の視線を追い、自分の体を見下ろす。

　そして、先端からビームを発射した影えい響きようで焼き切れた紺こん色いろの布地から、大事な部分がポロンとこぼれ落ちていることにようやく気がついた。

「イ、　イヤアアアアアアア！　忘れてたぁー！」

『忘れてた』ってことは、ポロリは今回限りの事故じゃなくて毎回のデフォ？　……ごめん、園児が『乳首ーム』って言いたい気持ちが少し理解できてしまった。

　彼女は胸を押さえ、涙目になりながら立ち上がる。

「と、とにかく悪は退けられました！　では私はこれで！」

「あっ」

　という間に、ストロベリーパンツァーは赤いマントを翻ひるがえしていずこかへ去っていってしまった。子供たちが手を振ふって見送る。

　呆ほうけていた僕はしばらく動けないまま地べたに座すわっていた。

　ちなみに元露出怪人の全裸コート男は、遅おくればせながらやってきた警察に捕つかまっていた。ドナドナ。

　やがて公園の時計が午後二時を告げる。

「……爺じいちゃん家行くか」




　……そういえばあのノーパン少女はどうしたんだろう？　ストロベリーパンツァーの登場が衝しよう撃げき的てきすぎて途と中ちゆうから忘れてた。怪け我がとかしてないといいけど……。







第二話　聖遺物ブルマの守護者　ブルマ怪人現る







　爺ちゃんがひとりで暮らしているのは、木造平屋の昭和っぽい香りのする一いつ軒けん家やだ。

　僕ぼくが来るのを待っていた爺ちゃんは、全裸で家の中を歩き回るほど元気だった。

「ギャー！　爺ちゃん何つー格好してんだよ！」

「ちょうど風ふ呂ろに入っておったのじゃ。今茶を淹いれてやるから居間で待っとれ」

「そんな自然にスルーしないで、服着て。お茶は僕が淹れとくから」

　普通に全裸で行こうとする爺ちゃんを着き替がえに行かせ、僕は台所で茶を淹れてちゃぶ台に並べておく。ほどなく爺ちゃんも戻もどってきたので、ちゃぶ台を挟んで向かい合わせに座った。

「「……」」

　お互たがい無言。

　それとなく僕の祖父――大おお小ご森もり鉦かね次つぐのことを観察する。

　頭がハゲててアゴひげたっぷりの爺ちゃんは浅あさ葱ぎ色いろの着流し姿で、老人とは思えない立派な体たい躯くをしていた。眼光は鋭するどく威い厳げんたっぷりで近所の頑がん固こジジイといった風ふ情ぜいがある。

　やがて爺ちゃんが重々しく口を開いた。

「そうじゃった」

「え？」

「ふんどしをはくの忘れとった」

「てことはその下はいてな、ギャー！」

　中身はただのボケ老人だった。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　とりあえず僕の淹れたお茶をお互いにいただきつつ、本題に入る。

「それで……爺ちゃんは何で僕をここに呼んだの？」

「うむ」

「うむ、じゃないよ。それに駅降りたら、いきなりピチピチの服着た女の子とか、変態の怪人とか、スク水着た正義の味方とか、いろんなことに巻き込まれたんだけど」

「まぁ待て慌あわてるな。その前に儂わしの質問に答えろ」

「あっ、うん」

　生来押おしの強いタイプでない僕は祖父のペースにつき合うことにした。

　爺ちゃんは茶をひと飲みしてから、おもむろに口を開いた。




「正まさ樹きは女の子のおっぱいは好きか？」




「………………は？」

「だから『同年代の、女子の、乳は、好きか？』と聞いておる」

「………………………は？」

　言い直されたって同じ反応しかできない。むしろますますわけが分からなくなる。

　爺ちゃんの目はこの上なく真しん剣けんだった。信じがたいことに。

「まぁ……僕も高校生だし、人並みには、まぁ」

「巨乳は好きか？」

「まぁ」

「貧乳と比べてどっちが好きだ？」

「まぁ……どっちかというとデカい方が、まぁ」

「よし」

　何がよしなのか今の僕には理解できない。

「やっぱり正樹は儂の孫じゃな。儂も大きなおっぱいが好きじゃ」

「そ、そうなんだ」

「うむ。巨乳好きの正樹なら大丈夫じゃな」

　お前の頭は大丈夫か？

　思わず出かかった言葉を何とか飲み込む。

　もう額は汗だらだらだった。もちろん脂あぶら汗あせだ。

　これから何年も――少なくとも高校卒業までの三年間は――こいつと一いつ緒しよに暮らさなきゃいけないとか、拷ごう問もんだろ？

「ああ、それとパンティも好きか？」

　質問はまだ終わりじゃなかった。他界しろ。

「えーと……まぁ、嫌きらいじゃないけど」

「それじゃダメじゃ。女子のパンティが好きかどうか聞いておる。男なら、もちろん好きじゃろうな」

「あー……うん、まぁ、はい。好き、です」

「よしよし」

「……ふぅ」

　落ち着くために茶を口に含ふくむ。

　――正直、ここまでならまだ耐たえられた。

　しかし、ちゃぶ台の向こう側に座る下ネタはさらにこう聞いてきた。




「ならパンティをかぶるのも平気じゃな」




　茶が僕の口から水平に飛んだ。

　耐え切れるか！

「正樹！　お茶で遊ぶんじゃない！」

「今いま更さら常識人ぶるな変態！」

「安心しろ。もちろん女子のじゃ。残念ながら脱ぬぎたてとはいかんが」

「性別の問題でも使用前・済の問題でもない！」

「何じゃ？　まさか男物のブリーフがいいと？」

　もうヤダこのジジイ。日本語が通じない。

「わけが分かんないんだよ！　さっきからおっぱいとかパンツとか何なのさ！　爺ちゃんは僕に何の話をしようとしてるの？」

「もちろん、悪の組織と怪かい人じんと正義の味方の話じゃ――というわけで、正樹」

　爺ちゃんは平然と答えながらこちらに身を乗り出してくる。




「お前、ヒーローになってみんか？」




「……」

　僕はおもむろに立ち上がり、居間の障子を開ける。

「正樹？」

「爺ちゃん……その話は明日でいいかな？　今日はこっちきたばっかりだし、その……いろいろと整理したいんだ」

　主に心の整理を。

「そうか。確かに話すのが急すぎたな。儂も焦あせっておるのかもしれん」

「そうだよ。焦りは体によくないよ」

「うんうん、祖父思いな子じゃ。なら話の続きは明日にしよう」

「ああ、じゃぁちょっと自分の部屋見てくるね。明日から学校だし早めに寝ねるから、部屋には絶対に入ってこないでくれる？」

　微び妙みように『絶対』の部分を強調して、僕はＬ字の廊ろう下かを奥おくへ進む。家の東側に用意された自室へ駆かけ込んでカギを閉めたあと、ずるずるとその場に座り込んだ。

「まいったなぁ……」

　なぜ姉さんが僕をこの町へ蹴けり出だしたのか、理由を悟さとった。

　老人介かい護ごだ。しかもただの老人じゃない。ボケ老人だ。おまけに脳みそのネジがはずれた現実ボケの類たぐいだ。

　家に帰りたくなった。
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　爺ちゃんのお脳が腐くさった話を聞いた翌日、僕は新しく通う萌もえ森もり高こう校こうの制服に身を包んでいた。校章は一年生の赤。サイズは袖そでが少し余るが、これから大きくなるので問題なし。

　そんな真新しい制服を着て、僕は今教室の黒板の前で転校のあいさつをしていた。

「大小森正樹です。よろしくお願いひます！」

「かわいいー」

「かわいー」

「飼いたーい」

　緊きん張ちようで少し噛かんでしまったが、クラスメートは特にからかいもせず拍手で僕を迎むかえてくれた。最後に男の野太い声が聞こえた気がしたが、聞かなかったことにする。

　それから転校生恒こう例れいの質問タイムが設けられた。

「どうして転校してきたんですかー？」

「えっと……まぁ家庭の事情で」

　まさか姉に蹴り出されてきたとは言えない。

「スリーサイズいくつですかー？」

「男の僕にそれを聞いてどうするんですか？」

「衣装作るのに寸法がいるのー」

　何の衣装作るつもりだよ、と思いつついちおう答えておく。

「好きな男の子のタイプはどんなですかー？」

「男の君がそれを聞いてどうするんですか？」

「それは……ポッ」

　怖ぇええええええ！　質問もそうだがなぜ頬を赤らめる!?

「長なが田たー。そういう質問はあとにしろ」

「ちょっ!?　あとでならいいんですか先生？」

「大小森の席はもう運んできてあるぞ」

　この担任スルースキル高いな……。

　僕の席は窓まど際ぎわから二列目最さい後こう尾びに用意されていた。

　中年の男教師は僕の頭を――というか背を――見て、難しい顔をする。

「前の方にするか？」

「いいえ、結構です！」

　僕は平均身長より少し低いだけなので、断固拒きよ否ひした。してやった。

　少し肩を怒いからせて机と机の間を歩くと、ぬるい風が頬を撫なでた。今日は五月にしては蒸むし暑あつく、教室の窓も全開になっていた。風も強いらしく、カーテンがバサバサと暴れて、ちょうど僕の隣となりの席を隠かくしてしまっている。

　自分の席に座ろうとした時、風に乗って甘い匂においが鼻腔をくすぐった。

　椅い子すに座ろうとしていた体が思わずピタッと硬こう直ちよくした。

「あっ……」

　その時翻ったカーテンの下から出てきたのは、かわいい女の子だった。

　風にさらわれるように舞まう栗くり色いろの髪かみ。制服の胸むな元もとには赤いリボン、膝ひざまであるスカート。スカートと靴くつ下したの間にチラリと見えるふくらはぎなんて、視界に入れたら目が焼やけ焦こげるんじゃないかってくらいまぶしかった。

　それで思わず視線を上げれば、大きな瞳ひとみと目が合った。彼かの女じよは僕を見て、少しだけ驚おどろいた表情をしていた。理由は分からない。

　そして、最後に肝かん心じんなのが明らかに一いつ般ぱん人じんの枠わくを超こえる――胸。

　デカかった。

　とんでもなく規格外に容よう赦しやなくロケット級にデカかった。

「あー、大小森。早く席に着いてもらっていいか？」

「す、スミマセン！」

　担任に急せかされ、ガタンゴトンあちこちぶつけながら椅子に座る。

　失しつ笑しようされた気がしたがまったく耳に入らない。

　僕が席に着くと同時に、隣から声をかけられる。

「大小森くん」

「……ぁ」

　返事をしようとして、なぜか口がまともに開かない。

「おー……っ……の」

　彼女は小声で何か話しかけてきたが、風とカーテンの音がうるさくて聞こえない。

「……ご、ごめん。かか風の音で聞こえない」

　そう聞き返すと、彼女は少し考えてから、ぐっとこちらへ身を乗り出してきた。

　ぷるよよよんっ！

　今ので揺ゆれちゃうんだ!?

　よんよんよんよんぷるんっ！

　メーデー！　メーデー！　大おお津つ波なみが本ほん艦かんを襲っています！　至急救きゆう援えんを！

　ぷるるるっぽにょんっ！

　メーデー！　メーデー！　やっぱりいいです！

「あの、大小森くんは、昨日何か大変なことありませんでしたか？」

「え？　あ、うん、まぁいろいろあったけど。どうして？」

　思わず吸い寄せられそうになる視線を必死に持ち上げて返事をする。

「い、いえ！　別に、気づいてないならいいんです」

「？」

　よく分からない質問だったが、彼女が小さくやわらかそうな手で握あく手しゆを求めてきたので、疑問はすぐさま消し飛んだ。

「私は晴はれ家いえいちごです。よろしく」

　ん？　いちごって、どこかで聞いた気も。まぁいいか。

「こ、こここちらこそよろしく、晴家さん」

「あっ……」

　僕は握にぎり返そうと手を差し出したが、晴家さんは逆にちょっと引っ込めてしまう。

「あの、大小森くん。いきなりでアレなんですけど」

「何？」

　彼女は少しもじもじして。

「私、苗みよう字じで呼ばれるの好きじゃなくて。だから、名前で呼んでくれるとうれしいです」

「え……？」

　それって……呼び捨てでいいってこと？

「嫌いや、ですか？」

「いやいやいやいや、全然嫌じゃないよ！」

　もちろん嫌なはずがない！

　ただ、ちょっとばかりドキドキしてしまう。

「じゃ、じゃぁ、改めてよろしく、いちご……ちゃん」

「はい。よろしくお願いしますね、大小森くん」

　いちごちゃんは微ほほ笑えみをひとつ残して教きよう卓たくの方を向き直った。

　その笑え顔がおはかわいらしくて綺き麗れいで最高で……ホントもう、何て言うか、すごい。胸がドキドキする……これって、もしかしてひと目め惚ぼれ？
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　一時間目から四時間目までの休み時間はみんなから質問攻ぜめにあった。出身地や好きな物の質問ならいざ知らず、『実は女の子？』とか『ロリだよね？』っていう質問はいきなり転校生イジメかと思った。イジメではなくガチだったと分かった時は、むしろイジメてくれとお願いしそうになったが……長田くんの目が怖こわかったのでやめておいた。

　いちおう僕も男なんだから、かわいいかわいい言われてもなぁ……。

「さてと、どうしようか？」

　時間は昼休み。ご飯も食べ終わって暇だった。学校案内は前の休み時間でしてもらったので、今は特にすることがない。

　まぁ、無難に図書室にでも行ってみるか。




　萌森高校の図書室は校舎とは離はなれた別べつ棟むねにあり、しかも二階建てだった。中に入ってみれば、上も下も本ほん棚だながギッシリ。本好きにはたまらない光景だ。生徒はあまり熱心に利用していないらしく、人ひと影かげはさほど多くない。

　軽い読み物は二階にあるようなので、壁かべ沿いのＬ字型階段を上っていく。そして、踊おどり場ばでくるっと方向転てん換かんしたところで――イチゴパンツが目に入った。

「う……んしょ……ん……しょ」

　バベルの塔みたいに積み上げた本を持った女の子が、階段を慎しん重ちように一段一段下りてきていた。顔は本に隠れていて、当然視界もゼロだろう。おかげで本と本の間にスカートの裾すそが挟まって、パンツが見えているのにも気づいていない。

「あのー」

「はぁ～～～い」

　少女が返事をする。大量の本を抱かかえているわりに、つらくなさそうな声だ。

「パンツ見えてるよ」

「えっ？　えぇ!?　キャッ、ワッ！」

　女の子は反射的に自分のスカートを押さえようとする。

　かくしてギリギリのバランスで均きん衡こうを保っていた本タワーは、支えを失い重力にその身を任せて崩くずれ落おちる――僕の方に。

「うわー！　へぶえっ！」

　本の角がこめかみとみぞおちに決まる。潰つぶされたカエルみたいな声を上げて、僕は踊り場の上にひっくり返った。

「キャー！　ちょっ、だいじょう、ぴゃっ!?」

『ぴゃっ』って何？

　顔に乗っかっていた本を払はらいのけると、目の前に巨きよ大だいなふたつのふくらみが迫せまっていた。

「おぶぅっ！」

　こ、この感かん触しよくは！

　おっぱい！

　それもかなりの大物。やわらかく弾力に富み、正面衝しよう突とつしたというのに痛みを感じない。僕の頭は胸と胸の谷間ににゅろんっと侵しん入にゆうし、ふたつの幸せクッションによって見事に挟はさみ込まれていた。

　おめでとう。大小森正樹。君は昨日に続いて本日も女性の胸に挟まれる栄えい誉よを味わった。今こそ永えい眠みんの時。世の童どう貞てい諸君に敬礼し、十万億土の土を踏ふむべし。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　大小森くん？」

　あの世へ旅立ちそうになっていた意識が声で引ひき戻され、ゆっくりとまぶたを開けると目の前にいちごちゃんがいた。

「い、いちごちゃん!?」

　顔が近い！　そして愛いとしのいちごちゃんと再びランデブー。

　彼女は僕の上に四よつん這ばいになって、心配そうな目でこちらを見つめていた。

　いや、それはいいんだけど、彼女の胸の先端が僕の胸むな板いたに当たってる。

　重力バンザイ。

　幸せすぎて僕今日死ぬんじゃないか？

　けど……あれ？　この胸の感触、つい最近もどこかで味わったような……。

　そんなはずないのだが、ついつい視線は彼女の胸の谷間に吸い寄せられてしまう。

「う～む」

「ど、どうしたの大小森くん？　さ、さっきからわ、私の胸を見て」

「えっ？　あっいや！　何でもない！」

　慌てて否定するが、たぶん彼女の中で僕のポイントはググッと下がったに違ちがいない。

　お互い頬ほおを少し赤らめながらいそいそと体を離し、散らかってしまった本を拾い始める。もちろん僕も手伝い、彼女と本を半分こずつ持って階段を下りた。

「ふぬっ!!」

「大丈夫ですか？」

「へ、いき、平気」

　さすが紙の重量メチャクチャ重い。半分でこれって、いちごちゃん実は結構力持ち？

　おまけに彼女の抱えた本の上で、やわらかいおっぱいがくにゅんっとひしゃげている。目を奪うばわれすぎて危あやうく階段を踏み外はずしそうになった。

　カウンターで司書に本の山を渡わたし、貸し出し許可が下りるまでしばし待つ。彼女は結構頻ひん繁ぱんにこの図書室を利用しているみたいで、司書の子とも親しげに話している。

　お話ししながら微笑む彼女はとても魅み力りよく的てきで、思わずぽーっと見み惚ほれていた。

「大小森くん？」

「あっひゃん！」

　見惚れていたところに突とつ然ぜん声をかけられ、とっさに悲鳴を上げてしまった。

　どうやらボケッとしている間に貸し出し許可は下りていたようだ。

「それじゃまた半分持つよ」

「いえ、そんな。これ以上は悪いですよ」

「いいからいいから。女の子ひとりに持たせられないよ」

　そう言って、ちょっとカッコつけて半分よりちょっぴり多めに本を抱える。う、重い。

「えっと……ありがとうございます、大小森くん」

「へへっ、どういたしまして」

　本は物もの凄すごく重いけど、いちごちゃんの笑顔は多少の筋肉痛などへっちゃらだと思えるほど素す敵てきな物だった。
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　そして、放課後一歩手前の六時間目。僕は校庭にいた。

　たまたま月一の生徒総会が今日だったらしく、生徒全員で仲よくグラウンドに整列している。ちなみに背の順、僕は一番前……いや、分かってたけどね。

　まだ転校初日で話がちんぷんかんぷんだった僕は、仕方なく壇だん上じようで喋しやべっている生徒会長をだらだら見続けていた。

　初めに鏑かぶ木らぎりろんと名乗っていた生徒会長は、背が高くて、結構美人な先せん輩ぱいだ。腰こしまでまっすぐ伸のびた黒くろ髪かみと意志の強そうな瞳が印象的で、見るからにマジメで頑固っぽい。生徒総会が始まってからずぅーっと背筋を伸ばしながら喋り続けている。

「――以上で報告を終わります。それから最後になりますが」

　やっと終わりか。僕は安あん堵どしかけて、

「いつも通りみなさんからセイギのミカタの目もく撃げき情報を募つのります」

「ブフッ!!」

　噴ふいた。

　生徒会長は至し極ごくマジメな顔で、壇上から生徒全員を睥へい睨げいしている。

「はい。そちら三年二組の前から五番目の方」

　しかも生徒も普ふ通つうに手を上げてるし。慣れてないのは僕だけか。

　生徒たちの目撃情報は多た岐きに渡った。ボーリング場で見た。川原で戦っていた。昨日駅前通りで女の子をお姫ひめ様さまだっこして走ってた。

「ありがとうございました。それでは生徒総会を終わりに」

　生徒会長が閉会の言葉を口にしようとした――その時だった。

「キャアアアアアアアアアアア！」

　校庭の端はしから何人もの声が折り重なった悲鳴が聞こえてきた。

「何だぁ!?」
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　唐とう突とつな出来事に驚き、僕を含めた多くの生徒が声の方を振ふり返かえる。

　今度は大きな物が地面に落ちたような轟ごう音おんがした。さらに大量の粉ふん塵じんが宙へ舞う。

「みなさん！　早く逃にげなさい！」

　そう叫さけぶと、生徒会長は真っ先に地面に降りてどこかへ行ってしまった。

　逃げ足あし早いなとかツッコむ間もなく、またもや女の子の悲鳴が上がり、周囲がパニックに陥おちいる。人が人を突つき飛とばし、混乱が恐きよう怖ふに拍はく車しやをかけた。

「クッ！」

　とりあえず、僕は悲鳴の方へ走り出そうとして――直前で急ブレーキをかける。

「そうだっ、いちごちゃん！」

　いちごちゃんは女子の列の後ろの方だ。すでに逃げ惑まどう人たちで列はぐちゃぐちゃになってしまい、彼女がどこにいるのか見当もつかない。だからって、放っておくなんてもっての他ほかだ。

　ドォーーーンと、再び砂すな煙けむりが起こる。

「うわぁっ！」

　砂と一緒に来た衝しよう撃げき波はに呑のまれその場から動けなくなる。

「イヤァンッ！」

「ヤメテー！」

　視界ゼロのグラウンドのいたる所から女の子の悲鳴が聞こえてくる。

　その中にいちごちゃんの声がないか、耳に神経を集中した。

　やがて、砂のカーテンが晴れた。

「な、んだ……これ？」

　先さき程ほどまで生徒総会が行われていた校庭は惨さん状じようの舞台に様変わりしていた。

　あちらこちらにクレーターのような穴が開いていた。まるで怪かい獣じゆうが地団太を踏んだみたいだ。他にもサッカーゴールがひしゃげてひっくり返っていたり、あちこちで気を失った生徒たちが何十人と倒たおれていたりしている。

「何なんだ、これ……？」

　わけが分からず呟つぶやく。

　どうなってるんだ。意味が分からない。

　萌森高校の体操服は男女ともにハーフパンツだったはず。

　それなのになぜ――女子はみんな制服のスカートをビリビリに破かれて、代わりにブルマをはかされているんだ!?

　ちなみに男子は単に殴なぐられて気絶しているだけ。何この差別。

　その時不意に変な鳴き声が僕の耳じ朶だを叩たたいた。

「ぶるぶるぶるまー！」

　最初は動物の鳴き声が聞こえたかと思ったが……あんな気の狂くるった鳴き声を上げる動物なんて見たことも聞いたこともない。

　鳴き声の聞こえた方を振り返ると、そこにいたのは……。

「ぐっ！」

　オゾマシイ、オゾマシイモノがいた。

「ぶるぶるぶるまー！」

　馬がいななくようにそう叫ぶのは四十代と思われるメタボなおっさんだ。

　どのような容姿のおっさんであるかは省く。というか、正視したくない。ただひと言、端たん的てきに言うならば……。




　半はん裸らでブルマをはいていた。




「ぐえっ！」

　吐はき気けをこらえてうずくまる。我が慢まんできた自分を褒ほめてやりたい。

　ブルマ。

　前時代の失われし聖遺物。

　男の子に多くの夢と感動を与あたえるはずのそれが、こうも醜みにくく堕おちるのか。

　本当なら女の子のお尻しりに収まるはずだった綿百パーセントの誇ほこり。

　それがなぜ、あれほど無残に陵りよう辱じよくされなければならないのか。

　悪夢だ。あまりにも惨むごすぎる。

　こんなことが許されるなんて……世界から戦争がなくならないわけだよ。

　僕が現実の非情さに膝をついている時、ふと聞き覚えのある高こう慢まんな、でも子供っぽい笑い声が聞こえてきた。

「ウフフ、いいわよブルマ怪人。その調子で人類を恐怖のズンドコに叩き落おとしなさい！」

　怪人の後ろからひょっこりと現れたのは、悪の総そう帥すい勅て使し河が原わらラブ＝ハルマゲドンだ。相変わらずピチピチのボディースーツに黒マント姿で、上じよう機き嫌げんにニコニコと笑っている。

「はい、アーン」

「ぶるぶるぶるまー」

　ラブは変な色のキャンディを怪人に食べさせる。青いような赤いような虹にじ色いろのような、とにかく変なアメだ。ご褒ほう美び？

「って、アァー！　貴様は昨日の！」

　不意に僕の存在に気づいたラブは大声を上げてこちらを指差す。表情はたちまち不ふ機き嫌げんになり、頬をハムスターみたいにふくらませた。

「な、何だよ？　僕が何かしたのか？」

「何かしたのか、じゃないわよ！　貴様があたくし様々の邪じや魔まをしたせいで、またいちごお姉ちゃんに負けちゃったじゃない！　それにあたくし様々の胸揉もんだし！」

「待て！　誤解を招くようなこと言うな！」

　まだ校庭にも何人か生徒がいるんだから！

「ぶるぶるぶるまー！」

　主人の怒いかりに呼応するようにブルマ怪人がハァハァ言いながら叫ぶ。って、なんか僕のことジッと見てないか？　背筋がぞわぞわするんだけど。

「とにかく！　今日こそ貴様を世界征せい服ふくの礎いしずえにしてやるわ！　覚かく悟ごなさい！」

「ええい、逆さか恨うらみにもほどがある！　ていうか、露ろ出しゆつしたり女の子にブルマはかせたりすることの、どの辺が世界征服に関かかわって来るんだよ!?」

「え……？　えっと、それは、そのぅ……」

　途と端たんに口ごもるラブ。

「おい……まさか、自分でもよく分かってないのか？」

「そ、そんなわけないでしょ！　これは、あれよ。そう、だって、あれでしょ？　みんなブルマはかされたら、あれとか、困るでしょ？　うん、困るのよ。だったら、うん、いいの。人を困らせるのが悪人なんだし、合ってるわ」

　ムキになってラブは反論するが、どうも今思いついたことをテキトーに並べてる臭くさい。

「人にブルマはかせて世界征服できんのか？」

「で、できるもん！　ホントよ。できるんだから！　お父さんがこうやってたんだから、あたくし様々にだってできるに決まってるの！」

「お父さん……？」

　気になる単語が出てきたが、追求している時間はなさそうだ。

「もう、どうやるかなんてあたくし様々の勝手でしょ！　ブルマ怪人、あいつにもブルマはかせちゃえ！」

「待てコラ！　だから僕は男だって言ってんだろ！」

「似たようなものよ！」

「似たようなもんとか言うな！」

「ぶるぶるぶるまー！」

「何で怪人までやる気になってんだ！　よく見ろスカートじゃないだろ！　僕は男だ！」

「ぶるぶるぶるまー！」

「あんたくらいかわいくてブルマが似合いそうなら男でもいいそうよ」

「悟りの境地に達したブルマ仙せん人にんかお前は！」

　これ以上怪人に何を言っても無む駄だだ。

　ブルマ怪人がグッと足に力を込める。僕ぼくがどうにか逃げようと身構えた時、

「待ちなさーーーい！」

　空から飛来したブーツがブルマ怪人の顔面を蹴けり飛ばした。

「ぶるまっ！」

　吹ふき飛ぶブルマ怪人を尻しり目めに、蹴りを放った当人は華か麗れいに宙返りして地面に着地する。




「溢あふれ出でるストロベリーセクシャル、ストロベリーパンツァー参上！　おおご……もとい、罪なき生徒がピンチと聞いて屋上から飛んできました！」




　屋上から飛び蹴りかましたのかこの人は……。

　この人、もといストロベリーパンツァーは昨日見た時と同じ格好をしていた。つまり、赤いマントの下にスク水一丁という、大変セクシーな衣装だ。

　怪人。ラブ。ストロベリーパンツァー。

　ああ、また昨日と同じ状じよう況きように巻き込まれてしまった。今年って厄やく年どしだったっけ？

「コラー！　何寝ねてるのよブルマ怪人！　さっさと起き上がりなさい！」

「ぶ、ぶるぶるぶるまー！」

　ブルマ怪人が起き上がり、正義と悪の対決が始まる……が、早さつ速そくストロベリーパンツァーの涙なみ声だごえ。

「なっ、何なんですかこの人ブルマはいてるぅー!?」

　確かに僕だってメタボブルマのおっさんに迫られたら、マジでビビッて失禁だってしてしまうかもしれない。誰だれだって嫌だそんなの。

「イィーヤァー！」

　ストロベリーパンツァーは悲鳴を上げながらブルマ怪人から逃げる。

「ぶるぶるハッハッぶるぶるまー！」

　悲鳴を上げる少女を追い回すのは楽しいのか、ブルマ怪人の顔はほっこり上気して息も荒あらかった。メタボ腹がブルンブルン揺れてる。その手には紺こん色いろのブルマを持っており、彼女にはかせる気満々だ。

「……何だこれ？」

　これって正義対悪の戦いだよね？

　何この緊きん迫ぱく感のなさ。

　傍はた目めには女の子が変態に追われているようにしか見えない。まぁそれはそれで危ない光景だけど、なんか違う。絶対違ちがうよ、これ。

「来た、イチゴパンツァー来た！」

「これで勝つる！」

　いつの間にか戻もどってきた生徒たち（男子のみ）が、昨日の園児たちみたいに歓かん声せいを上げてストロベリーパンツァーを応おう援えんし始める。

「今日も凄すごい揺れてるな」

「ああ、あれ見てるとブラジャーってホント邪じや道どうだと思えてくるよ」

　なんか欲望が見みえ隠れする応援だな……。

　まぁ、確かにあの胸の揺れはヤバいけど。じゃなくて。

　ここで突っ立たってるわけにもいかない。逃げ遅おくれた人を連れて、逃げないと。

　幸いストロベリーパンツァーとブルマ怪人は段々離れていっている。僕は左右の安全を確かめてから、ブルマをはかされて泣いている女の子の所へ走っていった。

「大丈夫？」

「うっ、うっ、このブルマ、湿しめってる……！」

　そりゃ最悪だ。

「ほら、立って。更こう衣い室しつで着き替がえよう」

「うぅ～……更衣室まで手をつないでってくれる？」

「うん。いいよ」

「……ん。分かった」

　女の子はようやく泣きやむと、少しだけ笑顔を見せて手を差し出してきた。僕はその手を掴つかみ、彼女を立たせてあげる。

　よし、じゃぁここを離れようと歩き出そうとした。が、

「そうは問屋が卸おろさないわよ」

　いきなりラブが目の前に現れて行く手を阻はばんだ。本当に何もない所から、いきなりだ。

「マジでテレポートでも使えるのかよ？」

「当然でしょ」

　当然ときたか。

「とにかく、貴様のことは絶対に逃がさないから」

「何でそんなに僕にこだわるんだよ？　見み逃のがしてくれ」

「その顔が気に喰くわないのよ」

　あんまりな理由だ。僕だってこの女顔はたいして好きじゃないのに。

　とりあえず、ラブは僕にこだわっているようなので、手をつないでいた女の子にはこの場から離れてもらう。

「ブルマ怪かい人じん！　こっち来なさい！」

「ぶるぶるぶるまー！」

　ラブが大声を上げると、ブルマ怪人は一目散に――途と中ちゆう、お気楽に観戦していた男どもを容赦なく吹き飛ばしながら――主人の元へ帰ってくる。

「さぁ、こいつにブルマをはかせてやりなさい！　二枚ね！」

「二枚目はどこにはかせる気だよ!?」

「ぶるぶるぶるまー！」

　雄お叫たけびを上げ、ブルマ怪人がどこからともなくブルマを取り出す。

　紺こんの布地からほんのり湯気が出ていた。湯気!?

　物凄くはきたくない！　ていうか触さわるのも嫌だ！

　ブルマを掲かかげて怪人が突とつ進しんしてくる。メタボでも怪人は怪人、速い。避よけきれない！

「させないんだからぁー！」

　そこへ、ストロベリーパンツァーが僕を守るように、ブルマ怪人の前に立ちふさがった。

「ぶるぶるぶるまー！」

　ブルマ怪人の両手が閃ひらめき、驚きよう異い的てきなハンドスピードによってかまいたちが発生する。

　ビリビリビリィー

「＃％ッ☆!?」

　ストロベリーパンツァーのスク水が破けて、僕の目に瑞みず々みずしい柔やわ肌はだが飛び込んできた。

　素敵な曲線を描えがくまあるい桃もも尻じりだ。

　すごいツルンっとしていて、白くて綺麗。その気がなくても凝ぎよう視ししてしまう。

　あれ？　なんだか……このお尻もどこかで見覚えがあるような気が……。

　姉を除けば、僕が生尻を見たことのある女の子なんて、昨日の階段の少女しかいない。

　不意に、点と点がつながって――

「キャアアアアアアアアア！」

　思考は悲鳴によって断たち切きられた。

　気がつけば、ストロベリーパンツァーは上スク水下ブルマという、何かよく分からんがどこかに需じゆ要ようはありそうな格好をさせられていた。

「イヤァ！　なんか湿ってるぅ！」

　ブルマをはかされたストロベリーパンツァーが泣きそうな声で言う。というか、ちょっぴり涙なみだが目め尻じりから溢れていた。

　つーか、ブルマ怪人の攻こう撃げきってブルマはかせるだけかよ！　なんて欲望に忠実なんだ！

「チャンスよ、ブルマ怪人！」

「ぶるぶるぶるまー！」

　ブルマ怪人が再びブルマを振りかぶる。

　今度はかぶせる気か!?

「クゥッ！」

　ストロベリーパンツァーは何とか顔面ブルマを両りよう腕うでで防ぐが、衝しよう撃げきで吹き飛ばされ――僕の方に飛んできた。

「えっ、のわぁー！」

「キャァ！」

　彼女の体が僕にぶつかり、一いつ緒しよにもつれ合いながら地面をゴロゴロ転がる。

　むふぉんっ

　何これ、やわらかい……。

　妙みように肌はだ触ざわりのいい、ほのかに温かい、サラサラとした布地が僕の口を覆おおった。

「ふぉにほれ？」

「イヒンッ！」

　地面に仰あお向むけに倒れている僕の、ちょうど太ももの辺りに吐と息いきがかかった。甘あまい声。ストロベリーパンツァーの声だ。それにこの重み。まさか、これは……。

　パチリと目を開けると、すぐそこに紺色の布地があった。

　どうやら僕とストロベリーパンツァーは、ちょうど頭の位置を上下逆にする形で折り重なっているらしい。しかもピンポイントでブルマが僕の頭の上にあった。

　この体勢ならエッチな雑誌で見たことがある。確か数字の「６」と「９」がつく奴やつだ。

　鼻で息を吸うと、何とも言えぬ甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

　やわらかいのはもちろんだが、おっぱいとはまた違う……そう、感動の質が。別におっぱいを軽かろんじるわけではないが、僕の顔に乗っているのはブルマなのだ。その布地の奥おくには、もちろん全男子憧あこがれの秘密の園がある。

　それが、こんな至近距きよ離りに。しかも、少しだけくちびるが触ふれている。

　だがここで興奮してしまったら、僕はあの変態怪人と同類になってしまう。我慢だ。とにかく我慢だ。力を込めて、とにかく「そこ」が興奮しないようになだめた。素数を数えて頑がん張ばった。けど、やわらかいおっぱいがちょうど「その」上で、むにょん、と潰れていて、今にも理性が崩ほう壊かいしそうだった。

「もっ……嫌いや、また、大小森くんに、見られ……恥はず……」

　僕の上でストロベリーパンツァーがブツブツと呟いている。

「もうっイヤァー！」

「わっぷ！」

　突然ストロベリーパンツァーが体を起こした。

　その反動で彼女の全体重がブルマと一緒に僕の顔にめり込む。

　鼻が、どこかのくぼみに引っかかった。

　その瞬しゆん間かん、彼女の臨界点を超こえたようだ。

「イィィィィィィヤァァアアアアアアア！」

　桃もも色いろの光が、彼女の胸の先せん端たんから炸さく裂れつした。

「ぶるぶるぶるまー！」

　ブルマ怪人の悲鳴と爆ばく発はつ音おん。

　僕の視界はブルマにふさがれて見えなかったが、どうやら昨日と同じビームがブルマ怪人に直ちよく撃げきして倒したらしい。

「もう！　またやられたー！　次こそは絶対ぜぇ～ったい負けないんだから！」

　ラブの捨てぜりふが聞こえ、その気配が消える。

　しかし、悪の怪人を倒しても、ストロベリーパンツァーは勝かち鬨どきを上げなかった。

「うっ、うっ、うぅぅぅ……！」

　恥ずかしさのあまり泣いているらしい。

　何と声をかけたらいいか分からない……とはいえ、少女のお尻の下敷きになっているこの体勢はいささかまずい。公然わいせつ罪で訴うつたえられたら負けるレベルだ。

「あふぉ～どふぃてくれまふ？」

「えっ！　ヒンッ!?」

　ブルマの下でもごもご喋ると、ストロベリーパンツァーはピョンッとお尻を浮うかせて飛びのいた。今の今まで僕のことを忘れていたらしく、ただでさえ赤い顔がさらに赤くなる。

「あ、悪は去りました！　そ、それじゃぁ、さよなら！」

　彼かの女じよはマントで全身を隠かくすようにして立ち上がると、若じやつ干かん早口にまくし立て、即そく座ざに反転して走り出した。オリンピック選手も置いてけぼりにするようなスピードだ。

「ちょっ、待っ！」

　慌あわてて僕も立ち上がり、あとを追う。

　遠くからパトカーのサイレンが聞こえてきた。元に戻った怪人を逮たい捕ほしにきたのだろう。そんなことはどうでもいい。彼女を追わないと！

　追う理由は、さっきから頭の片かた隅すみに引っかかっている疑問のせいだ。

　昨日のイチゴパンツのノーパン少女のお尻。

　いちごちゃんのおっぱい。

　ストロベリーパンツァーの胸とお尻。

　さらにラブの言う『いちごお姉ちゃん』という名前。

　それらの糸と糸が絡からまり、頭のしわの隙すき間まにねじ込まれて、どうにも離はなれない。そんなバカな、と思いつつ、この足も止まらない。

　昇しよう降こう口ぐちの脇わきを駆かけ抜ぬけようとして――そこでふと誰かの舌打ちが聞こえた。

「チッ、出で遅おくれたわ」

「？」

　一いつ瞬しゆん、足を止める。声が聞こえた昇降口の方を見ると、チラリと赤い袴はかまが見えた。巫み女こ服？　何で学校に巫女服？

　当然の疑問が頭に湧わくが、目的のストロベリーパンツァーはもう見えなくなっている。疑問は捨て置き、慌ててダッシュを再開した。

　ストロベリーパンツァーはとんでもなく速いが、砂すな埃ぼこりとか彼女とすれ違ったらしい人の驚おどろきの声とか、目印になる物はたくさんあった。それらを必死にたぐり、追いかける。

　とはいえ、僕はまだこの町に来て二日目。

　当然、道もほとんど知らない。普通なら彼女のことなんてすぐに見失っていただろう。

　ところが、運よく彼女は僕の知っている道ばかりを選んで進んでいた……ん？

　はたと気づく。

　ストロベリーパンツァーが走っているのは、今朝僕が歩いてきた通学路と同じだった。





♥






　ストロベリーパンツァーの痕こん跡せきを追っていくと、見覚えのある建物へと辿たどり着ついた。

　いや、見覚えがあるというか……。

「……爺じいちゃん家ちじゃん」

　あるいは昨日引越してきたばかりの僕ん家とも言う。

『なぜ？』と思うが、答えてくれる人は無論いない。

　それにボケっとしていても仕方がない。

　僕は玄げん関かんを開け、何となく足音を殺して廊ろう下かを歩く。パパッと見回っても彼女はいなかったので居間へ行くと、爺ちゃんが茶を飲んでいた。

「学校が終わるにはまだ少し早い気がするが、早退してきたのか？」

「あー……スク水を着た、いや、今はブルマはいてるけど……そんな感じの正義の味方を追いかけてきたらウチに着いた、って言ったら信じてくれる？」

「そうか。大変じゃったな」

「信じた!?」

　いや、まぁいい。それはひとまずあと回しだ。

「爺ちゃんはその子のこと、何か知ってるの？」

「うむ……」

　湯飲みをちゃぶ台に置き、爺ちゃんはスクッと立ち上がる。

「ついてこい」

　妙にもったいぶったことを言って、爺ちゃんは居間を出ていく。

「ま、待ってよ」

　急いで僕も廊下に出るが、爺ちゃんは歩くのが速いらしく、浅あさ葱ぎ色いろの着流しの裾はもう廊下の角に消えるところだった。

「爺じいっ……？」

　ようやく僕が廊下の角を曲がった時、そこに着流しの老人の姿はなかった。

　消えた？

　いや、よく考えると僕がここへ引ひつ越こしてきたのは昨日だ。まだ僕はこの家の間取りすら把は握あくしていない。たぶん奥に爺ちゃんの部屋があるんだろう。

　そう思って奥へ進むと、案の定爺ちゃんの部屋があった。

「待っててくれてもいいのになぁ……」

　にしてもあんな荒こう唐とう無む稽けいな話をしたのに爺ちゃんの反応はわりと普通だった。

　もしかしたら何か知っているのかもしれない。

『いちごお姉ちゃん』と『イチゴパンツ』と『おっぱい』――複数の共通点が示す答えを。

　このドアを開けたら、あるいはとんでもないことに巻き込まれるのかもしれない……。

　それでも僕はドアを開けようとした。

　しかし、結局開けることができなかった。

「えっ、なっ！　うっ、うわぁあああああああああ」

　ドアノブに手をかけた瞬間、廊下に落とし穴が開いたからだ。

　気がついた時にはもう深い深い縦穴を垂直に落下していた。僕の悲鳴が反はん響きようする穴は徐じよ々じよに傾けい斜しやがついて滑すべり台だいのようになり、段々と水平に近づいていく。

　そして、突とつ然ぜん暗くら闇やみが終わり、僕は真っ白な光の中へ投げ出だされた。

「痛たたたっ」

　硬かたい床ゆかで強打したお尻を押おさえる。ちょい涙目。

　……段々と光に目が慣れてきた。

「何だ、ここ？」

　辿り着いた地の底は、不思議な研究所ラボだった。

　天てん井じようは低く、蛍けい光こう灯とうの薄うす暗ぐらい光だけが光源だ。アルミの大きな机が三つあり、その上にはよく分からない薬品やら紙束やら機械が散乱していた。床の上には大小様々なケーブルがのたくり、壁かべもよく分からないメカで埋うめ尽つくされ、時々低い音を立てたり、赤や黄色に明めい滅めつしたりしている。仮か眠みん用なのか、ベッドもあった。

「よくぞ来た我わが孫よ！」

　恫どう喝かつにも似た叫びが部屋中に響ひびき渡わたる。

　振り返れば、そこには白衣に身を包つつんだ爺ちゃんがいた。

「じ、爺ちゃん。ここは」

「ここは人類に残された正義の砦とりで！」

「爺ちゃん？」

「我らは日夜、悪と戦っている！」

　ついに脳のヒューズが飛んだ？

　僕の心配をよそに爺ちゃんの演説は続く。

「この町は今未み曾ぞ有うの危機に直面している」

「待った待った！　わけが分かんないから！　この部屋もだけど、未曾有の危機とかストロベリーパンツァーとか、いったいこの町はどうなってるんだよ？」

「うるさいぞ孫よ。爺ちゃんの話も静かに聞けんのか？」

「聞けん！」

　これ以上つき合ってられるか！

　爺ちゃんは小さくうなり、仕方ないとばかりに首を横に振った。

「ならば説明はすっ飛ばしてまずは対面してもらおう。お前の仲間と！」

　白衣をバサッと払はらって爺ちゃんが右手の壁を指す。すると、変なケーブルと機械が縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた壁が、ウィーンと音を立てて天井に消えていった。

　そして、現れたのは――




「「え？」」




　――服を脱ぬいでほぼ全ぜん裸らに近いいちごちゃんの姿だった。

「キッ、キャアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「うむ、いちごくん。まだ着替えていなかったのかね？」

「だ、だってあとで紹しよう介かいするから先に着替えろって、博士が言ったんじゃないですか～」

「そうだったかのう？　すまんすまん」

　まったく悪びれた様子のないジジイ。顔を真っ赤にしているいちごちゃん。

　裸はだかで立つ彼女を守るのは、その手に持ったＹシャツ一枚きり。その頼たよりない布面積ではとても全身は隠せない。ムチッとしたふとももや抱だくと砕くだけそうな肩かたが丸見えで、こんもりと盛り上がる胸部は、白い布が透すけて頂上の突とつ起きが見えそ……。

「キッ、イヤアアアアアアアア！　大小森くん見ないで！」

「えっ！　ああ、うん、ごめん！」

　思わずガン見していたのを咎とがめられ、慌てて後ろを振り向むくがもう遅おそい。たわわに実った横乳やちょっとやわらかそうなわき腹、ふともものつけ根ギリギリのラインまでバッチリ目に焼きついている。

「こっ、こっち見ないでくださいね」

「う、うん！」

「うむ。正樹も後ろを向いたことだし、早く着替えたまえいちごくん」

「はっ博士もです！」

「ジジイ！　なに堂々と見てんだコラッ！」

「ぬぐはっ！」

　変態ジジイをどつき倒し、改めて僕が後ろを向くと、背後から衣きぬ擦ずれの音がし始める。

「……ゴクリ」

　正直言う。見たい。というか見たくないって言える奴がいたら出てこい。横よこつ面つらを引っ叩ぱたいて正気に戻してやる。

　これは男の本能だ。理性ではない男の悲しい反射行動。だからきっと仕方ない！　あとでいくらでも悔くい改あらためるから今だけは見逃してくれ！

　肩かた越ごしにチラリと背後を振ふり返かえる。

「ぅんしょ」

「ブッ!?」

　何で先にＹシャツから着てるのいちごちゃん！

　彼女はそのかわいいお尻をこっちに突つき出し、今まさにイチゴパンツをはこうとしているところだった。女の子の大事な所が、見えっ……。

　ぷるるんっと桃色の双そう丘きゆうが波打って、イチゴ畑がその下半身に咲さき誇る。

　正気を失うかと思った。

　寿じゆ命みようがマッハで縮まりそうだったので、今度こそおとなしく後ろを向いて彼女が着き替がえ終わるのを待つことにした。

「……ていうか、これ、何が、どうなって、どういうことなの？」







第三話　気になるあの娘こは今日から恋こい人びと？







　爺ちゃん家の地下室（？）で、なぜか僕は正座させられていた。隣となりには椅い子すに座すわったいちごちゃん。正面には腕うでを組んで偉えらそうにしている爺ちゃん。何この状況？

「それで……どういうことなのか説明してくれるのか？」

「うむ。できるだけ順を追って説明しよう。いちごくん」

「はい」

「パンツを脱ぎなさい」

「えぇえ!?」

「……」

　僕は無言で立ち上がり、スリッパで祖父のハゲ頭を思いっきり叩たたいた。

「痛い！　何をするのじゃ！」

「ツッコミを入れたんだ」

「なんて孫じゃ」

「僕は段々祖父と思えなくなってきたよ」

　とりあえずセクハラジジイからいちごちゃんを守る位置に立ち、話の続きを促うながした。

　コホンッと咳せき払ばらいをして、爺ちゃんは改めて口を開く。

「変身してもらった方が説得力があると思ったんじゃが……まず、お前の言う正義の味方、ストロベリーパンツァーの正体は晴はれ家いえいちごくんじゃ」

「……！」

　予想はしていたが、やはり実際にそうだと言われると少なからず驚いた。

「ホントなの？」

「……はい」

　本人にも確かく認にんを取ると、彼女は遠えん慮りよがちに頷うなずく。

　何でいちごちゃんみたいな読書好きの、どちらかと言えば内気そうな女の子が、怪人と戦っているんだ……しかもスク水で？　……ハッ！　まさか！

「爺ちゃん……まさかと思うけど爺ちゃんの変態趣しゆ味みにいちごちゃんをつき合わせてるんじゃないだろうナァンゴルァ？」

　語ご尾びはほとんどヤクザ口調になった。

「落ち着け、爺ちゃんの首を絞しめるんじゃない。それから趣味ではない、これを見よ」

　口くちの端はしからあぶくを出しながら、爺ちゃんは壁のボタンを押す。

　途と端たんに地下室の照明が落ちて暗くなり、部屋の壁がスライドしてモニターになってボワァンと白く光り出した。そこに丸くて繊せん毛もうの生えた奇き妙みような物が映し出される。

「何あれ？　ちぢれたタワシ？」

「これがオオゴモリー第三欲促そく進しんウイルス――通つう称しようＯウイルスじゃ。儂わしが発見した」

　ウイルス。言われてみれば、そんな風にも見える。

「で？」

「少しは興味を持て。これが最も重要なのじゃ。いいか、このウイルスはその名の通り、哺ほ乳にゆう類るいの第三欲――つまり性欲を増ぞう幅ふくさせる」

　は？

「よりにもよって性欲かよ！」

「うむ。性欲じゃ」

「そんな真顔で頷かれても……てか、そんなウイルス、ニュースとかでも聞いたことないんだけど」

「そうじゃろう。このＯウイルスは桃もも園ぞの市し内にのみ存在するウイルスなのじゃ」

「そんなことってあるの？」

「まぁ待て。順を追って話そう。Ｏウイルスは人に感かん染せんするとまず人体に潜せん伏ぷくする。これを『第一段階』と言う。潜伏したＯウイルスはゆっくりと人のホルモンを変化させていき……やがて『第二段階』へ達すると」

　モニターの映像が変わる。

　ブルマ怪人にスク水を破られたストロベリーパンツァーが映し出された。

「キャァッ！」

　隣でいちごちゃんが悲鳴を上げる。

　僕も頬ほおが赤くなるのを感じつつ、爺ちゃんに尋たずねる。

「これ、さっきの学校じゃん。どうやって撮とったんだよ？」

「この桃園市の通信システムと映像は全すべて儂が掌しよう握あくしておる」

「ヘタしたら、ていうかヘタしなくてもモロ犯罪だろそれ！」

　叫さけぶ僕を無視し、爺ちゃんは話を進める。

「Ｏウイルスが『第二段階』へと進行した場合、『男』は理性を失い変態性欲に忠実な『怪人』となる。ただし『女』であれば正気は失わない」

「どうしてそんな違ちがいがあるのさ？」

「男性ホルモンと女性ホルモンの違いだと思われるが、ハッキリとしたことは分からん。ただ単に男は『エロ』に弱く、Ｏウイルスによって性欲を増進されると簡単に理性を失ってしまう……というだけのことかもしれん」

　ヤな推論だな。

「逆に女は『エロ』に強い」

「……私そんなエッチじゃありません」

　隣でいちごちゃんは頬を赤らめて小さく呟いていた。

「さて、どこまで話したか……そうそう、Ｏウイルスがイジるのは性欲だけではない。身体能力の向上、驚異的な生命力の獲かく得とくなどもある。つまり一度怪かい人じん化した者を止められるのは、Ｏウイルス『第二段階』へ達した『女性』のみということじゃ」

「それってつまり……」

　チラリといちごちゃんを見ると、彼女はコクッと頷いた。

「儂は彼女らのことを〝セイギのミカタ〟と呼んでおる！　彼女たちは日夜怪人と戦い、人類の平和を守っておるのじゃ！」

「ちょ、ちょっと待てよ。怪人が危ない変態ってのは分かったけど、そういうのは警察の仕事だろ。いくら強いからって女の子にそんなこと……」

「ぶわぁかもん！　正まさ樹き！　お前はウイルスの怖こわさを何も分かっておらん！」

　ハゲ頭をギラリと光らせて爺ちゃんは怒ど鳴なる。

「ウイルスとは常に進化する。風か邪ぜとかがいつまで経たっても根絶されんのと同じじゃ。もしッ！　怪人を野放しにしてウイルスがさらに進化し、『第三段階』に達したら……」

　なぜかもったいぶるジジイ。

「……達したら？」

　なんだか乗せられてるみたいで癪しやくだったが、思わずツバを飲み込んで訊きいてしまった。

　そして、ジジイは拳こぶしをグッと握にぎり、高らかに宣言する。




「人類が全て変態化してしまうかもしれん！」




「なっなんだってーっ！」

　人類総変態。

　それは確かに人類存亡の危機だ！　人類が全て変態になんかなったら地球が滅ほろびるのは間ま違ちがいない。ていうか滅びてくれなきゃ嫌だ、そんな人類。

「おそらく桃園市の市民十数万人の半分以上がＯウイルスに感染しておる」

　深刻な顔で爺ちゃんは言う。実際深刻だった。

「おいおい、それじゃぁみんな怪人になっちゃうんじゃ？」

「ウイルスには潜せん伏ぷく期きというものがあり、発はつ症しようには個人差がある。かの有名なエイズウイルスも潜伏期が二十年以上続いたケースや、死ぬまで発症しなかったケースが確認されておる。だがしかし、常にこの町は怪人の危険にさらされていると言えるじゃろう」

「……そういや、何でＯウイルスは桃園市にしかないの？　それにいつも怪人と一緒にいる、あのラブって子は何なんだよ？」

「ふむ、実はＯウイルスはラブくんの父、ハルマゲドン星人が外宇宙から持ち込んだ物なのじゃ」

　今度は宇宙人か。もう何が来てもあんま驚かないぞ……ウソだ、正直言うと、もうこれ以上は何も来ないで欲ほしい。頼たのむから。

「ハルマゲドン星人は地球を征せい服ふくするためにこの星へ襲しゆう来らいし、秘密結社アポカリタンを組織して人類の支配に乗り出した」

「それで何で性欲を増幅させるウイルスなんか持ち込んだんだよ？」

「人を支配するには欲望を操あやつり、それを叶かなえてやるのが一番じゃろ？」

　微び妙みように納なつ得とくできてしまうから嫌だ。

「十年前、儂は当時のセイギのミカタとともに一度はアポカリタンを壊かい滅めつさせた。じゃが、父親の遺志を継ついだラブくんが、最近になって再びアポカリタンを復活させたのじゃ」

「なんだ、いちごちゃん以外にも正義の味方っていたんだ」

「去年の今いま頃ごろに寿ことぶき退職したがのう」

「そんな理由で辞やめられるんだ、正義の味方って」

　できれば今の話を録音したテープを医者に聴かせて、爺ちゃんを窓のない病院に入院させたい。だがしかし、残念ながらこの突とつ飛ぴな話が真実であることを僕は知ってしまっている。

　おまけにそれにはいちごちゃんが関係しているのだ。

　爺ちゃんはともかく、彼女のことは放っておけない。

　とはいえまだ分からないことがあるわけで。

「爺ちゃんは彼女の何なのさ？　この部屋もそうだし、爺ちゃんはいったい何をやってるんだよ」

「博士は、私たちのための変身アイテムや武器を作ってくれてるんです」

　僕の問いに横から答えたのはいちごちゃんだった。

「変身アイテムって？」

「それは……その、アレです」

「アレって……」

　記き憶おくをたぐるが、僕は彼女の変身シーンなど見ていない……あっ！

　昨日の駅ビルでのことを思い出す。

　正確には、あの時見かけたノーパン少女のことを。

　あれがいちごちゃんだったとすると――正義の味方が現れる直前、彼女は確かパンツを脱いで、それを顔にかぶろうと……。

「ま、まさか……パンツ？」

「ち、違いますよ!?　あ、いえ、パンツで合ってるんですけど！　別にアレは私の趣味とかそういうのじゃなくて、博士の発明品の仕様で……！」

　真っ赤になって弁解するいちごちゃん。

　てか、おいおいちょっと待て。

「てことは、ジジイ！　お前がいちごちゃんにあんな変態プレイをさせたのかぁー！」

「何を言う？　別に顔面にパンツをかぶって出てくるわけでもあるまい。パンツは量子分解されて、ヒーローコスチュームに変わるのじゃから。おまけに常に肌はだ身み離はなさず身につけておけて怪あやしまれず、且かつ緊きん急きゆう時には素す早ばやく装着できる。理想的な変身アイテムじゃろ」

「黙だまれこの変態ジジイ！」

「ゴブゥ!!　な、何をすへぶらっ!?」

「ドメドメドメドメドメドメドメドメドメドメドメ」

　僕の怒いかりのラッシュが変態ジジイの全身をめった打ちにする。

「ドメドメドメスティックバイオレーンス！」

「カピパラッ!?」

　トドメのアッパーカットで憐あわれな祖父は天の星に……なる前に天井にぶち当たって床に落ちた。星ほし屑くずにはなれなかったが、ゴミ屑くず程度にならなれただろう。

「グ、グフッ……待て、正樹。あのパンツには、ちゃんとした理由があるのじゃ」

「何だ生きてたのか？　くだらない理由だったら、肉親の情とかもなくなるからな」

「儂もう瀕ひん死しなんじゃが……」

「よかったね。僕に情けをかける理性が残ってて」

　次もあるとは保証しないけど。

「そ、そこのデータを見よ」

　爺ちゃんはプルプルと震ふるえる手で何かのリモコンを操作した。すると壁に映っていた映像が切り替かわり、よく分からない数値が記録されたグラフが現れる。

「そのグラフの右側が普ふ通つうの衣類を着用時の腕わん力りよく・脚きやく力・瞬しゆん発ぱつ力・耐たい久きゆう力・肺活量・第六感のデータ。左側がセイギのミカタコスチューム着用時のデータじゃ」

「コスチュームってスク水だろ」

　いちおうそのデータとやらを見てみると、結果は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　左側のグラフの方が圧あつ倒とう的てきに大きな数値を叩き出している。

「セイギのミカタもＯウイルスから生まれた戦士である以上、その力の根本は『エロス』にある。強力な怪人たちを倒たおすためには、エロい格好をしてエロい行こう為いをして戦わなければならんのじゃ！」

「なっ、何じゃそりゃぁー!!」

　アホだ！　アホすぎるだろそれは！

　戦うためには『エロ』くなくちゃいけない？　だからパンツで変身？　だからスク水？　バカの発想だろ！

「バカではない！　『性』なる『技わざ』で悪を倒す、ゆえに『性技の味方』じゃ！」

「誤字だろそれ！」

　いや、誤字じゃないのか……余計に　最悪だ！

　ていうか、つーか……あー誰だれか僕に落ち着く時間をくれ。

「さて、正樹よ。儂は昨日お前にヒーローにならんかと尋ねたな？」

「あ、ああー」

　必死に考えないようにしてた話を思い出させないでってば……。

「でも待った。セイギのミカタって、確か女の人しかなれないんだろ？」

「うむ。それも今から説明しよう」

「嫌ダァー！　聞きたくない聞きたくない」

　イヤイヤと頭を振って耳をふさいだ。

　そんな僕の様子を見てか、爺ちゃんはため息をひとつつく。

「そうじゃな。いきなりは難しいか」

「……うん」

「だがお前はいずれ決断せねばならん。そういう運命なのじゃ」

「……？」

　運命ってどういう運命なんだ？　パンツを顔にかぶる運命？

「だから正樹よ。まずはセイギのミカタ〝見習い〟として、ひとつ手伝いをして欲しいことがある」

　爺ちゃんはおもむろにいちごちゃんに近づくと、彼女の肩をポンッと叩いた。

「お前は今日からこのいちごくんの恋人になるのじゃ」

　もう何度目か分からないフリーズ。

「「え…………えぇええぇええぇぇええぇ!?」」





♥






　そして、翌日の学校。

「ねぇ、大おお小ご森もりくん。被ひ服ふく部に入らない？」

「何で？」

「いーじゃん。一緒にかわいい洋服とか作ろうよ」

「そうそう。で、自分で作った服着てイベントとか行こうよ」

　クラスメートの女の子ふたりは話しながらさっきからキャーキャー言っている。右のポニーテールの娘こなど興奮しっぱなしだ。

　こういう場合女子と話しているからって調子に乗ってはいけない。

　過去に苦い経験のある僕ぼくは慎しん重ちように話を進めた。

「念のため聞くけど、何のイベント？」

「コミケ」

「大小森くんなら絶対女装似合うよ！」

　転校二日目のクラスメートをコミケに誘さそうとは豪ごう気きな。しかも女装前提かよ。

「いや、僕はそういう趣味は、ちょっと……」

　言葉を濁にごして、しつこい女の子たちの誘いをどうにか断る。

「そう、残念。また今度ね」

「あ、えーと」

　できれば今度も遠慮したいんだけど。

「……チッ」

　あと長なが田たくん、何で舌打ちしたの？

　はぁ、それにしても僕はどうしていつもこの手の趣味の人に狙ねらわれるんだろう。姉さんにいたっては完全に僕をもてあそんでたし。

「……うぅぅ」

　思い出したら涙なみだ出てきた。

　何で高校生になっても身長が伸のびないんだ。顔は童顔というか女の子っぽいし、ノド仏も注意しないと見えないほど小さいし、そういえば声変わりもあんまりした覚えが……。

　いやいや、つーか今はそんなことよりもっと重大な問題があるだろ。

　昨日から――正確にはおとといから――巻き込まれた一連の出来事はすっかり僕の頭をぐしゃぐしゃにしていて、授業にも全然身が入らずどうしようもない状態だった。

　未知のウイルスによって生まれる変態怪人たち。

　それと戦うセイギのミカタ。

　おまけに爺ちゃんがセイギのミカタを助ける変態博士をやっていて、僕にもセイギのミカタになって戦えときたもんだ。

　それに、何より、そのセイギのミカタの正体が、

「大小森くん？」

「へ？　……うわわ！」

　ちょうど思おもい浮かべていた女の子の顔が突とつ然ぜん目の前に現れて、椅子ごとひっくり返りそうになる。カッコ悪。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ハハハ、何とか。そそっそれで？　何か用事？」

　誤ご魔ま化かし笑いを浮かべるが、彼女は微妙に視線を逸そらしていた。手を背中に回して、何やらモジモジしている。

「うん……あの、大小森くんお昼はどうするんですか？」

「お昼？　って、もう昼休み？」

　いつの間に午前の授業が終わったんだ？　クラスメートはもうみんなだいたい弁当か購こう買ばいのパンを食べ始めており、中にはもう食べ終わっている者もいる。

「うわぁ、気づかなかった。パンまだ売ってるかなぁ」

「あっ、じゃぁお弁当じゃないんですね」

「そうだけど？」

「な、ならっ」

　彼女はさっきからずっと後ろ手に隠していた物をサッと差し出した。

　出てきたのは、お弁当箱がふたつ。

「大小森くんの分も作ってきたから、お、屋上で一緒に食べませんか？」

「えっ、えぇええぇぇ!?」

　僕が驚きよう愕がくするのと同時に、教室の向こうで長田くんが机を強く叩いた。これはスルー。

「どどどうしてわざわざ僕なんかのためにお弁当なんか？」

「それは、博士が、その、私たち……びとになれって」

「え？」

「だからっ、私たちっ、恋人になるんでしょっ」

「ういいいいいいいいいいい!?」

　ノドの奥おくから奇き声せいが飛び出た。

　いちごちゃんの大声はクラスに残っていた全員に聞こえたらしく、物もの凄すごい量の視線――特に長田くんの視線の圧力がすごい――が僕らに浴びせかけられている。

　ここにいてはまずいと本能的に感じ取り、僕はとっさに彼女の手を取って廊下へ出た。




　昨日あのあと爺ちゃんからされた説明をまとめると、こうだ。

　セイギのミカタのパワーの源はエロスに直結し、それは外見や当人の精神状態に関係する。つまり、セイギのミカタはエロい格好をして、羞しゆう恥ちや興奮を感じれば感じるほどパワーが増すのだ。

　より羞しゆう恥ち心しんを感じるには、『他人』より『知り合い』、『知り合い』より『恋人』に恥はずかしい所を見られた方が効果は高い。

　理り屈くつは分かったが　とりあえず説明し終えたジジイの骨は折っておいた。

　ホント、一日経ってから思い出してみてもメチャクチャな話だ。

　まぁ、そのおかげでいちごちゃんの手作り弁当が食べられるのだから、少しぐらいは爺ちゃんに感謝してもいいかもしれない。帰ったら包帯を替えてやろう。

　萌もえ森もり高こう校こうの屋上は、最近の学校にしては珍めずらしく生徒も入れるようになっていた。

「生きるも死ぬも人の勝手じゃん？」

　というのが理事長の言らしい。

　大丈夫かこの学校と思わなくもないが、自由な校風なんだろう、たぶん。

　そんなわけで僕らは屋上のフェンスに寄りかかるようにして座り、

「「……」」

　固まっていた。

　な……何を話せばいいのか分からない……！

　それは彼女も同じらしく、軽く俯うつむいてお弁当に視線を注ぎ続けていた。頬も若じやつ干かん赤い。

　……ここは男の僕が何とか突とつ破ぱ口こうを開くべきだろう。

「いい天気だね」

「そ、そうですね」

「……」

「……」

　突破口ちっさ！

　アレだね、自分の甲か斐い性しようのなさに涙が出てくるね。

「あっ、あっ、そうだ。お弁当食べましょう、お弁当」

　慌あわててお弁当箱を渡してくれる彼女の行動も、僕への気づかいみたいで余計に胸が痛い。

「えーと……」

　お弁当を受け取りながら、僕は会話の糸口を探さぐった。

　包みを開けると花はな柄がらの小さな弁当箱が現れる。ふたを取ると、鮭さけふりかけのかかったごはん、卵焼き、ほうれん草のおひたし、ミニハンバーグが綺き麗れいに並べられていた。

　超ちようかわいいお弁当に思わず見み惚とれてしまう。

「ど、どうしたの正樹くん？」

「いや、女の子にお弁当作ってもらったのって初めてだから」

「そうなんですか。私も初めて作ったから、上う手まくできてるか分からないですけど」

「じゃぁ、わざわざ僕のために？」

「はい……」

　誰か僕を殴なぐれ。にやけ面が収まらない。

　そろそろこの甘あま酸ずっぱい青春の一ページみたいな雰ふん囲い気きに頭がやられそうだった。彼女の笑え顔がおは麻ま薬やくに似ている。赤らめた頬なんて魂たましいが抜かれそうだ。

　少しマジメな話をしてクールダウンしよう。

「いちごちゃんは、その……なんでセイギのミカタに？」

「え？」

「いや、だって昨日みたいな連中と戦ってるんでしょ？　女の子なんだし、怖いだろうし、やっぱり痛いだろうし」

　実際それはずっと気になっていたことだ。

　確かに爺ちゃんの話は本当だろう。だけど、いくらセイギのミカタでなければ怪かい人じんが倒せないからって、それがなぜいちごちゃんなのか？　とても好戦的な性格とは思えないし。

「そうですね。大小森くんには話してもいいかも」

　そう言うと彼女は制服の内ポケットから生徒手帳を取り出した。

　無言で手て渡わたされたので、ためしに表紙をめくってみると写真が入っていた。

　メガネをかけた中学生くらいの女の子の写真だった。華きや奢しやな体をセーラー服に包み、髪かみを三つ編みにした少し地味めな娘こだ。どことなくいちごちゃんに顔立ちが似ている。

「これ、妹さん？　かわいいね」

「ううん、中学校の頃ころの私」

「へぇーぇぇぇえええっええええええ!?」

　驚おどろきのあまり弁当箱を膝ひざの上から落としそうになった。危ない危ない。

　それにしても、この地味な子がいちごちゃん？

　確かに写真の子はいかにも文学少女っぽくて、本好きのいちごちゃんと一いつ致ちしている部分もあるけどスタイルが違いすぎる。いくらなんでも一年や二年でＡがＥになるなんて……いや。

　ひとつだけ可能性があった。

「もしかして、Ｏウイルスのせい？」

「はい……」

　Ｏウイルスは人のホルモンをイジり、体をエッチに改造する作用がある。

　いちごちゃんは一年前から急に胸がどんどん大きくなり、お尻しりや手足も凄すごくエッチな体になってしまったらしい。

「そのせいで……ハ、『ハレンチ』なんてあだ名もつけられちゃって」

「うわ……」

　苗みよう字じの『晴家』をもじって『ハレンチ』。ヒデエ。だから苗字で呼ばれたくないのか。

　急激な体の変化と、それに伴ともなう周囲の反応。女子の妬ねたみやら男子のエロい視線とかで散々な目に遭あい、友達も減ってしまったことを彼女は語った。

「だから、私は元の自分に戻もどりたいんです」

「そのためにセイギのミカタを？」

「はい」

　頷くと同時に彼女の胸がぷにょんと揺ゆれる。

　この胸を平へい坦たんに戻したいとは……事情を知ってもそれを残念に思ってしまうのは、男の悲しいさがだろうか。

「セイギのミカタとして、エッ、エッチパワーを使えば、その分ウイルスの進行を止められるんです」

「どういうこと？」

「博士の作ってくれたヒーローコスチュームに、そういうシステムが搭とう載さいされてるんです。そのままだと体をエ、エッチにしちゃうはずのエネルギーを、セイギのミカタのパワーに変えて消費しちゃう、って言えば分かりやすいですか？」

「そのままだと脂し肪ぼうになるカロリーを、運動でエネルギーに変えて消費する感じ？」

「そう。それに怪人を元に戻す必ひつ殺さつ技わざも、同じ種類のパワー同士をぶつけあって相そう殺さいするというのが基本原理なんです」

「てことは戦わないと逆にどんどん体がエッチになっちゃうのか……」

「はい」

「ふーん……ていうか、爺ちゃん何気にすごい発明家なんだな。変態だけど」

　彼かの女じよが戦うのにはそんな理由があったのか。

　にしても『エッチ』と言う度に口ごもるいちごちゃんかわいいな。

「さっ、時間なくなっちゃう。お弁当食べましょう」

「そうだね。食べようか」

　エッチな体から元の地味な子に戻るために、エッチな格好して戦わなきゃいけない。恥ずかしがり屋やのいちごちゃんにとって、戦うのも戦わないのも大変だろう。

　できることなら、彼女を助けてあげたい……パンツをかぶるのは嫌いやだけど。

「いただきます」

　もやもやとする頭の中はさておいて、とりあえず今はいちごちゃんが作ってくれたありがたいお弁当をいただくことにした。

　まずはミニハンバーグをパクリ。

「ゴバッ!?」

　複雑奇き抜ばつな激痛が肛こう門もんを襲おそった。

　バカな……！　まだ飲み込んでもいないのに、直腸が痙けい攣れんしているだと……！

「どうしたの大小森くん？」

　同じお弁当を食べているはずのいちごちゃんは平然としている。

「い、いや、『ごはん』って言ったんだよ。次はごはんを食べようと思って」

　彼女を傷つけるわけにはいかない。テキトーに誤魔化しつつ、ふりかけのかかったごはんを口に運ぶ。白米とふりかけなら無難においしいはず……！

「ダマボウッ!?」

　なぜだッ！　今度は膀ぼう胱こうが絶ぜつ叫きようしている。

　水分を取ったわけでもないのになぜ……ミステリーだ。今世紀最大のミステリーだ。

「……？」

　不ふ審しんな動きをくり返す僕をいちごちゃんが怪け訝げんな顔で見ている。

「よ、よーし！　次は『卵焼き』と『ほうれん草』を食べるぞー」

　僕は両足の震えを彼女に見えないように隠かくしながら、半ばやけっぱちになって黄色い悪あく魔まと緑の妖よう怪かいを一いつ緒しよにはしでつまんだ。

　プルプルプルプルと手がこれを口の中へ放ほうり込むのを拒きよ否ひしている。

　本能がこれを今すぐ屋上から捨てよと叫んでいた。

　だがしかし、僕の中の理性が厳おごそかに告げる。

『お前はいちごちゃんを悲しませる気か？』

　……ありがとう理性。

　もう少しで僕は決して犯おかしてはならない罪を犯すところだった。

　脳内で理性が僕に親指を立て、本能が滂ぼう沱だの涙を流しながら敬礼した。

　グッドラック。
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　生きてた。
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「ちょっと、そこの豆シバ」

　六時間目の移動教室のため廊ろう下かを歩いていると、背後から鋭するどい声が飛んできて振り返った。そこにいたのは、両手を腰こしに当てて仁に王おう立ちしている生徒会長だった。

　つーか豆シバって僕のことか？

「そう、そこの豆シバよ。聞こえてるなら、返事くらいしなさい」

　生徒会長――名前は確か、鏑かぶら木ぎりろんだ。なぜ彼女は転校二日目のいたいけな男子生徒をこんなにも冷たく睨にらみつけてるのだろうか？

「あ、あの、生徒会長さん」

「あなたは人間を人間さんと呼ぶの？　私の名前は鏑木りろんよ。特別に『さん』づけで呼ばせてあげるわ」

「えっと、じゃぁ鏑木さん」

「りろんさん」

「り、りろんさんは、な、何か僕に用事でしょうか？」

「当たり前だわ。でなきゃ声なんかかけないもの」

　おっしゃる通りで。つーか目が怖ぇ。背が高いんで、見下されてる気分になる。

「それで、用事というのは？」

「ここで話させる気？　バカなの、さすがオツムも豆シバ並ね」

「誰の脳が犬並だ！　ていうか僕はつぶらな瞳ひとみの子犬じゃない！」

「何？　じゃぁ豆は豆でも豆シヴァだとでも言うの？　破は壊かい神気取り？　豆のクセに心は尊大ね。あと年上には敬語。黙ってついてきなさい」

「……はい」

　とんでもない女だ。しかし雰囲気が姉さんに似ているためか逆らう勇気が湧わかず、ついおとなしく従ってしまう。

　屋上に出た。

　授業直前なので当然誰もおらず、僕とりろん――せめて心の中だけでも呼び捨てを試みる――のふたりだけしかいない。

「あなた、晴家いちごと恋こい人びと同士なのね？」

　単刀直入にいきなり答えづらい質問だな、おい。

「えーと……」

　僕が答えに迷っていると、りろんはさらに口を開く。

「大小森正樹。昨日学校に転校してきたばかり。前の学校の成績は中の中。女の子じみた容姿から女子、時には男子に好かれるも、交際経験なし。性格は奥おく手てな内うち弁べん慶けい。スポーツ全ぜん般ぱんが苦手で、実じつ姉しと気持ち悪いほど仲がよいと近所でも評ば」

「ちょ、ちょ、ちょっと待った！　何で知ってんのそんなこと！」

「調べたのよ。造作もないことだわ」

　あっさりと日本の個人情報保護法が蹂じゆう躙りんされた。

「ハッキリ言って、特とく殊しゆな性せい癖へきでも持ってない限り何の魅み力りよくもない男だわ」

　そして僕の繊せん細さいなプラスチックハートに五万九千のダメージ。再起不能。

「しかし、なぜか晴家いちごはあなたを恋人と宣言した。仮にあなたの内面がマンガの主人公並にカッコよかったとしても、転校二日目でそこまで人の内側に触ふれられるはずがない。ゆえに、あなたたちの交際はおかしいわ」

　りろんは腕を組みながらまっすぐ僕を見ている。

　そこでふと寄せて上げられている胸に気づいた。この女隠かくれ巨乳だ……アホか僕は！

「おそらく、理由がある――たとえばあなたたちの間に『共通の秘密』があるとか」

　どこまで鋭いんだこの女！　伊だ達てに生徒会長やってませんってか。

「そ、そんなの知らないよ！」

「私はセイギのミカタの正体を探っているの」

　僕の苦くるし紛まぎれの言い訳にも耳を貸さず、りろんは無表情に一歩こちらに詰つめ寄よる。

「あんな公然猥わい褻せつ罪ざいを地で行く人間が、この町の平和を守っているなんて冗じよう談だんじゃないのだわ。何としてもその正体を暴あばき、二度と人前で肌はだをさらせないようにしてやるのよ」

　もう一歩、彼女は近づいてくる。身長差のせいで胸が顔に近い！

「晴家いちごのスタイルは今のセイギのミカタと酷こく似じしている。彼女が第一容疑者。かといって尋じん問もんするわけにもいかないから、こうして周囲の言げん質ちを取っているの。さぁ、分かったら話しなさい、話すべきよ、話せ」

　最後は命令口調かよ。

　ついでとばかりに彼女は僕の目と鼻の先にズイッと顔を近づけてくる。ラベンダーの匂においが鼻をくすぐり、わけもなく頬が赤くなる。

「し、知りません。僕は何も、知らないんです」

　我ながらヒドいとぼけ方だが、頭がグルグル回ってこれが精いっぱいだ。

「フーン……」

　案の定、りろんは疑わしそうな目を向けている。

「じゃぁセイギのミカタとあなたは関係ないのね？」

「あ、ありません」

「そう。なら、あなたちょっと私の手伝いをするのだわ」

「手伝い？」

「そうよ。前々から晴家いちごの周辺調査をしたいと思っていたの、ちょうどいいわ」

「そんなっ、待ってくれ。僕はそんなこと」

「でも、彼女を疑われるのは嫌でしょう？　彼かれ氏しなら、ハッキリと疑いを晴らすべきよ」

　とっさに上手い反論が思いつかない。

「晴家いちごの調査に、あなたも協力すること。いいわね？」

　この強ごう引いんなところも姉さんに似てる。姉さんはどちらかと言うと無口だけど、このどうしても逆らえそうにない空気はりろんも同じで……僕には頷うなずく以外の選せん択たく肢しがなかった。
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　なんやかやで、放課後。僕といちごちゃんの家は同じ町内らしいということで、一緒の帰り道を並んで歩いていた。これも恋人になるための地道な一歩だ。

「生徒会長が……？」

「うん。どうしたらいいかな……」

「会長のことは私もよく知りません。成績がよくて家が神社ということぐらいしか……いちおう、あとで博士にも相談しておきましょう」

「そうだね」

　まぁ特に具体案も浮うかばないし、一時保留か。

「ところで明日もお弁当作ってきますけど、おかずとかリクエストありますか？」

「……」

　できればそれも保留したい。一生。

　いったい何をリクエストすれば死なずに済むか、真しん剣けんに考えていると、近所の萌森小学校の前を通りがかる。

　今日はたまたま下校時刻に重なったらしく、正門からたくさんの小学生たちが溢あふれていた。さすがにみんな僕より小さくてなんだか安心する。

「ん？」

　大勢の子供たちの群れの中にふと、金きん髪ぱつのツインテールを見つけた。

　今時脱だつ色しよくしている小学生など珍しくないが、その金色の髪は見るからに純天然、百パーセント地毛だと確信できるほど自然で、美しかった。

　どんな子だろうと、何となく顔を見る。

「……ってぇええええ!?　お、お前はっ！」

「ん？」

　思わず大声を上げてしまった僕に気づき、その金髪の子がこちらを振ふり向むく。

　その顔は知っていた、というか、昨日おとといの二日間で嫌というほど記憶させられた。

「勅て使し河が原わらラブ!!」

「なんだ、貴様か」

　いつものピチピチな服じゃなくて、赤いセーターにチェックのスカートをはいてランドセルを背せ負おっている。どう見ても普通の小学生。

「やっほ～ラブちゃん」

　隣でいちごちゃんは暢のん気きに手なんか振ってるし。

「ちゃんづけで呼ばないで！」

　早さつ速そくラブはいちごちゃんに食ってかかる。その姿は歳とし相応に子供っぽいが、間違いなく悪の秘密結社アポカリタンの総そう帥すいと同一人物だ。

「あれ～いちごお姉ちゃんだ～。久しぶり～」

　ラブの後ろからひょっこりとふたり、彼女の友達らしき女の子も現れた。いちごちゃんに手を振ふり返かえしているショートののんびりした感じの子と、少しノッポでジト目な子だ。

　何となく素す通どおりできる雰囲気でもなかったので、僕らはラブたちのグループに近づき、通行の邪じや魔まにならないように道の端はしに固まった。

「ねぇねぇ、そっちのお姉ちゃんはお名前なんて言うの？」

　早速ショートの子が僕に質問してくる。

「お兄ちゃん。名前は大小森正樹。いちごちゃんと同じ高校生だよ」

「へぇー、正樹お兄ちゃんはラブ様とも知り合いなの～？」
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　ラブ様？　もしかして友達にそう呼ばせてるのか？　なんて小学生だ。

「ええと、まぁ、知り合いというか何というか……」

「知り合いなんかじゃないわ。どっちかって言うとお邪魔虫よ」

「……」

「虫っていうか、ノミよね。ていうか、ミジンコ？　背も小さいし、変態だし」

「…………」

　相手は子供相手は子供相手は子供……でも次に小さいって言ったら容よう赦しやしない。

「変態って、何かされたの？」

「胸揉もまれた」

　ジト目の子の質問に、サラッと答えるラブ。

　ショートの子が悲鳴を上げた。

「エー、お兄ちゃんロリコンなの？」

「ちょっ！」

　偶ぐう然ぜん近くを通りがかった主婦が自転車を止めてこっちを見た。

「違うから！　僕は決して小さい子に欲情するとか、自分より背の低い子にしか劣れつ情じようを催もよおせないとか、そんな特とく殊しゆ性せい癖へきでは断じてない！」

　かなり本気の弁解。

「大小森くんはそんな変態さんじゃないですよ」

　いちごちゃんもやんわりと助け舟ぶねを出してくれた。

「そうだっ。ラブちゃん。これからラブちゃんの家に遊びに行ってもいいかな？」

「「は？」」

　唐とう突とつないちごちゃんの提案に、僕とラブの声がハモッた。

「ほら、ふたりともまだお互たがいのことよく知らないでしょ？　だから、一度ラブちゃんの家に行ってみましょう」

「いや、行ってみましょう、じゃないわよ！　ていうか、ちゃんづけするなー！」

「まぁまぁ、ほらこれあげますから」

　そう言っていちごちゃんがカバンから取り出したのは、イチゴミルクキャンディだった。いちごちゃんにミルク……エロい。じゃなくて。

　さすがに飴あめ玉だま一個で買収ってガキじゃないんだから。

「……（キラキラキラキラ）」

　そういやガキだったね。メチャクチャ目を輝かがやかせちゃって。




　そんなこんなで僕といちごちゃんは勅使河原家にお邪魔していた。

　ちなみに見た目は小さな庭と花か壇だんのある二階建ての一いつ軒けん家やだった。カラスが上空を飛とび交かってる西洋風の城とか、常に雷かみなりが落ちてるような謎なぞのラボとか、そういういかにもな悪の秘密基地的な外観はしていない。

　ラブが部屋にカバンを置いて着き替がえてくるまでの間、僕といちごちゃんはリビングの同じソファに座すわって待っていた。

　そこへ、キッチンからお盆ぼんを持った女の人が現れる。お盆に載のせたオレンジジュースを僕らの前に並べ、向かいのソファに座った。

「ありがとうございます。かごめさん」

「あ、ありがとうございます。いただきます」

　女の人――ラブの母親のかごめさんは頬ほおに手を当て、やわらかく微ほほ笑えむ。

「いちごちゃんも久しぶりに来てくれてありがとうね～。あの子、自分は悪の総帥だから～って、あんまり友達を家に呼ばないから」

　ふんわりとしたロングスカートとピンクのセーターの上に、ウサギのワッペンがついたエプロンをつけ、家庭的な雰囲気の人だ。後うしろ髪がみをひとつにまとめて肩かたからたらしており、よく毛先をくるくるいじっている。

「ラブちゃんは最近ど～お？」

「とっても元気ですよ。いつも楽しそうです」

「そお～、よかったわぁ～」

　かごめさんはそこでふと僕へ視線を向ける。

「それで～正樹くんが新しいセイギのミカタさんなの～？」

「まぁ見習いですけど、いちおう」

　どうもこの人はセイギのミカタのことも、アポカリタンのことも承知済みらしい。

　つまり娘が世界征せい服ふくを企たくらんでるのも知ってて、僕らがそれを止めるために戦ってるのも知ってるんだよな。

「まあまあ～、見習いさんなの～。じゃぁ、これからラブちゃんのことよろしくね～」

「は、はぁ」

　ホントに知ってるんだよな？

　だとしたらこの態度はあり得ないような気が……ほら、もっとこう、なんていうか、敵意とかあってもいいんじゃないか？　そういうのが全然ない。

「あの～勅使河原さんは」

「かごめでいいわよ～」

「は、はい。えっと、かごめさんはラブが悪の総帥なのを知ってるんですよね？」

「ええ」

　いや、そんなうれしそうな笑顔で答えられても……。

「かごめさんはそれでいいと思ってるんですか？」

「う～ん、そうねぇ。確かにもうちょっとかわいい衣装に替えた方がいいかな～って、かごめさんも思うわ～」

「いや、衣装とかの話ではなく」

「正樹くんはエロかわがいいのかしら～」

「個人的には小学生にエロとかいらないと思いますけど……じゃなくてですね！」

　ペースが独特だぞこの人。気づいたら巻き込まれてる。

「ほら、悪の総帥とかって、悪いじゃないですか？」

「悪の総帥ですものね～」

「怪人を使って人を襲うのも悪いことですよね？」

「そうね～」

「そういうこと子供にさせていいんですか？」

「ん～」

　唇くちびるに人差し指を当ててかごめさんは頭をゆっくり左右に揺らす。どうもぽわぽわした動きで思考が読めない。

「たぶんいけないことなんじゃないかしら～」

「ですよね！」

「でも～、ほら、かごめさんって人類の裏切り者だし～」

「？」

「だって、かごめさんは夫――地球を征服に来た宇宙人さんと結けつ婚こんしましたしぃ」

「……」

　軽く絶句。

　そういや爺じいちゃんが、ラブの父親はハルマゲドン星人だとか言ってた気がする。それならかごめさんがその奥さんとなるのは、当たり前か。

「なのでぇ、我わが家やではむしろ悪い子は褒ほめる方針で～」

「いや、あの、ツッコミが追いつかないんですが」

「それにねぇ～、ラブちゃんってお父さんに会ったことがないの」

「え……？」

　不意の言葉に何か言おうとした口がピタリと止まる。

「十年前に夫が死んで、その半月後にラブちゃんが生まれたの。あの人の忘れ形見と思って、すごくすごく大切に育ててきたけど……お父さんがいないのは、あの子にとってやっぱり寂さびしかったと思うわ～」

　相変わらずふわふわとした語り口調だけど、僕は何も口を挟はさめなかった。

　いちごちゃんはというと、この話をすでに知っているのか、少し目を伏ふせて静かに聞き入っている。

「だから、去年ラブちゃんが悪の総帥をやる～って言い始めた時は、かごめさんすごくうれしかったの～。ああ、この子もお父さんのこと愛そうとしてるんだな～って思って」

　確かにラブもお父さんがどうこう～とか言ってたな。

　一度も会えなかった父親を必死に理解しようと――愛そうとして、その遺志を叶かなえようとしているのか、あの子は。

　そんな話を聞かされてしまったらもう何も言えなくなってしまう。

　テキトーな倫りん理り観かんとか常識とか、その辺の物持ってくればあるいは反論なんていくらでもできるのかもしれないけど。

　僕には何も言えない。

　かごめさんの笑顔がとてもやさしいから。

　それに彼女の夫のハルマゲドン星人が死んだのは、たぶん僕の爺ちゃんたちが……。

「あっ、もしかして正樹くん勘かん違ちがいしてるぅ？」

「はい？」

「夫が死んだのはセイギのミカタさんにやられたからじゃないわよ～」

「え？　じゃぁ、何で？」

「食中毒」

　ポカン、としてしまった。

「あの人ダンプに轢ひかれても死なない体だったんだけど、フグの毒でポックリね～うふふ」

　いや、うふふって。

　力が抜ぬけてソファにズルズルと沈しずむ。返してくれ、僕のいたたまれない気持ちとか諸もろ々もろ。

「いちごお姉ちゃん待った～？」

　ちょうど話がひと段落したところで、ラブがリビングに顔を出した。

「僕も待ってたんだけど？」

「貴様はいいのよ」

「何でだよ」

「だって変態だもん」

「いい加減その認にん識しき改めてくれないか？」

　僕はため息をつき、いちごちゃんはラブに笑いかける。

「ラブちゃん。今日は何して遊ぼっか？」

「ヒーローを倒したあとの世界で、いかに悪の帝てい国こくが素す晴ばらしいかを愚ぐ民みんどもに語る総帥ごっこ」

　おいちょっと待て。

「なんなんだその著いちじるしく情操教育に悪そうなおままごとは」

「貴様は裸はだかで縛しばられる雑ざ魚こヒーロー役ね」

「一番ツライ役じゃねーか」

「足の裏なめさせるから」

「何そのマニアックなプレイ」

「こういうのはご褒ほう美びだってネットに書いてあったよ？」

「だが断る。あとネットの情報を鵜う呑のみにするのはやめようね」

　三人で階段を上る。おままごとはラブの部屋でやるようだ。僕はいったい何をされるのか甚はなはだ不安だが、いちごちゃんを縛らせるわけにもいかないし、まぁ仕方ないか……。

　それに今日ぐらいはこの子につき合ってもいい。

　そういう気分だ。





♥






　何で小学生が亀きつ甲こう縛しばりなんて知ってたんだ？　ネット社会の闇やみを見た気分だ。

「って、感じで遊んできたんだけど」

「そうか。勅使河原さんとは古いつき合いじゃから仲よくな」

「軽いなぁ反応が……」

　やっぱり爺ちゃんも勅使河原家の事情は知ってたみたいだ。

　爺ちゃんは鉄製の作業台の上で、何かわけの分からん作業をしている。火花が散るので、僕は部屋の隅すみで椅い子すに座って足をぶらぶらさせていた。

「いいのかなぁ。正義の味方がこんなんで」

「いいんじゃよ。それにのう、ラブくんを自由にさせているのにはちゃんとわけがあるんじゃよ」

「どゆこと？」

「『第三段階』のことはもう話したじゃろ？」

「ああ、なんか怪人を野放しにしておくと、さらに進化しちゃうとかって話だろ？」

「うむ。ラブくんは怪人を『エロメタルキャンディ』という物で餌え付づけし、従わせておるのじゃが、その飴あめにはウイルスの進化を止める効果がある」

「いや、何でエロ？」

「性欲の権ごん化げである怪人を従わせる、つまりはそういうことじゃ」

　どういうことだよ。

「『エロメタルキャンディ』はハルマゲドン星人の血を引く、ラブくんの体液からしか作れん。Ｏウイルスをバラまいたのは彼女の父であり、あの子に罪はない。市民がすでにウイルスに感かん染せんしている以上、怪人はいつでも現れる。『第三段階』の危険性を考えれば、ラブくんはむしろいてくれた方がよいというわけじゃ」

「……なるほど。いちおうそれなりの理由もあるってわけか」

　つーか今体液がどうこう言ってたけど、深く考えたら負けな気がする。

「それにあんな幼子がエロい格好してきてくれるというのに、誰が好きこのんで通報などすると思う？　桃園市の人間はその辺のロマンをちゃんと分かっておるよ」

「前言撤てつ回かい。今すぐ家に帰りたくなってきたよ」

　まったくなんて町なんだ桃園市。ジジイもそうだが、市民もヒドい。

「つーかエロい格好ってので思い出したけど……いちごちゃんのヒーロースーツ、もうちょっとどうにかなんないの？」

「どうにかとは？」

　爺ちゃんは手を止め、こちらを振り返る。

「要はスク水とかじゃなくて、もう少し恥ずかしくない格好をさせてあげてってこと」

「しかし恥ずかしい格好になってもらわんとパワーが出んのじゃが」

「にしたってもっとこう、あるだろ？　常識の範はん囲い内ないというかさぁ」

「うぅむ、儂わしはスク水が好きなんじゃが」

「そこはやっぱジジイの趣しゆ味みか！」

　危あやうくパイプ椅子でドタマをかち割ってやりそうになったが、今はお願いしてる立場なのでここは自重しておく。

「それなら正樹は何かリクエストがあるのかのう？」

「へ？　えっと……」

　改めて問い返されると、実は僕自身あんまり案がないことに気づいた。

　セイギのミカタ的にエロスは必ひつ須す。かつ世間の目から見てギリギリ許容範はん囲いな衣装……う～ん、僕もたいしてファッションに詳くわしいわけではないしなぁ。

「なんじゃ、正樹も別に考えがあるわけではないのか」

「んナ！」

　カチン、と来た。

「だったらミニスカでどうだ！　丈たけは……まぁ、セイギのミカタ的にアレじゃなきゃダメかもしれないけど、スカートあるなしじゃだいぶ違ちがうだろ？」

「スカートのう……むむ！」

　爺ちゃんは不意にピカッとハゲ頭を光らせた。

「なるほど。そうか！　さすがは儂の孫じゃ！　スカートな、その手があったか！」

　急に爺ちゃんのテンションが上がった。ミニスカとか勢いで言っただけなんだけど。

「孫に教えられたわい。歳は取りたくない物じゃな、ヒーロースーツの発想も貧困になるわい。いちごくんにスカートか。ありじゃのう。うほほほほ」

　爺ちゃんは興奮した様子で再び作業台に向かい、猛もう然ぜんと火花を散らし始めた。

　よしっ、これでセイギのミカタのコスチュームはスカートになりそうだ。

　いちごちゃん喜んでくれるかなぁ。





♥






　それから五日は何事もなく平和に過ぎた。

　怪人も別に毎日現れるわけではないので、こうしてインターバルが開くことも珍めずらしくないらしい。その間、僕はいちごちゃんとぎくしゃくと交際を続け、毎日弁当で生死を彷徨さまよい、たまに生徒会長にさらわれて近きん況きようを報告させられた。

　そんなこんなの今日きようこの頃ごろ。昼休みの屋上。

「ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつ様さまです」

　今日の里さと芋いもの煮にっ転ころがしは食べたら石せつ鹸けんを丸まる呑のみにしたような味がした。僕の胃い袋ぶくろもだいぶ頑がん丈じようになった気がする。

　お腹なかもいっぱいになり、春の暖かな陽気が眠ねむ気けを誘さそうそんな時――ビイィイィィィィィィンビイィイィィィィンと、耳みみ障ざわりな怪かい音おんがうららかな空気をブチ壊こわした。

「なっ、何事!?」

　突然のことに驚く僕の横で、いちごちゃんは手持ちのカバンから薄うすい板のような物を取り出した。スイッチを押おすと、その金属板からビュンッと半はん透とう明めいな映像が宙に浮き出でる。

　映っていたのはハゲジジイ……要するに、僕の爺ちゃんだった。

『いちごくん。萌森小学校に怪人が現れた。至急向かってくれ』

「分かりました」

『頼たのんだぞ』

　会話は要点だけを伝えられ、爺ちゃんの姿はすぐに消えた。

「通信機なんかあるんだ」

「はい。博士の発明です」

「でも連れん絡らくならケータイ電話でいいんじゃない？」

「『この方がヒーローっぽい』って言ってました」

「……爺ちゃんらしい」

「さて、急ぎましょう」

　そう言って彼女は走り出す。僕もあとに続いた。

　見た目からは想像もつかない軽快な走りで、彼女は階段を飛び下り、人がごった返す昼休みの廊下をスルスルと駆かけ抜けていく。

　プルモッシャンポンッポンッポルンコッ

　当然、彼女の胸も物凄く揺れまくった。

「へぶぽっ！」

「大小森くん!?」

　道中、何度か壁かべやら電柱に激げき突とつしながら萌森小学校に辿たどり着つく。

　萌森小学校の前はよく通るが、中に入るのは初めてだ。このご時世だし。

　これといって特別な所はなく、白い校舎があり、グラウンドがあって、鉄棒やブランコが置いてある。校舎の頭にあるデカい時計はちょうど一時を指しており、どうやら五時間目が体育だったらしい小学生たちが何十人と外に出ていた。

　その子供たちの中心に、そいつはいた。




「ツルペターツルペター」




　……もう鳴き声を聞いただけで、今までの中で最悪の怪人だということが分かった。

　ロリコン怪人（確定）は茶色いスーツを着たバーコードハゲのおっさんで、手には子供の着きせ替かえ人形と教きよう鞭べんを持っている……何の指導をするつもりだ!?

「あれ、小学校ここの教頭先生です」

「知ってるの？」

「……昔私の担任でした」

　暗い声でいちごちゃんが言った。心中察してあまりあるが、僕としては彼女の在学中にあの教師が犯罪に走らなかったことに心底ほっとする。

「とにかく、いちごちゃん変身を」

「はい。ニューコスチュームだって言ってましたけど、どんな物なんでしょう？」

　変身用の新しいイチゴパンツは今朝完成し、僕からいちごちゃんに手て渡わたしておいた。けれど、いちごちゃんにビックリしてもらいたくて、コスチュームがスカートに変わったことは秘密にしていた。

「まぁ、それは変身してからのお楽しみということで」

「分かりました。じゃぁ……すみませんけど壁になってもらえますか」

「え？　あ、うん」

　そっか。校庭じゃ遮しや蔽へい物がないんだ。

　少し走れば体育館の陰かげとかもあるのだけど、いちごちゃんはそんなわずかな時間も惜おしもうとしている。

　それは僕も同感だ。

「やぁああー！」

「うわあぁーん！」

　子供たちが危ないのに、ゆっくりなんてしていられない。

　僕は彼女に背を向けて壁になる。

「早く変身を」

「はい」

　シュルル　シュッ

　衣きぬ擦ずれの音。パンツから足を抜く音。

「……！」

　全すべてが生々しく聞こえ、当然僕は背後でくり広げられている光景を想像し、頬も頭も熱くなる。鼻の奥おくも生暖かい。鼻血が出でそうだ。

　少しすると、白い光が僕の背後から迸ほとばし　った。

「アッ！」

　――へ？

「アッ……アアンッアッ……アフッ！」

　光の中からいちごちゃんの甘あまったるい声が時折漏もれてくる。必死に声をかみ殺してる感がまた……ええぃ平常心を保て大小森正樹！

　妄もう想そうで満みち溢れそうな頭を必死につなぎとめ、僕は彼女の変身が終わるのを待った。

　やがて光と、彼女のストロベリィな声がやむ。

　だが果たして振り返っていいものか？

「……いちごちゃん？」

　とりあえず声をかける――が、

「そこまでですロリコン怪人！」

　その声を飛び越こえ、赤いマントが華か麗れいな宙返りを決めて目の前に着地した。




「あ、溢れ出るストロベリーセクシャル！　ストロベリーパンツァーさ、参上です！」




　相変わらず恥はずかしそうにストロベリーパンツァーが口上を述べる。

　僕は念のため新生ストロベリーパンツァーの衣装をチェックした。

　赤いマントと白いブーツなどは変わっていない。しかし、最も問題だったスクール水着がなくなっていた。代わりにお尻の見えそうなミニスカートをはき、イチゴの飾かざりがついたベルトを二重三重に巻いている。ペタリと肌に張りつくような上着は、お腹から胸むな元もとまで大だい胆たんに開いており、おへそとたわわに実った胸の谷間が丸見えだ。衣装に合わせたのか、首のチョーカーは真っ赤なリボンに変へん更こうされている。

「わぁ、これが私の新しいコスチュームですか？」

「うん。に、似合ってるよ」

　谷間ヤバいけど。前よりはだいぶマシになった気がする。

「よしっ、それじゃぁ頑がん張ばっちゃいますね」

「早く行こう。なんかラブもまだ来てないみたいだし」

　今は授業中だろうし、先生相手に手間取ったりしているのだろうか？　それともあの悪の総帥の衣装に着き替がえ中？　ともあれ、彼女が来る来ないにかかわらず僕らのすることは変わらない。一刻も早くあの怪人を止めるのだ。

　僕らは暴れているロリコン怪人の所まで全力でダッシュする。

「や・め・な・さーい！」

　ストロベリーパンツァーは声のリズムに合わせて地面を踏ふみ切きり、いきなり怪人に飛び蹴げりを喰くらわせようとして――その瞬しゆん間かん、見えた。

　大きく丸い双そう丘きゆうと、神秘にして深遠なる谷が。

　脳みそが溶とけて耳の穴から溢れるかと思った。

　だって……だって！

「ストロベリーパンツァー！　ノーパンだよ！」

「え？　えぇえぇえ!?」

　ストロベリーパンツァーはスカートの下に何もはいていなかった。

　クソッ！　しまった！　僕のミスだ。あの変態ジジイを信しん頼らいするなんて絶対しちゃいけなかったのに。スカートという単語に飛びついてきた態度を訝いぶかしむべきだった。

『ミニスカ＋ノーパン』こそが奴やつの狙ねらいだったのだ！

　確かに人は見えてる物を見られるよりも、隠している物を見られてしまった時の方が羞しゆう恥ちは大きい。本当なら隠せるはずの物を自分の不注意で見られてしまう――その無意識の心理が自責となって羞恥を一層刺し激げきするのだ……いや、偉えらそうに考察してみたけど全部想像だから！　別に実体験とか入ってないからこれ！

「イヤァアアアアアア！」

　不意打ちで強きよう烈れつな羞恥を喰らったストロベリーパンツァーは、空中でスカートを押さえようとして見事に蹴りの狙いをはずす。誤ご爆ばくした地面はクレーターみたいに陥かん没ぼつし、図はからずとも爺ちゃんの目もく論ろ見みが成功したことを証明した。

　しかし、あからさますぎる隙すき。

　おまけに今回の相手はロリコン！

　つまり、今日の怪人はセイギのミカタを攻こう撃げきするのに躊ちゆう躇ちよしない。
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「ツルペターツルペター」

　性癖を暴ばく露ろしすぎな鳴き声とともに、ロリコン怪人のバーコードハゲが輝き、紫むらさき色いろのビームが発射される。

「アァアアアア！」

「ストロベリーパンツァー!?」

　ビームの直ちよく撃げきを喰らった彼女の悲鳴に僕ぼくは反応する。

　地面を蹴り、怪人の背中に思いっきりタックルをかました。

「つるぺったん！」

　不意を突ついたこともあって、全体重をかけたタックルはロリコン怪人を地面に転がした。

　そんなことはどうでもいい。

「ストロベリーパンツァーは!?」

　僕は彼女がいるはずの陥没した地面の中心を見やる。

「……あれ？」

　ストロベリーパンツァーがいない。

　代わりにダボダボの服を着た小さな女の子がいた。

「大小森くん」

　その女の子が僕の名前を呼んだ。

「え？」

　改めてその子を見る。よく観察すると、彼女が着ている、というか頭からかぶっている服はストロベリーパンツァーのと同じだ。パンツもない。髪の毛けもいちご色で、首の赤いリボンとかの特とく徴ちようも一いつ致ちしている。

「ち、縮んだぁー!?」

「そうみたいです」

「何で？」

「たぶん、さっきのビームで」

　そりゃそうだ。それ以外に原因などあり得ない。

　さすがはロリコン怪人だ。まさか幼女を自給自足してみせるとは。なんて自分の性癖に素す直なおな能力なんだ！

「ふぅまったく、君きみ島じま先生は小言が多くて嫌いやだわ」

　僕が心の底から怪人の能力に呆あきれた、ちょうどそのタイミングでラブが校庭に現れた。お馴な染じみの悪の総帥スタイルだ。ぶつくさ呟つぶやいている内容から察するに、やはり先生に足止めされていたらしい。

　彼女は偶然なのかたまたま僕らのすぐ傍にテレポートしてきたので、すぐに小さくなったストロベリーパンツァーに気がついた。

　小さな悪者はしばし黙もつ考こうすると、にんまり笑えみを浮かべる。

「なんかよく分からないけど、どうやら怪人にやられたようね！　いい気味だわ！　今日こそやっつけてあげるんだから！　さぁ、怪人トドメを……怪人？」

　意い気き揚よう々ようと命令しようとしたラブだったが、肝かん心じんの怪人からの返事がなく、困ったように周囲をキョロキョロと見回す。

　そういやロリコン怪人どこ行った？

　タックルして吹ふっ飛ばしたあとの怪人の行方ゆくえに覚えがない。いつの間にか僕らの傍から消えてしまっていた。

　僕もグルリと視線を回転させる。

　――いた！　校庭の鉄棒がある所で、女の子ふたりを襲ってる。

「ツルペターツルペター」

　あんにゃろう、また子供を！

　しかも、あのジト目とショートの子には見覚えがある。

「アッ……！」

　ラブの驚おどろきの声を背に、僕は地を蹴けっていた。

　距きよ離りは目測で五十メートルちょい。僕の五十メートル走は八秒後半だ。間に合うか？　間に合え！

　ロリコン怪人が卑ひ猥わいな手つきで女の子たちに迫せまる。ふたりは鉄棒の支柱を巧たくみに使いながら必死に逃にげているが、いつ捕つかまるか分からない。

「やめなさいロリコン怪人！　このふたりはダメよ！」

　そこへ、ラブが怪人と友達たちの間にテレポートして割り込み、両りよう腕うでを広げて通せんぼした。

「ツルペターツルペター」

　しかし、怪人は彼女の言うことを聞かない。

　そうか！　あいつまだ怪人に『エロメタルキャンディ』を食べさせてないんだ。

「このキャンディを、あっ！」

　ラブもそのことに気づいて変な色のキャンディをロリコン怪人に食べさせようとするが、慌あわてすぎて取り落としてしまう。

　そして、ロリコン怪人は、

「ツルペターツルペター」

「えっ？　え？　こっち!?」

　標的をラブに変更した。

　中身はともかく外見はかなり美少女のラブだ。真性ロリコンが標的に選ぶのも頷ける。

　それでも彼女は逃げ出さない。

　後ろに友達がいるから。

　しかし、止める手段がない。

　それでも彼女が作ってくれた数秒は無む駄だじゃない！

「クッンノ!!」

　僕が間に合った！

「ヤロウ！」

「ツルペタスッ！」

　なんだそりゃ新しい数学単位かこの野や郎ろう。

　再びタックルをかました僕とロリコン怪かい人じんは、もつれ合うようにしてゴロゴロと砂の上を転がった。

　そこまではよかったのだが、結果的に僕が下、怪人が上になる。馬乗りになられてしまい、なす術すべがない。しかも怪人は総じて男に容赦がない。

「ツルペター！　ツルペター！」

　おまけに邪魔ばっかしてる僕に対して怒おこってるっぽいし。

　まさか殺されないよね？

　軽く不ふ吉きつな予感に背筋がゾクッとするが、突き飛ばそうにもビクともしない。

　ロリコン怪人が僕の顔を覗のぞき込む。

「ツルペタァ～ツルペタァ～」

　な、なんか息荒あらくないか？

「さっ！　怪人がエセロリを襲おそってる間にふたりは逃げて！」

　ラブはそう言って友達を逃がすのを聞いて、ようやく僕は自分が襲われている（性的な意味で）ことに気がついた。

「待て待て待てェー！　僕は男だロリじゃない！　ショタでもないけど！」

「つるぺたぁんつるぺたぁん」

　近い近い近い顔が近い！　ていうか人の話聞けー！　制服のボタンに手をかけるなー！

　バーコードハゲがキラリと陽光を反射した。

　ダメだヤられる！

「やめなさーい!!」

　諦あきらめかけたその時、砲ほう弾だんのような勢いで何かがロリコン怪人に体当たりした。

「ぺたぱいっ!?」

　小さな砲弾ストロベリーパンツァー（幼女）はロリコン怪人を枯かれ枝えだのように吹き飛ばし、僕の目の前に着地した。怪人はというとそのまま勢いよく地面を転がったあと、ピクピクと痙けい攣れんしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、大小森くん？」

「ス、ストロベリーパンツァー……」

「よかった。ひとりで飛び出していっちゃうから、私心配して」

　いや……それはいいんだけど。

「あのさ……服はどうしたの？」

「……はい？」

　彼女はらしからぬ間ま抜ぬけな声を出したあと、自分の体を見下ろした。

　おそらく全力で走っている内にダボダボだった服が脱ぬげてしまったのだろう。走ってきた跡あとに目印をつけるように、彼女の服が点々と落ちていた。

　今僕の目に映っているのは、生まれたままの姿の女の子だ。

　いや、もちろん僕は小さい女の子の裸で興奮するような変態じゃない。変態じゃないが、これがストロベリーパンツァー――いちごちゃんの裸だと思うとまた別だ。当然胸も何もないのだが、こう、桃もも色いろの肌に咲さく小さなつぼみとか、全部丸見えで。

「イッ……」

　胸を両腕で隠してペタンと座り込んだ彼女の体が羞恥に赤く染まり、その光が平へい坦たんな胸の突とつ起きに集束していく。

「イヤアアアアアアア！」

「ツルツルペタペター!!」

　必殺ビームの直撃を喰らい、ロリコン怪人が絶ぜつ叫きようして爆ばく発はつする。

　こうしていつも通り悪はセイギによって倒たおされた。




　人間に戻もどった教頭は警察に連行され、一時騒そう然ぜんとなった萌森小学校にも平和が戻った。

「ふぅー。じゃぁ、戻ろっか」

　安あん堵どの息をついて僕がいちごちゃんを振り返ると、彼女はなぜか頬を赤らめてスカートの裾すそをギュっと掴つかんだ。しかも一歩引かれる。何だ、何かしたのか僕が？

「ど、どうしたの？」

「……あの」

　元の大きさに戻ったいちごちゃんは、恥ずかしそうに横目でチラリと僕の顔を見る。

「あの新しいコスチュームって、大小森くんが考えたって言ってましたよね……ということは、もしかしてパ……ンツも、その」

「違うから！　僕じゃない！　断じて僕じゃない！」

　みなまで言われずとも何が言いたいのか分かった。だから全力で否定しておいた。よりにもよって僕がそんな変態だなんて、いちごちゃんに誤解されたらかなわない。

「そ、そうですか……」

　いちごちゃんはいちおう頷うなずいてくれたが、まだ頬が若じやつ干かん赤い。これは何かご機き嫌げんを取るための方法を考えた方がいいかもしれない。

　それはそうとして、帰ったらジジイが赦ゆるしを乞こうまで殴なぐり続けてやる。

「……ちょっと、貴様」

「ん？」

　背中から声をかけられて振り返る。

　ラブだった。

「どうした？」

「あぅ……えっと……」

　尋たずね返すと、なぜかラブは口ごもる。先さき程ほどの戦せん闘とうの名な残ごりなのか白い肌をうっすらと上気させ、微妙にそっぽ向いた上目づかいで僕をチラチラ見ている。

「あ」

「あ？」

「あ、あり、あり……」

「？」

　ラブは口をもごもごさせるばかりで、何と言っているのか聞き取れない。

「何だって？」

　声が聞こえるように――そんな軽い気持ちで、僕はラブの口元に耳を近づけた。

　子供の温かい吐と息いきが顔にかかる。

「あっぅ……！」

　息を呑のむ声。

　直後、頭を思いっきり平手でブン殴られた。

「ア痛ェ！　何すんだよ？」

「うっ、うるさいうるさいうるさーい！　別に助けてくれなんて言ってないんだから！　次はぜぇーったいヒドい目に遭あわせてやるから覚かく悟ごしときなさい！　フンッ！」

　一方的にまくし立てると、ラブは走って校舎の方へ戻っていった。昇しよう降こう口ぐちの前で待っていた友達たちと合流し、そのまま中へ消える。

「……何だ？　結局あれが言いたかったのか？」

「クスクスクス」

　頭をひねっていると、隣となりでいちごちゃんが笑い出す。

「どうしたの？」

「ううん、何でもないです」

「と言うわりに笑ってるけど？」

「だって、ラブちゃんがかわいくて」

「んん？」

　いきなり人の頭を殴る子供がかわいいかな？　男女の感性の違いか？

「まぁいいや。早く戻ろ。今なら六時間目に間に合うよ」

「ええ、そうですね」

　そう返事するいちごちゃんは、なんだかさっきより楽しそうだった。







第四話　正義の巫み女こデカ　鏑かぶら木ぎりろん







　朝。ホームルームが始まるまでのわずかな時間。唐とう突とつに隣で教科書の準備をしていたいちごちゃんが立ち上がり、僕の机の前に回り込んだ。何だろうと思って彼かの女じよの顔を見ると、心なしか頬が赤い。

「大おお小ご森もりくん。週末にデートをしませんか？」

「え……？」

　唐突なデートのお誘い。時間が止まる。心なしか教室がざわざわしている気がする。長なが田たくん、睨にらまないで。

「ほら、私たちも恋こい人びとなんですし、デ、デートくらいしないとと思って」

　でぇと。

　その単語を聞いて、脳がフリーズしてやがる。今すぐ起きろ！

「わ、わか、った」

　喜びのあまり声が震ふるえてしまうが、返事を聞くいちごちゃんの頬も真っ赤だった。





♥






「豆シバ。ちょっと来なさい」

「へ～い」

　一時間目の終わりに、教室に生徒会長が現れた。ここのところ毎日のことなので別に驚きはしないが、今日はいつもより呼び出しが早い。

「ごめん、ちょっと行ってくる」

　僕はいちごちゃんに断ってから、りろんの元へ向かう。彼女はドアの所でずっといちごちゃんにキツい視線を送っていたが、僕が声をかけるとすぐにドアから離はなれた。

　りろんが先頭を歩き、僕があとをついていく。

　その様子を様々な好こう奇きの視線が捉とらえていた。

「今日もあの子と会長一いつ緒しよよ」

「正まさ樹きくんって言うらしいわ」

「まるでご主人様とペット」

「優等生の気晴らし」

「毎日屋上で」

「ただれた」

「いやらしい」

　漏れ聞こえてくるひそひそ話は、どれもヒジョーに気になる単語で溢あふれていた。

「なぁ、なんか変な噂うわさ流れてないか？」

「敬語」

「……りろんさんはああいうの気にならないんですか？」

「あの程度なら名めい誉よ毀き損そん罪ざいというほどではないわ」

　要するに、いちいち咎とがめるほどでもないということか。

　僕らが話をするのはいつも屋上だ。

　屋上の中ほどまで来ると、前を歩いていた彼女が振ふり返かえる。睨んでるつもりはないのかもしれないが、相変わらず目が鋭するどい。

「晴はれ家いえいちごとデートするそうね」

「耳が早いですね」

「それほどでもないのだわ」

　あんま褒めたつもりもないんだけど。

「で、どうなの？」

「はい。まぁ、いちおうデートしますけど」

「チャンスね」

「はい？」

「豆シバ。この機会に晴家いちごがストロベリーパンツァーである証しよう拠こを掴みなさい」

「マジですか」

「マジなのだわ。でも乱暴したらダメよ。性欲に狂くるった男子はすぐオオカミになるから」

「だ、誰だれがするかそんなこと！」

「そうね。もしオオカミになったら、私が射殺するわ」

「……さよですか」

「一度、作戦会議をしましょう。放課後、私の家に来なさい」

「へいへ……へ？」

　まったく予想外のせりふに、僕の口が固まった。





♥






　終礼のチャイムが鳴ると同時に、僕は速そつ攻こうで席を立った。

「いちごちゃん！　早く帰ろう」

「え？　う、う」

「豆シバ、さっさと来なさい」

　いちごちゃんが「ん」を言い終わるよりも早く、カバンを持ったりろんがドアを開けて教室にズンズン入ってきた。速すぎる！

「ほら、急ぎなさい」

「わっ、わっ、ちょっと！」

　容赦なく首根っこを掴まれ、そのままズルズルと引きずられていく。

「えーと、大小森くーん？」

「ごめん！　今日は見ての通り、一緒に帰れそうになーい」

「そ、そう」

　あっけに取られているいちごちゃん以下クラスメートの視線を背に、僕は廊下を引きずられていった。

　このままだと学校の外でも引きずられそうだったので、もう逃げませんと誓ちかって、今はおとなしく彼女に従っている。

　いつも僕が帰っている道とは逆方向に進み、駅を越えて町の反対側に入った。

　やがて十階建てのビルと同じくらいの高さの小山が見えてくる。頂上へ続く階段があり、脇わきに小さな祠ほこらがあった。神社の入り口のようだ。

　りろんはその神社へ続く階段を上り始める。

「この上が家なんですか？」

「そうよ。ウチは神社なの」

　そういえばいちごちゃんがそんなことを言っていたっけ。

　百段はあっただろうか。階段を上り終える頃ころにはすっかり息が上がっていた。少し座すわって休きゆう憩けいしたい僕と対照的に、りろんは平然としている。

「体力ないわね」

「りろんさんは、平気そうです、ね」

「毎日ここから学校に通ってるもの」

　そりゃそうだ。

　しばらく僕の息が整うのを待ってから、本ほん殿でんの裏手に向かう。てっきり純和風の武ぶ家け屋や敷しきでも出てくるのかと思ったが、そこにあったのは古くてこじんまりとした木造平屋だった。氷の女王のようなりろんが住んでいるにしては、随ずい分ぶんと昭和で家庭的な家だ。

「上がりなさい。母がいるから静かにね」

　言われた通り音を立てないように靴くつを脱ぎ、そろりそろりと廊ろう下かを渡わたる。りろんに先導されて廊下の突き当あたりの部屋に入った。

「私物には触さわらないように」

　通されたのはりろんの私室だった。勉強机にベッドが部屋の半分を閉め、あとは無地のカーテンにタンスに神かみ棚だな。全体的に整せい理り整せい頓とんが行き届き、机の上には写真立てが置かれ、棚たなには教科書と国家公務員試験の参考書が綺き麗れいに並べられている。

「将来の夢は公務員？」

「あなたは何でもひと括くくりにして言うわね。もう少し具体的に物事を考える頭を持たないと、将来マスコミに踊おどらされるわよ」

「いや、別にそーいう意味じゃ……」

「まぁいいわ。将来は警察官になりたいのよ、私。父が警察官だから」

「へぇー」

　チラリと写真立てを見ると、なるほど警官の格好をした男の人とりろんが一緒に写っている。

「あれ？　でもここ神社ですよね？」

「神社は母方の祖父が宮ぐう司じなの。母は巫女ね」

「巫女さんの母親に警官の父親かぁ」

　りろんが時折見せる正義感の源流を見た気がした。

　巫女で刑事デカ……巫女デカか。新種のポケ○ンみたいだ。

「両親のことは今はいいわ」

　そう言うと、りろんは机の椅子を引いて横向きに座る。座ざ布ぶ団とんなどが見当たらなかったので、仕方なく僕はベッドに腰こしを落ち着けた。

　その時ふわりと布ふ団とんから女の子独特の匂においが立ち上ってきて、なんていうか、不覚にもちょっとドキリとさせられてしまった。

「さてと、じゃぁ作戦を考える前に確かく認にんなのだわ。豆シバ」

「はい？」

「あなた、女の子との交際経験はないようだけど、デートの経験もないの？」

「そりゃまぁ。つき合ってもないのにデートとか、しないですって」

「そうかしら？　映画やお茶くらい、交際してなくても行くものだと思ってたわ」

「まぁ、モテる男とか女子と親しい奴ならあるかもしれないですけど」

「じゃぁあなたは今までモテたことも、特に親しい女子ができたこともなかったのね？」

「うぐっ！　ああ、そうですよ」

　繊せん細さいな十代男子のハートを容よう赦しやなく抉えぐるなこの女！

「ていうか、それがその作戦と何の関係があるんですか？」

「バカね。豆シバ、あなたの目的は何？」

「は？」

　目的とか言われても……りろんが言っているのは、ストロベリーパンツァーの正体を聞き出すこと、であっているのだろうか？

「そうね。つまり、あなたは晴家いちごの秘密を聞き出す必要があるのよ」

「でも、それとデートがどう関係して」

「大バカね。秘密というのは、時に誰かと共有したがるものよ」

「……そんなもんですか？」

「秘密の共有は男女の連帯感を生むのだわ。恋人に隠かくし事ごとをして欲ほしくないというのは、その逆ね」

　うーん、そう言われると、確かにそんな気がする。

　実際、僕といちごちゃんが今のような関係になっているのも、全てはセイギのミカタという秘密を共有しているからだし。どことなく彼女にとって自分は特別という感情も、僕の中にある。

「あなたと晴家いちごが親しくなればなるほど、彼女がボロを出す可能性は高くなるわ。つまり、あなたは週末の彼女とのデートで一気に好感度を上げなければならないのよ」

　それで最初の質問につながるのか。大おお枠わくは理解できた――でも待て。

「……あの、もしかして今からやることって」

「ふたりで晴家いちごを篭ろう絡らくする完かん璧ぺきなデートプランを考えるのよ」

「……」

　言ってることは分かるのだが、何でりろんと一緒にいちごちゃんとのデートプランを考えなきゃいけないんだろう。

　まぁいっか。僕も初めてのデートで不安だったし、美人でモテそうで経験豊富そうなりろんに意見を出してもらえるなら願ったり叶かなったりだ。割り切ろう、うん。

「じゃぁ、りろんさんはまずどこへ行ったらいいと思います？」

「そうねぇ」

　りろんはアゴに指を当てると、宙の一点を凝ぎよう視しして真しん剣けんに考え込み始めた。

　彼女は考える時のクセなのか、自然と脚あしを組くみ替える。

「！」
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　その時制服のスカートがチラリとめくれ、中が一いつ瞬しゆん見えそうになった。ピンク……見えそうになったじゃない、バッチリ見えた。意外とかわいいパンツはいてる。

「ん？　どうしたの？」

「な、何でもないッス！」

「そう」

　脚を組み替えたのは無意識だったらしく、彼女はパンツが見えたことに気づいていない。

　ホッとしつつも、それから妙みように彼女のことを意識してしまう。

　真剣な表情のりろんはいかにもクールビューティーという言葉が似合い、雰ふん囲い気きも大人びていてとても同じ高校生とは思えない。スタイルもいちごちゃんに負まけず劣おとらず抜ばつ群ぐんで、そんな彼女と同じ部屋の中でふたりきりなのは息が苦しいというか、ドキドキするというか。

「お寺巡めぐり」

　不意に、ポツリとりろんが呟いた。

「……は？」

「たとえば私だったらどこへ行きたいか考えたのだけれど、お寺巡りがいいと思うの。京都とか」

「えーと……」

「もしくは警視庁見学でもいいのだわ」

　りろんは至し極ごくマジメだ。ふざけている様子はない。

「あの……ちなみに、りろんさんは男女交際の経験はおありで？」

「この私が学生の内から不純異性交遊にふけるわけないでしょう」

　ダメだこりゃ。

　さっきのパンツもそうだけど、りろんって完璧に見えて、案外抜けてるようだった。





♥






　結局デートで行く所すらまともに決められない内に夕方になり、りろんに散々無能と罵ののしられてから家路についた。

　玄げん関かんを開けてただいまを言うと、居間から爺ちゃんが声をかけてきた。

「正樹ー。さっき家から荷物が届いとったぞー」

「分かったー」

　爺ちゃんが『家』と言うことはおそらく姉さんからだろう。僕の部屋に運んであるらしいので礼を言っておく。

　夕食前に確かめておくかと自室へ行くと、引ひつ越こしの片づけもだいぶ済んだ部屋の中央に、でんっと中くらいの旅行カバンが置かれていた。パッと見にも中身がパンパンなのが分かるのだが、持ち上げようとすると意外と軽かった。

「何だろう？」

　引越し荷物に何か入れ忘れでもあったのだろうか？

　考えても仕方ないのでさっさとカギを開け――

「…………………………ハッ！」

　――気がついたら僕は姿見の前で女装をしていた。

　金きん髪ぱつのウィッグに、レースとフリルだらけのカチューシャにドレス。まるで英国のお嬢じよう様さまだ。無意識に化け粧しようまでしているのだからタチが悪い。

「ダメ、完全にトラウマになってるわ……」

　って、うわ。女装するとやっぱり女言葉になる。これも無意識、というか反射だ。ちなみに一いち人にん称しようも「僕」が「私」になる。姉さんの調教の成果だ。

「……にしても相変わらずよくできてるわね」

　これらの服は、全て姉さんの手作りだ。僕を女装させることに情熱の全てを傾かたむけているような人だが、この手て間ま暇ひまをもっと別の方向に向けられないものだろうか。

「……早く脱がなくちゃ」

　ともあれ、ここに姉さんはいないのだ。反射的に着き替がえてしまったが、いつまでも着ていなければならない理由はない。死ぬほど恥ずかしいし、さっさと脱いでしまおう。

　だが、その時不ふ穏おんな空気を感じ、僕は振り返った。

　壁に耳アリ障子にメアリー。

「……正樹はそういう趣しゆ味みじゃったのか」

「忘れなさああああああああああああああああああああああい！」

　ドアの隙すき間まから覗き見みしていたジジイは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「絶対に逃がさないわ！」

　絶大なる羞しゆう恥ち心しんゆえか、自分でも驚くほどのパワーが出てドアを蹴け破やぶった。通常の三倍のスピードで廊下を駆け抜け、ジジイの背骨にドロップキック！　壁にジジイの上半身が突き刺ささってプランプランするが、まだまだ容赦はしない。

「死んじゃええええええええええええええええええええええ！」

　デストロイカンチョー！

　人差し指が見えなくなるまで突き刺す。

　ニワトリを絞しめ殺ころしたような悲鳴が近所中に響ひびき渡った。
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　そして、週末の日曜日。デート当日。

　あれからも放課後になると毎日りろんと協議を重ねたが、結局ネットやら雑誌やらに載のってる定番で無難なデートプランに落ち着いた。

　待ち合わせは、十時に駅前の噴ふん水すい広場。これもベッタベタだ。

　しかも僕は九時前にはすでに着いていて、ずぅーっとそわそわしていた。元より女の子と手もつないだことのないヘタレなのだ。これから好きな子とデートだと思うと、緊きん張ちようで心臓が今までにないくらい早はや鐘がねを打っている。

　りろんなどは昨日、「やっぱり頭の足りない豆シバ一匹ぴきに任せるのは不安なのだわ」とか抜かしていた。その通りだよ。誰か助けてくれ。

　とは言っても誰かに変わってもらえる物じゃない。僕はただいちごちゃんが来るのをひたすら待つしかなかった。

　時計の針が十時を指すちょうど十分前、いちごちゃんははぁはぁと息を切らせてやってきた。

「お、お待たせしました」

　き、来た……！

「ううん、僕も今来たとぼっ!?」

　マンガで予習した通りのせりふを吐はこうとして振り返り、息を呑んだ。

　いちごちゃんの今日の格好は、薄い黄色のワンピースにカーディガンを羽織り、小さなショルダーバッグをたすきがけにしている。派手すぎず地味すぎず、実に彼女らしいコーディネイトだった。

　だがそのバッグの紐ひもが問題だった。胸と胸の間を通る肩かた紐ひもが、これでもかと言わんばかりに谷間を強調している。これが噂に聞く『パイスラッシュ』というモノか!?

　清せい楚そなファッションで包つつみ込んでも、なお溢れ出るエロスに、デート開始早々いきなり流血しそうになる。

「とりあえず、い、行こうか」

「は、はいっ！　ど、どこへ行きますか？」

　彼女も緊張してるのかな？　声が上うわ擦ずっている。

「え、映画かかなぁ」

　僕も似たようなものだった。

「分かりました。行きましょぉう」

「お、おうん！」

　何ともぎこちないデートが始まった。




　映画はもう何のひねりもなく人気のラブストーリー。隣でやってた『サメフィッシャー』とかいうイロモノ映画を選せん択たくする勇気などあるはずもなく、ついでに言うとどさくさに紛まぎれて手を握にぎることもできなかった。それでも時間だけはあっという間に過ぎる。




　駅前通りの少ししゃれたレストランで食事をしながら映画の感想。しかし緊張で声は上ずるわ料理の味は分からないわで、特に盛り上がらずに終しゆう了りよう。




　続いて女の子に人気のある小物店でショッピング。彼女に何か欲しい物はないかと尋ねるが遠えん慮りよされてしまい、結局自分のセンスも頼たよりにならず断念。




　しかもここまでのデート内容は全て駅ビルとその周辺で済んでしまった。




　いやだって仕方なくない？　ネットで調べても田舎いなかじゃお店は全部駅前に揃そろってるんだもん！　商店街なんて八百屋とコロッケ屋しかないし、公園になんか入ったら三時間無言コース確定だ！

「い、いちごちゃんはどこか行きたい所ある？」

　挙句の果てに女の子に行き先を決めてもらう。これもネットの『必勝デート法』に書いてあったんだって、『時々女の子の要望を聞きましょう』って！

「あっ、じゃぁ……」

　いちごちゃんは今出てきたばかりの駅ビルを振り返る。

「本屋さんに行きませんか？」

「え？　そんな所でいいの？」

「はい。あの、欲しい本の発売日なので」

　本屋と図書館なら僕のホームグラウンドだ。彼女も本好きみたいだし、今度こそまともに会話がはずむかもしれない。

「うん。いいよ」

　一も二もなくオーケーし、僕らは再び駅ビルに入り、エスカレーターで五階の本屋へ向かった。

　ところが、

「それじゃぁ、私あっち見てきますから」

「あっ」

　そう言い残すと、彼女はそそくさと少女向けマンガコーナーへ行ってしまった。出鼻をくじかれ、肩かたを落とす。まぁ確かに本屋はひとりでゆっくり見て回りたいよね、とほほ。

　仕方なく僕も本屋をぐるっと回ることにした。

　駅ビルの五階にあるブックセンターは東京のそれよりも広い造りをしていた。特にマンガコーナー・ライトノベルコーナー・雑誌コーナーが充じゆう実じつしているのはうれしい。田舎は新刊の入にゆう荷かが遅おそいと聞いていたが、ここへ来れば発売当日に並んでいそうだ。

　既き刊かんコーナーから順に回り、最後にレジ前の新刊コーナーに立ち寄る。

「おっ、『残ざん麺めん道どう』出てるじゃん」

　見つけたのは週刊少年ポンプで連れん載さい中の『残麺道』最新刊だ。核かくで世界が滅ほろんだ世紀末、この世の果てにあるという伝説の麺料理を求めて、ひとりの僧そう侶りよと三人の弟で子しが旅をするという、ムチャクチャ漢おとこ臭くさいバトルマンガである。

　僕はとりあえずそれを手に取り、レジへ向かう。

　すると、

「いちごちゃん？」

「はわっ！　お、大小森くん」

　少女向けマンガコーナーへ行ったはずのいちごちゃんが、ちょうど目の前に並んでいた。

「もう欲しい本見つけたの？」

「え、ええっと、はいっ、まぁ」

　なぜか慌てたように首を振るいちごちゃん。

「？　何買うの？　見せて」

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんで僕は彼女が胸に抱だいた本を覗き込んだ。一瞬、柔やわ肌はだの谷間に視線が行きかけたが全力で軌き道どう修正し――意外な物を見た。

「『残麺道』？　いちごちゃんも読んでるんだ」

「は、はうぅ～」

　顔を真っ赤にして、彼女はグラマラスな体を精いっぱい縮こまらせる。

「お、おかしいですか？　女の子がこんなの読んでると……」

「いや、別に」

「え？」

　確かに性格的に物静かなタイプの彼女に、暑苦しいバトルマンガは似合わないかもしれないが、おもしろい物を読みたいと思うのは男女共通だ。

　僕も自分の持っている『残麺道』を掲かかげて見せると、彼女はアッと声を上げた。

「僕も『残麺道』好きだし、よかったらあとで感想言い合わない？」

「はいっ」

　明るく笑ってくれた彼女を見て、ようやく僕も肩の力が抜ぬけた。

　お互たがい、今日はちょっと緊張しすぎていたかもしれない。思わぬキッカケを与あたえてくれた『残麺道』の作者にアンケートはがきを送ることを決意しつつ、僕らはブックセンターを出て――その時、ビィィィイィィビィィイィィィと耳みみ障ざわりな怪かい音おんがビル内に響き渡った。




「あ」

「だぁーもうこんな時に！」

　異音はいちごちゃんのカバンの中からだけでなく、僕のズボンのポケットからも聞こえる。この前僕も例の通信機を支給してもらったのだ。

　ふたり同時に通信機を取り出し、ボタンを押おす。

『桃園駅に怪人が出たぞ。至急向かってくれぃ』

「ウワッ」

　通信機からジジイの映像が飛び出したのだが、顔がメッチャ近い。キモい。

『怪人は九番線に停車中の電車の五号車にいる。急ぐのじゃ！』

「はい！」

「へーい」

『正樹！　やる気を出さんか！』

　ジジイの鼻毛見てどんなやる気を出せと？

「大小森くん。行きましょう」

「うん。いちごちゃん」

『いちごくん相手じゃと素直に返事するんじゃな』

「黙だまってろ」

　変態ジジイと愛いとしのいちごちゃんでは気合いの入り方が違います。

　通信を切り、僕らは走り出す。ビル二階のドアから駅構内へ入り、改札から九・十番線のホームを目指した。

「キャアアアアアアアア！」

　最近慣れ始めた女の人の悲鳴が聞こえてくる。慣れたからって、物事の重要度が下がるわけじゃないけど。

　九・十番線へ降りる階段から、足をもつれさせた人たちがわらわらと上ってくる。続いて七・八番線の階段からも人が溢れ出した。

「早く変身しないと」

「はい。えっと、あ、あそこで変身してきます」

　言うが早いかいちごちゃんは脱兎の如く女子トイレに駆かけ込む。

「いちごちゃ、あっ！」

　それを追いかけようとして、逃げてきた人波に飲まれてしまった。

　帰宅ラッシュ前の時間帯だったのが幸いしてか、案外人は多くない。行く手を阻はばんでいた人の壁かべもすぐになくなった。

　改めて僕もいちごちゃんを追い……かけはしたが、さすがに女子トイレに入るわけにもいかないので表で待機する。

　と、白い光がトイレの出入り口から漏もれ出でた。

「あ、あの、もしかしたら怪人来ちゃうかもしれませんから、早く逃げてくださいね！」

　中でストロベリーパンツァーの声が聞こえたあと、本人が外に飛び出してくる。

「どうしたの？」

「いえ、私のあとに入ってきた人がいたので念のため注意を」

「ふーん？」

　妙だな。彼女が女子トイレに入ったのは悲鳴が聞こえてきたあとだ。そんな状じよう況きようで、誰がのんびりトイレになんか？

　まぁ今は確かめてる時間もない。

　僕は疑問を頭の隅すみに追いやり、ストロベリーパンツァーのあとを追う。

　ん？　微妙に走るペースが遅い。

「足痛いの？」

「えっ？　いえ、そのあんまり速く走ると、見えちゃうから……」

　そうでした。ストロベリーパンツァーの衣装は前回から――僕がジジイを叩たたきのめして再変へん更こうを迫ったにもかかわらず――防ぼう御ぎよ力りよくの低いミニスカート、その下に至ってはノーガード。つまり、ノーパン。

　彼女はスカートがめくれないようにトコトコ階段を降り、無人のホームへ。

　ホーム上に男の人が五、六人気を失って倒れていた。相変わらず男の人は暴行を受ける運命にあるみたいだ。

　僕らは爺じいちゃんの言っていた五号車に乗り込むが、怪人の姿は見当たらない。と、六号車へ続くドアが壊こわされていたのを発見したので、そちらへ向かう。

　怪かい人じんは八号車にいた。

「ナデナデマワシー」

　怪人はパッと見スーツを着たサラリーマン風の男だが、背中から腕うでが八本生え、計十本の腕を生やした異形の姿をしていた。しかし、その手が常にワキワキといやらしい動きをしているので、見た目ほど怖こわくはない。

　そして、怪人は痴ち漢かん行こう為いの真っ最中だった。

「た、助けてー！」

　痴ち漢かん怪人に襲われているのは少し派手めの化粧をした女子高生。なかなかスタイルがよい。そのメリハリのある体のあんな所やそんな所を十本の手が撫なでており、女子高生の息は荒い。

　早く助けなければ。僕はストロベリーパンツァーを振り返ると、彼女も頷き――なぜかカッコいいポーズを取った。




「あ、溢れ出るストロベリーセクシャル！　ストロベリーパンツァーさ、参上です！」




　あっ、それは言わなきゃダメなんだ。

「その子を放しなさーい！」

　口上を済ませると、すぐさまストロベリーパンツァーは突っ込んでいく。

　片手でスカートのお尻しりを押さえ、もう片方の手でパンチ。

「ナデナデマワシー」

　その攻こう撃げきを怪人は三本の腕を使ってガッチリと受け止める。

　だが、

「ハァッ！」

「ナデリッ!?」

　ストロベリーパンツァーのパンチがガードごと怪人をブッ飛ばし、女子高生を助ける。

　ロリコン怪人戦では小さくされて力を発揮できなかったが、スク水からノーパンに替かえた効果はちゃんとあったのだ。爺ちゃんが戦せん闘とう力りよくを計測した結果、何とパワーが三倍にも伸のびていた。

「ヤァッ！　タァッ！」

　ストロベリーパンツァーはさらに追つい撃げきをかけ、逃げる怪人を追って九号車へ入っていった。僕も助けた女子高生を逃がし、あとを追う。

　そういえばラブがまだ来ない。前回もそうだったが、必ずしもすぐに現れられるわけではないようだ。特に今回は僕らと怪人の出現位置が近かったため、機先を制す形になったのかもしれない。

　九号車に入る。

　相変わらずストロベリーパンツァーが押していた。痴漢怪人は防戦一方だ。

　これがノーパンパワーか。

「セイヤァー！」

　ストロベリーパンツァーの渾こん身しんの蹴けりが放たれる。

「ナデバッ！」

　あまりの威い力りよくに、怪人の腕が一本ちぎれた……って、ちぎれたあぁあ!?

「アゥわっ！　ご、ごめんなさいぃー！」

　当然、攻撃したストロベリーパンツァーも慌てる。怪人も元は人間なのだ。今は十本腕があるとはいえ、人間に戻った時腕が一本なかったら大変なことになる。

　アワアワと右往左往するストロベリーパンツァー――と、その足元で、ちぎれたはずの腕が何やらうごめく。

「ストロベリーパンツァー！　危ない！」

「え？」

　グワァーッと、突とつ然ぜんちぎれた怪人の腕が指先から五本の触しよく手しゆに変化し、たちまちの内にストロベリーパンツァーを拘こう束そくした。

「えっ、イッヤァッ！　ちょっとどこ触ってるんですか!?」

　どこだと問われたら胸とかお尻とかだった。

　二本の触手が彼女の膨ふくらみをギュっと乳ちち搾しぼりするみたいに根元から縛しばり上あげる。残る触手も手に足にと白い素す肌はだに巻きつき、完全に自由を奪うばった。

「やばっ！」

　これはエロすぎる！　見ちゃダメだ！

　じゃねぇよ！　助けにいけ僕！

　アホな自分に活かつを入れて駆け出すが、行く手を阻んだ痴漢怪人のパンチによってあっさりと返り討うちにされる。

「ギャンッ！」

「大小森くん！」

　クッソ……痛って……。

　やっぱりただの人間と怪人とではパワーの差は歴然としていた。それを分かっているのか、痴漢怪人も冷ややかに僕を見下ろし、

「貧乳に用はない」

　喋しやべった!?

「……って、僕は男だ！　胸なんてあってたまるか」

「悲しいウソをつくな」

「ウソじゃねぇ！　哀あわれみの目で僕を見るなー！」

　貧乳を哀れまれる男って、僕って何なの……？　つーか普ふ通つうに喋れんのな怪人って。ぜひともその口をひん曲げてやりたいが、ダメージが脚に来て言うことを聞かない。

「ナデナデマワシー」

　痴漢怪人は残った九本の手をワキワキ動かしながら、ストロベリーパンツァーに迫せまる。

「アッ、ヤッ！　来ないで！」

　一方的だった戦いが一転、窮きゆう地ちに追い込まれてしまった。

　まさにその時。

　ヒュンッ　ガチャン！

「ナデッ？」

　突とつ如じよ飛来した手て錠じようが痴漢怪人の手を車両の手すりに固定した。

　ヒュンヒュッヒュヒュッヒュッヒュヒュヒュンッガチャチャガチガガガチャガチャチャ

　またたく間に全すべての腕が手錠によって車両に縫ぬいつけられる。

　そして、

「鎮しずまれ！　この変態鬼き畜ちくども！」

　声の主は僕とは反対の十号車側の入り口から、九号車の中に入ってきた。




「この桃もも園ぞのの風紀を乱す悪行千万、八や百お万よろずの神が見み逃のがしてもこの私が許さないわ！」




　まずパッと視界に入るのは、目にも鮮あざやかな紅白の巫女衣装。手には白いヒラヒラのついた木の棒――御ご幣へいを持ち、背中を流れる黒くろ髪かみのポニーテールといい、これでもかというぐらい巫女キャラを押してきている。しかも美少女だった。

　おそらく手錠を投げたのも彼女だろう。

　て、いうか……。

「りろん、さん……何してるんですか？」

「悪党退治なのだわ！」

　堂々と、巫女姿のりろんは言い切った。サラシを巻いているのか胸はいつもより控ひかえめだが、口調といい態度といいいつもの生徒会長と変わらない。

　……いや、呆あきれている場合ではない。もっと大事なことがいくつもある。

「どうしてこんな所にいるんですか？」

「あなたたちを尾つけてきたのよ。気づかなかったでしょう？」

　気づかなかった。

「とうとう証拠を掴んだわ。トイレで変身する晴家いちごの姿はカメラに収めてあるわ。観念することね」

「!?」

　決定的なひと言に、僕もストロベリーパンツァーも息を呑む。

　そりゃ「ひとりでは任せておけない」なんて言ってたけど、まさか尾び行こうされてるとは思わなかった。予想できたのに。目の前のデートで頭がテンパッていたのか。言い訳にならない。僕のミスだ。

「ナデナデマワシー！」

　置いてきぼりにされて怒ったのか、痴漢怪人が雄お叫たけびを上げる。しかし、怪人の怪かい力りきでもってしても手錠はビクともしない。何か特別な素材でできているのか？

「あとはその怪人を何とかしないとね。赤あか鬼おに・青鬼、お出いでなさい」

　りろんが御幣を振って何事かをごにょごにょ唱えると、車両の床ゆかが円状にパァーッと光り、そこからにょっきりと二匹の鬼が姿を現す。

　恰かつ幅ぷくのいい赤鬼。縦長の青鬼。どちらも二メートルを超こえ、狭せまい車両の中で窮きゆう屈くつそうに身を寄せ合い、首を折り曲げて天てん井じように耳をくっつけている。二匹ともその手に人の身みの丈たけほどもある金棒を持っていた。

「ナデッ？」

　巨きよ大だいな鬼の登場に、痴漢怪人は逃げようとしたがそれも叶わない。

「やっておしまい」

　りろんの端たん的てきなひと言に答え、赤鬼が金棒を痴漢怪人に向かって振り下おろした。

「ナデバッ!!」

「うわっ……」

　まさに叩き潰つぶされた痴漢怪人は、金棒の下でピクリとも動かない。ギリギリ生きてはいるようだが、虫の息だ。

「お、おい……これどうすんだよ？」

　怪人とはいえ、元は人間だ。そりゃ変態行こう為いに走り人を傷つけたかもしれないが、やりすぎじゃないか？

「私に任せておくのよ」

　りろんは赤鬼と青鬼を光の陣じんの中へ還かえすと、怪人の足元まで歩み寄り、再び御幣を振るって聞き取れない文言を唱え始める。

「――破は邪じや！」

　気合い一いつ閃せん。御幣が振り下ろされる。

　すると、光の粒つぶがキラキラと舞まい降おりて、怪人が人の姿に戻もどった。




　待機してたのかってぐらいのタイミングで来た警察が、気を失った元怪人を回収していくのを見送りながら、僕とりろんは睨み合あっていた。

「豆シバ。やっぱりあなたは晴家いちごとグルだったのね」

「……」

「大小森くん……」

　変身を解いたいちごちゃんが、会長の視線に耐たえかねてそっと僕の背中に隠れる。僕は彼女を守るように右みぎ腕うでを広げた。







第五話　真・ヒロイン誕生







　翌週の月曜日。僕らはりろんに屋上に呼び出だされた。

「用件は分かっているでしょう。もう二度とあんなハレンチな格好はしないこと、いいわね？　はいかイエスで答えなさい」

「選せん択たく肢しがねーじゃん……」

「まさか選せん択たく権けんがあると思ったの？」

　僕の拙つたない反論などバッサリと切り捨てられる。

「すみません。いいですか？」

　手を前でもじもじさせながら、いちごちゃんが一歩前へ出た。少し肩が震えて堂々とは言いがたいが、りろんの鋭い視線を正面から受け止めている。

「何かしら晴はれ家いえさん？」

　りろんは若じやつ干かんのイラ立ちを混ぜて苗みよう字じで呼んだ。

　それでもいちごちゃんは負けない。

「私がセイギのミカタをやめても怪人は出ます。会長は、彼かれらをどうするおつもりですか？」

「もちろん私が倒すわ。それから、私のことはりろんさんと呼びなさい」

　間かん髪はつ入いれずにりろんは即そく答とうし、シュッと印を切ってみせる。

「元より世に巣くう不ふ浄じようの煩ぼん悩のうを払はらうのは巫女としての代々の務め。あなたたちみたいな変質者の手を借りなくても、私ひとりの手で浄じよう土どへ送ってやるのだわ」

　りろんは胸を張り、そう言った。

　つまり、これからは自分がやるから、エロいお前らは引っ込んでろというわけか。

「……何様だよ」

「何か言ったの、駄だ犬けん」

「だ、駄犬？」

「主人の命令に背そむく犬は、駄犬に決まっているでしょう」

　愛あい玩がん犬けんから駄犬に降格させられた。

「だいたい、下心があって晴家さんに協力したんでしょう？　まったくいやらしいったら――」

　バチンッ！

　りろんの言葉は最後まで続かなかった。

「大おお小ご森もりくんをバカにしないでください！」

　いちごちゃんの手がビンタを振り抜いた位置で止まっている。

　珍めずらしく、彼女が怒おこったのだ。

「なっ……！」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたりろんだが、次し第だいにふつふつと怒いかりが湧わいてきたのか、クールな表情が朱しゆ色いろに染まる。

「とにかく！　今度私の邪じや魔まをしたらあなたの正体を学校中にバラすわ。しっかりと三年間学校に通いたかったら、もう公こう序じよ良りよう俗ぞくに反することは慎つつしむことね！」

　早口に言い捨てて、りろんは屋上から出ていった。





♥






　その日のいちごちゃんはずっとうわの空で、帰り道も俯うつむき加減で口数も少なかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？」

「元気ないから」

「ああ……かも、しれません」

　……そんなにりろんに言われたことがショックだったのか。

「どうしてもセイギのミカタをやりたかったの？」

　思わず言葉が口を突ついて出た。

「だってさ、こう言っちゃなんだけど、いちごちゃんもやりたくてやってたわけじゃないんでしょ？　元の体に戻りたいなら、爺ちゃんに頼たのんで違ちがう方法を探して」

「いえ、体のことも確かに困りますけど、その……大丈夫かな、って」

「何が？」

「りろんさんです」

　予想外の答えに、僕は目を丸くする。

「りろんさんはたぶんＯウイルスに感かん染せんしてないんですよね。不思議な術を使えるみたいですけど、怪人に接近されたら怪け我がするんじゃないかな、とか。逆にやりすぎちゃったりしないかな、とか」

　いちごちゃんの表情は真剣にりろんの身を案じているようで、そこに怒りや恨うらみはない。

　お人よしすぎる。そう思ってしまうが、それがいちごちゃんなのだろう。

「あ、いちごお姉ちゃんと変態」

　不意に、よく知っている女の子の声が僕らの間に割って入った。

　後ろを振り返ると、ランドセルを背せ負おったラブが駆け足あしでこちらに近づいてくる。小学校からは離れていたが、帰る方向が一緒なのでたまたま遭そう遇ぐうしたらしい。

「昨日はお昼ひる寝ねしちゃってて行けなかったけど、今度こそあたくし様々がやっつけてあげるんだからね！」

　開口一番、そんなことを言う。そうか。昨日来なかったのはお昼寝のせいか。お子ちゃまめ。

　何とも気の抜ける話だったが、幾いく分ぶん空気は和やわらいだ。

　正義の塊かたまりみたいな少女にヘコまされて、悪の総そう帥すいに元気づけられる、か。

　随分と変な話だが、どうも桃もも園ぞの市しはそういう所らしいので仕方ない。

　ビイィィィィィィンビイィィィィィィィィン

　そして空気を読まない怪音。

　僕はため息をつき、ポケットの中の通信機を取り出してスイッチを入れる。

『ふたりとも。三丁目の佐さ藤とうさん家に怪じ』

「怪かい人じんの気配ね！」

　爺ちゃんのせりふを遮さえぎるようにラブが叫さけぶ。

　少女はツインテールを揺ゆらして僕ぼくらを見上げると、大変かわいらしい――本人はニヤリと笑ってるつもりなんだろうけど――笑え顔がおを浮うかべる。

「早さつ速そくリベンジのチャンスね！　先行ってるから、早く来なさいよっ」

　ラブはタッタッタッと走り出すと、そのままテレポートして消えてしまう。

　悪者がヒーローに「早く来なさいよっ」てのもこれまた変な話だけど。

「……どうする？」

　このままラブを追えば、りろんとの約束を破ることになる。そうしたら本当にストロベリーパンツァーの正体をみんなにバラされるかもしれない。

　いちごちゃんが迷ったのはほんの少しの間だった。

「行きましょう」

　だったら、僕に止める権利も、理由もない。




　三丁目の佐藤さん家には走って十分ほどで到とう着ちやくした。

「いないよ？」

「たぶん、すぐ近くにいるはずです」

　とはいえ、この辺は民家が多くて路地も多い。生いけ垣がきや塀へいが視界を遮り、怪人の姿を探すのは容易ではなさそうだ。

　と思ったのもつかの間。

「キャアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　女の人の悲鳴。

　怪人の居場所を知らせてくれるこの上ない目印だ。

　いちごちゃんが駆け出す。

　僕らは路地をふたつ抜け、少し広めの道を右に折れる。走って一分ほどで、悲鳴の発生源となっている白い壁の家を発見した。

　呼よび鈴りんは省略して敷しき地ち内ないに入らせてもらい、壁伝いに裏手に回り込む。すると、家を囲むブロック塀が壊され、家の壁にも大穴が開けられているのが目に入った。

　全ての元げん凶きようはそこにいた異形の覗き魔まだ。

「マルミエーマルミエー！」

　ピザッ腹のピーピング怪人は両目からカメラの望遠レンズが生え、側頭部にはフラッシュを焚たくストロボまでついていた。まさに顔面カメラ。

　覗きの上に盗とう撮さつ。懲ちよう役えき十年は固い。

「ウフフフ、いいわよー。どんどんやっちゃいなさい」

　すでにラブもピチピチ衣装に着替えて到着しており、やる気満々といった風だ。

　僕らはいったん首を引っ込める。

「いちごちゃん？」

　最後の確認のため、もう一度いちごちゃんに目で尋たずねた。

「はい。今変身を」

　彼女に迷いはなかった。

　阿あ吽うんの呼吸で僕は後ろを向く。

　シュル　……シュッ　　　　　ト

　見ちゃダメだ見ちゃダメだ見ちゃダメだ――鋼の意志で振ふり向むきそうになる首を固定する。毎度のことだが、生々しい衣きぬ擦ずれの音が精神に来る！

「アッ！　アアッアアンッ！　アッ、アゥン……」

　衣擦れの音に続いて今度は甘く切ない声。ホント僕ってば毎回よく耐えてるよ！

　やがて彼女は変身を終え、ラブとピーピング怪人の前にバッと登場する。




「あ、溢あふれ出るストロベリーセクシャル！　ストロベリーパンツァーさ、参上です！」




　お馴な染じみの口上。

　ラブは楽しそうに笑う。

「来たわね。いちごお姉ちゃん！　早速……」

「お待ちなさい！」

　突如天から響き渡る声。

　りろんの声だ。

　僕らは空を振り仰あおぐ。

　巫み女こ服を着た正義漢、もとい乙おと女めは電柱の上に立っていた。意外と演出に凝こるタイプ？




「この桃園の風紀を乱す悪行千万、八百万の神が見逃してもこの私が許さないわ！」




　風に煽あおられてポニーテールと緋ひ色いろの袴はかまが舞い乱れる。露あらわになったふくらはぎに巻きつけられたホルスターに、拳けん銃じゆうっぽい物が見えた気がしたが、気のせいだと思いたい。

　完全武装の巫女デカは、足た袋びをはいた足で跳ちよう躍やくし、音も立てず地面に降り立った。

　りろんはビシィと御幣の先せん端たんをストロベリーパンツァーに突きつける。

「晴家いちご。私はもうやめろと言ったはずよ」

「う……それは」

「分かってるなら、そこでおとなしく見ていなさい」

　しっかりと釘くぎを刺してから、りろんは御幣を振って呪じゆ文もんを唱える。

「赤鬼・青鬼、出でよ！」

　彼女の足元に淡あわい燐りん光こうが満ち、その下から二匹の鬼が出現する。

「やっておしまい！」

「ウボアアアアアアア！」

　雄叫びを上げ、鬼たちがピーピング怪人に襲おそいかかる。見るからに勝ち目のない戦いに、怪人はたまらず右へ左へと逃にげ始めた。

　残されたのは、ラブとりろんの一いつ騎き討うち。

「な、何なのよアンタ！　邪魔しないでよ」

「悪党を裁くのが正義の仕事よ。おとなしく退治されなさい」

　冷れい徹てつに言い放ち、りろんは袴の腰の穴から手を入れる。そして抜き出した手には、特とく殊しゆ警棒が握られていた。

「って、ちょ！」

　止める間もなかった。

　りろんは素す早ばやい踏ふみ込みでラブの懐ふところに入ると、容赦なく警棒で殴なぐりつけた。

「アグッ！」

「ラブ！」

「ラブちゃん!?」

　僕とストロベリーパンツァーの切せつ迫ぱくした声が重なる。

「会長！　そんな小さい子に何するんだ!?」

「りろんさん、よ。この子のことならちゃんと調べてあるのだわ。ハルマゲドン星人の血を引いているのだから、体は鉄みたいに頑がん丈じようなのよ。この程度じゃビクともしないわ」

　りろんの口調は淡たん々たんとしたものだ。

　確かにラブは怪我こそしていない。

　けど、殴られた所を押さえて、目に怯おびえをにじませ、ショックを受けた表情でこちらを見ている。

「あぅ……えぅ……」

「子供だからって、泣けば許してもらえると思わないことよ。悪い子は、罰ばつを受けるべきなのだわ」

　再び、りろんが警棒を振りかぶる。

　僕は――

　ストロベリーパンツァーは――

「ヤメロッ！」

「やめなさい！」

　――同時に動いた。

　僕は棒立ちのラブをかばうように抱きかかえ、ストロベリーパンツァーはりろんの振り下ろした腕を掴つかんで警棒を止める。

「う、え……貴様、何で？」

　腕の中で、ラブは涙なみだを浮かべた瞳ひとみで僕を見上げる。

「安心しろ。僕が守ってやる」

　せめて安心させるように、僕は頑がん張ばって微ほほ笑えんでみせた。

　そんな僕らの背後では、ストロベリーパンツァーとりろんが対たい峙じしている。

「邪魔する気？」

「ラブちゃんをまた殴るつもりなら、いくらでも邪魔します！」

　ストロベリーパンツァーの語気はいつになく荒あらい。

「傷害に器物破損、その子が関わった犯罪を数えればキリがないわ。それをかばうの？」

「だからってこれはヒドすぎます！」

「……そうね。あなたはずっとその子を見逃し続けていたのだったわ――同罪よ」

　りろんの視線がより一層凶きよう悪あくな物になる。

「うっ……」

　その目を見てしまったラブがしゃくりを上げ、体をブルリと振るわせた。

「ピ、ピーピング怪人！　こっちに来てあたくし様々を守りなさい！」

　大声を上げ、ずっと逃げ回まわっていた怪人を呼び寄せた。

「マルミエーマルミエー」

　ピーピング怪人は主人の声に反応し、鬼の金棒をくぐり抜けてこちらへ舞い戻ってくる。

「みんなまとめてやっちゃえー！」

「え？　ちょっ、ラブ」

　慌あわててラブを止めようとするが遅い。怪人は己おのれの両目の望遠レンズをグリグリと回し、さらにガニ股またで腰を左右にムーヴメント。不思議なダンスを踊り出す。

「マルミエーマルミエー」

　ぽわんぽわんと気の抜ける音とともに、奴やつの二本の望遠レンズから円状のビームが発射され、僕ら四人をまとめて包み込んだ。

「うわっ！」

「キャァッ！」

　とっさに僕らは顔をガードした。

　……。

　…………。

　………………………………。

　何も起こらない。

『あれ？』と思って、恐おそる恐る目を開ける。

　幼い裸ら身しんを外気にさらして、プルプルと震ふるえるラブが視界に入った。

「わぁ！」

　思わず抱いていた手を離はなす。

「え？　どうしたの？　……あれ？」

　ラブは自分の裸はだかを見下ろし、首を傾かしげる。いや、もっと恥はずかしがれよお前。

「イヤァー！」

「な、何事なの!?」

　背後で次々と女じよ性せい陣じんの悲鳴が上がった。

　振り返かえると、やはりストロベリーパンツァーもりろんも裸だった。

　以前小さくなった時の裸なら見たことがあったが、今度は正しよう真しん正しよう銘めいストロベリーパンツァーのナイスバディを拝んでしまった。言葉にすることもできないほどの豊満な胸。反則的にキュッとくびれた腰。美しい稜りよう線せんを描えがくお尻。シミひとつない肌はだの上に、何点か点在する桃もも色いろの突とつ起きと草原が……ダメだ、これ以上見たら鼻血で風ふ呂ろがいっぱいになる！

　しかし、目を逸そらしたところで今度はりろんの裸がクリティカルヒット！

　やはり脱ぬぐとすごい。胸が……もう胸がとんでもないことになっていた。さらしの下でひしゃげる胸、しかし圧あつ迫ぱくを跳はね返そうと力をためる胸。お肉の凝ぎよう縮しゆく具合が爆ばく発はつ寸前のロケットみたいで、ストロベリーパンツァーと並んでもまったく見み劣おとりしない。体のあちこちに巻いたホルスターの締しめつけで、ぷにっ、と押し上げられた二にの腕や太もものぷに肉もお色気たっぷりだ。

　……ハッ！　一瞬今の状況を忘れて見入ってしまった。

　つーか僕も全ぜん裸らだ。

　自分の服を着ている感かん触しよくはあるので、どうやら透とう明めいにされただけらしい。さすが覗のぞき魔の能力だと感心するが、これでどうやってラブを助けるつもりだったんだ？
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「マルミエー！　マルミエー！」

　パシャッパシャッパシャッ

「イヤァン！　撮とらないでください～」

　……そもそも助ける気があったのだろうか？

　ストロベリーパンツァーの両胸に光が集まるが、裸を撮られまいと背中を向けているのでビームが撃うてない。なんて巧こう妙みような！

「もう何なのこれは！　赤鬼！　青鬼！」

　顔を熟れたりんごのように赤くしたりろんが錯さく乱らん気味に叫ぶ。

「ウボアアアアアアア」

　赤い鬼と青い鬼がメチャクチャに金棒を振り下ろし始めた。

「ってかちょっと待てぇー！」

　慌てて僕はラブを抱かかえてその場を逃げ出す。

　ドシイィイィィン！　ドシイィイィイン！

　鬼が金棒を振り下ろす度に、コンクリートの道路が砕くだけて大量の粉ふん塵じんが舞い上がる。あっという間に視界はホコリで遮られ、一メートル先も見えなくなった。

「チャンスだ。ラブ」

「な、何よう……」

　さっきからずっと腕の中でおとなしくしていたラブは、か細い声で答えた。もう怖がってはいないみたいだが、随ずい分ぶんとしおらしい返事だ。

「早くテレポートして、ここから逃げるんだ」

「なっ、ダッ、ダメ！　あの女にやられっぱなしなんて、あたくし様々のプライドが許さないわ。それに怪人が」

「いいから逃げろって。ここは何とかしとくから。今日だけは、僕の言うことを聞け」

「くぅ……！」

　ラブは悔くやしそうにくちびるを噛み……やがて、コクンと頷うなずいた。

「よし、いい子だ」

「あ、頭撫でるんじゃないわよ！　子供扱あつかいしないで！」

　乱暴に僕の手を払いのけると、ラブは二歩、三歩と下がる。

「きょ、今日のところは無効試合ということにしておくから。感謝しなさい」

「はいはい」

　いつもと変わらぬ調子に戻ったラブに、つい苦く笑しようしてしまう。

「じゃ、じゃぁま、またね。おに……変態！」

「いい加減その呼び方はやめてくれないかな……」

　僕が手を振ると、ラブも少しだけ手を振ふり返し、次の瞬しゆん間かんにはいなくなる。

　……ところで服の透とう明めい化かって怪人から離れれば元に戻るんだろうか？　つーか胸揉もまれて僕のこと変態扱いしたクセに、裸を見られるのは全然恥ずかしがってなかったな。子供の基準はよく分からん。

　まぁそれは置いといて。

「さて、と」

　視界が悪くなったためか、鬼はもう攻撃してこない。

　粉塵のカーテンが晴れるのをジッと待つ。

　しばらくして道路に空いた穴が確かく認にんできる程度に視野が回復すると、そこには僕とストロベリーパンツァー、りろんに二匹ひきの鬼が残っていた。

「……怪人は？」

「あなたたちのせいで取とり逃がしたのだわ」

　イラ立たしそうにりろんは吐き捨すてると、鬼たちを光の陣の中に帰き還かんさせる。

「今度こそ、最後の警告よ。次はないのだわ」

「……だったら僕も言わせてもらうけど」

　僕はりろんを睨にらみ据すえる。

「今度また子供にヒドいことしたら、許さないぞ」

「おかしなこと言うのね。あの子は桃園の風紀と平和を乱す存在だわ」

「……」

「仮にもこの町や世界を守ろうとしているあなたたちが、なぜあの子のことをかばうの？　私には分からないのだわ」

　それだけ言い残して、りろんは去っていった。





♥






　あれから数日が経たったが、相変わらずいちごちゃんは元気がない。時折ため息をついており、そんな彼かの女じよを隣となりで見ているのはとても心苦しくて胸が張はり裂さけそうだった。

　そして、どうにかいちごちゃんに元気になって欲ほしくて、僕は彼女をデートに誘さそった。




　その日の放課後。一度家に帰って着き替がえなどを済ませてから、僕らは近くの交差点で待ち合わせた。僕の方が先に着き、二分ほど遅おくれて彼女が到着した。

「お待たせしました」

「ううん、今来たところだよ」

「それじゃぁ、どこ行きましょう？」

「いちごちゃんの行きたい所なら、どこでもいいよ」

　とりあえず僕らはアテもなくブラブラと歩き始めた。

　半はん端ぱに開発が進んで半端に田舎な桃園市に、これはというスポットはない。

　いたって普通の町並み。人々。ビルの間に隙すき間まの多い風景。

　ただ時々ここには悪い怪人と、セイギのミカタが現れる。

　そんな町。

　まだここに引ひつ越こして三週間と経っていないのに、随分いろいろな体験をした気がする。

　まぁ、それもこれも全部、隣を歩いてるいちごちゃんのおかげなんだけど。

「あっ、あそこでクレープ売ってますよ」

「じゃぁふたりで買って、そこの公園のベンチで食べようか」

　いちごちゃんはストロベリーホイップ、僕はバナナチョコを選んだ。

「そっちもおいしそうですね」

「いちごちゃんのイチゴ味もおいしそうだよ」

「それじゃ、食べ比べしましょう」

「えっ！　えぇ……うん」

　そんな小さなドキドキイベントもあったりして。

「おいしかったですね～」

「うん」

「じゃぁ、またお散歩行きましょうか」

「いいけど、いちごちゃん楽しい？」

「はい」

　いちごちゃんは素す敵てきな笑顔を浮かべて、ベンチから立ち上がる。

「今日はありがとうございます、大小森くん。私のこと心配してくれてたんでしょう？」

「そりゃ、まぁ……だっていちおう僕は、コイビト、だしさ」

　たぶん今の僕はメチャクチャ赤くなってる。

　いちごちゃんはそんな僕を見て、またクスッと笑った。

「さっ行きましょう」

「うん」

　クレープの包み紙をクズかごに捨て、公園を出――




　――ドッ――




　急に心臓が痛いくらい強く鼓こ動どうを打った。

「どうしました？」

「ううん。何でもない、かな？」

　不意の一いち撃げきは一回きりで、その後の心音は普ふ段だん通りに戻った。少し違い和わ感かんも残ったが、気になるほどでもない。

　なんなんだ…………まっいいか。




　公園を出て駅の南側へ行くと、川が見えてきた。ふたりで河か川せん敷じきを降り、またテキトーに歩いていると、意外な顔と出くわした。

「ラブ」

「あっ……」

　僕が声をかけると、ラブはなぜか頬ほおを赤らめ、ぷいっとそっぽを向く。

「ラブちゃんこんな所で何してたの？」

　いちごちゃんがラブに尋ねると、彼女は素す直なおにこちらを向く。なぜ……。

「その、捜さがし物もの」

「何を捜してるの？」

「えっと……」

　ラブはあーとかうーとか言い、最初は答えることを躊躇ためらっていた。そんな様子を見て取ると、いちごちゃんは彼女に近づき、中ちゆう腰ごしになって視線の高さを合わせる。

「ん？」

「あの……」

　いちごちゃんは無理に追つい及きゆうせず、ラブが言いたくなるのを待った。

　そうして十分に心の準備をする時間をもらったラブは、だいぶ悩なやんだ末、ようやくその捜していた『物』を僕らに教えてくれた。

「ピーピング怪人を捜していたのよ」

「怪人を？」

　そりゃラブはアポカリタンの総帥なのだし、部下の捜そう索さくくらいするのかもしれない。

　けれど、なぜそんな焦あせった顔をしているのか？

「何かあったのか？」

　ラブの表情が気になり、今度は僕が尋ねる。

　また少し間を置いて、彼女はポツリと答えた。

「気配が感じられないの」

「気配？」

「あたくし様々は怪人が現れると、それがどこにいるのか感覚で分かるのよ。寝ねてたり、意識を失ってたら分からないけど」

「ああ、そういやこの前昼寝して遅ち刻こくし」

「それはもういいの！」

　頬を膨らませて怒るラブ。

　話が逸れた。

「それで、ピーピング怪人の気配が感じられないって？」

「そうなの……このままじゃ、大変なことになる」

「大変なこと？」

　まぁ常人を超えるパワーを持った変態を野に放つのは大変なことだが。

　あれ？　何か忘れてないか僕？

「ラブちゃん。まさか……」

　ほら、隣ではいちごちゃんの表情がみるみる険しくなっていく。

「たぶん、もうすぐピーピング怪人は『第三段階』になるの……」

「『第三段階』？」

　その単語から、以前の爺ちゃんのせりふがフラッシュバックする。

『怪人を野放しにしてウイルスがさらに進化し、『第三段階』に達したら、人類が全て変態化してしまうかもしれん！』

　ようやく僕にもことの重大さが理解できた。

「マジかよ!?　だって、『エロメタルキャンディ』っての食べさせれば大丈夫だったんじゃないのか？」

「もう効果切れてると思うもん。いつもは食べさせてもすぐ倒たおされちゃうし、こんなに長い間怪人を放置したのなんて、初めてだもん」

　悪の総帥を自じ称しようする女の子の目には涙が浮かんでいた。

「どうしよう。あ、あたし、どうしたらいいかなぁ？　このままじゃ大変なことになっちゃうよ。お父さんがやろうとしてた世界征せい服ふくは、こんなんじゃないよぉ。あたし、だって、あたし、違うもん」

「ああ、泣かないで、ラブちゃん。大丈夫だから、ね。よしよし」

　声を押し殺ころして泣き始めたラブを、いちごちゃんがやさしく抱き締めて背中をさすってあげる。その様子はなんだか、歳としの離れた姉妹に見えた。

　僕は彼女たちを見て、奥おく歯ばを噛み締める。

　彼女らは正義と悪だ。本来なら敵同士――なら、この光景は間ま違ちがってるのか？　正義の仕事っていうのは、本当に悪を倒すことなのか？

　少なくとも小さな女の子を泣かすのが正義だなんて僕は認めない。

　それだったらセイギの方がまだマシだ。

「僕らも一いつ緒しよに捜すよ」

「え？」

「僕らも怪人を捜すのを手伝う」

　ラブは顔を上げ、涙目で僕を見た。

「いちごちゃん。いいかな？」

「ええ、もちろん」

　いちごちゃんは微笑むと、ハンカチでラブの涙の跡あとを拭ふいてあげた。

「……いいの？」

「いいに決まってるだろ」

　僕も笑って頷く。

　ラブは泣いて真っ赤になった目元をゴシゴシ擦こすると、フフンと腰こしに手を当てた。

「な、ならあたくし様々を手伝わせてあげるわ。いわゆる一時休戦という奴ね」

「はいはい」

「あ、頭を撫でるなーッ！」

　頑張っていつもの調子を取り戻そうとするラブが、なんだかすごくかわいかった。

「ねぇ、アンタ名前は？」

「ん？　前に言わなかったっけ？」

「忘れた」

「こいつ……正まさ樹きだよ。大小森正樹」

「そ。なら、正樹お兄ちゃんね」

「え？」

「何よ？　おかしい？」

「いや、全然」

　ただ名前で呼んでくれたのが意外だっただけだ。

　ちょっとうれしい。自然と口元に笑えみが浮かぶ。

「それじゃぁ、とりあえずまだ捜してない所から……」




　――ドッ！――




「ん？」

　――ドッドッドッドッドクンドクンドクンッ！

「うぐっ!?」

　急にまた心臓が……。

「大小森くん？」

「正樹お兄ちゃん？」

　ふたりの心配する声が遠くに聞こえる……ああ、土の味がする。いつの間にか地面に倒れていたらしい。

　いったいどうしたってんだ、僕の体。

　そこかしこが痛い。もう心臓だけじゃない。体中が痛い。どうしてかは分からない。熱い。とにかく熱い。全身がダルく熱を持って、皮ひ膚ふの内側が心音に合わせてジンジンと脈打ってる気がする。ヘタすると意識が遠のきそうになる。

　体が仰あお向むけに寝かされた。

　後頭部がふとやわらかい感触に包まれる。

「大小森くん。大丈夫ですか？　意識はありますか？」

　ああ、これってもしかして膝ひざ枕まくら？

　まさかこんな所で全男子憧あこがれの至福を味わえるなんて思わなかった。耳たぶの裏に感じるふともものヒンヤリとした感触が心ここ地ちよい。むにっと頭を跳ね返す弾だん力りよく、最高だ。もっと意識がハッキリしてる時に味わえなかったのが残念だ。

　つーか、なーんか、やばいなぁ……。

　何がやばいって――そりゃもちろん、目の前のいちごちゃんのおっぱいだ。

　さっきからプルンプルンと、木になったリンゴみたいに震えちゃって。ぜひもいでみたい。一も二もなくもいでみたい。見てるだけで口の中によだれが溢れる。

　ていうかホントやばすぎでしょ？　胸に隠かくれて、いちごちゃんの顔が見えないよ？　どんだけ大きいのさそのおっぱい。もはや凶きよう器きだよ。兵器だよ。戦せん闘とう力りよくは五十三万です、本当にありがとうございました。

　あー。

　もうダメだ。

　我が慢まんの限界だ。

　僕はプルプルと腕を持ち上げる。

「大小森くん？　どうしたんですか？　何か欲しいんですか？」

　いちごちゃんが心配そうな声をかけてくる。僕はそれに、




「おっぱいにゅうにゅうー」




　と答え、ムニンッ、と彼女の一番やわらかい部分を揉んだ。

「おっ、大小森くんっ何を!?」

「正樹お兄ちゃん何やってるの!?」

　ふたりが何か言っている。

　気にせず僕は目の前に並んだふたつのふくらみをもてあそんだ。

　ああ、服越ごしだけど、ホントやわらかい！　指の間からぷにぷにはみ出るお肉がマジマロい（まろやかでエロいの略）。まさにおっぱいの完成形。もう揉んでるだけで気持ちいい！　むにゅむにゅむにゅむにゅむにゅ。
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　……。

　…………。

　……………………。

　……あれ？　僕は何してるんだ？

　思考が鈍にぶい。自分のことがよく分からない。どうして僕はいちごちゃんのおっぱいを揉みしだいているんだ？　変な鳴き声出しながら。

　周囲が黒く狭せばまった視野の中で、いちごちゃんが平手を振り上げるのが見えた。

「大小森くんの、バカァーーーッ！」

　次の瞬間、バチコーンッとイイ音が僕の頭の中でした。

　浮ふ遊ゆう感。

　僕……どうかしたのか？

　それを最後に、僕の意識は完全に途と絶だえた。





♥






　目が覚めた瞬間、頭はスッキリと元通りになっていた。どうやら地下の研究所ラボのベッドに寝かされているらしく、明かりはついているが薄うす暗ぐらい。

「起きたか」

「爺じい、ちゃん？」

　声をかけてきた爺ちゃんに応こたえながらゆっくりと起き上がる。

　僕は……どうなったんだ？

「いちごくんが倒れたお前をここまで運んでくれたのじゃ」

「そっか……いちごちゃんは？」

「しばらく正樹の看病をしておったのじゃが、今は席をはずしておる」

　爺ちゃんはパイプ椅い子すをひとつ引っ張ってきて、僕が寝ているベッドの脇わきに腰かけた。

「正樹。大事な話がある」

「何？」

　珍しくシリアスな雰ふん囲い気きに思わず身構える――が、そんな覚かく悟ご諸もろ共とも吹ふき飛とばすほど衝しよう撃げき的てきなことが、爺ちゃんの口から告げられた。




「お前はもうすぐ怪人化する」




「……………は？」

　反応には長い時間を要した。

「お前は昔桃園市に住んでおった時、すでにＯウイルスに感染しておったのじゃ」

「……！」

　僕が怪人に？　子供の頃ころにＯウイルスにかかっていた？

　目が限界まで見開かれ、口はパクパクと何かを求めるように上下する。

　耳がキンキンと痛い。

　心臓の音がうるさい。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込んで、僕は何か反論はないかと必死に頭を回転させた。

「けど、僕は今まで普通に生活してきたよ!?」

「言ったじゃろう。ウイルスには潜せん伏ぷく期きというものがある」

　ウイルスが体内に入ってもすぐに発はつ症しようするとは限らない……。

　…………え？　まさかマジなのか？

　とても信じたくはなかったが、爺ちゃんの話に矛む盾じゆん点てんはなく、僕の体には異常が出ている。信じたくないが……信じるべき材料は揃そろっていた。

「最初は異常にマセた子供じゃと思っておった。だが三歳の時に姉の乳を吸って興奮している姿を見て、儂わしは当時発見したばかりのＯウイルスにお前がかかってしまったのを確信した！」

　なんて嫌いやな三歳児だ。つーか当時の姉さんって五歳じゃ……ウワー思い出したくない思い出したくない思い出したくない。

「ともかく儂はお前たち家族を桃園市から離れさせ、ひとりＯウイルスの研究に専念した。全すべてはかわいい孫を救いたい一心で……！」

「爺ちゃん……」

　まさかそんな事情があったとは。少し涙るい腺せんが緩ゆるむ。

「時間を稼かせぐためにお前に女性ホルモンを定期的に与あたえるよう息子むすこに指示した」

「ちょっと待てコラ。聞き捨てならねぇぞ今の」

　もしかして僕のこの容姿はそのせいか？　僕の涙を返せこの野や郎ろう。

「仕方がなかったんじゃ。お前を怪人にしないためには男性的な成長を遅らせる必要があった。だがある日、お前の姉が慌てた様子で儂に電話をかけてきたのじゃ――『正樹に毛が生えちゃった！』と」

「そこだけ聞くと僕の家族に対する不信感がマッハで加速するよ」

　けどあの日、何で姉さんが弟にようやく生えた毛をむしり取ったのかようやく分かった。そういやあのあとすぐ爺ちゃんから引越せって手紙が来たっけ。全部ちゃんと理由があったんだ。

「この頃ごろやたらと性欲を持て余しておらんか？」

　答えづらいが、この場合は黙だまっている方が分かりやすい。

「おそらくこのままでは遠くない未来、お前は怪人と化すじゃろう」

　……マジか。いや、マジなんだろうけども。僕が怪人に？　最悪だ。

　ん？　そういえば怪人といえば他ほかにも何か問題が……。

「そうだ。そういやピーピング怪人がヤバイんだ。早く捜さないと」

「『第三段階』じゃな。心得ておる。儂も町中にしかけたカメラでずっと行方ゆくえを追っておるが、いっこうに見当たらん。さすがは覗き魔の怪人と言うべきか、気配を消すことに関してはエキスパートらしい。どこに潜せん伏ぷくしておるのか見当もつかん」

「まずいじゃんっ!?」

「そうじゃ。非常にまずい。正樹も、怪人も」

　人を怪人に変えるＯウイルスの、さらなる進化――

　――あるいは全人類を変態に変えかねない未み曾ぞ有うの危機。

　だというのに、爺ちゃんは結構落おち着つき払っていた。

「何か解決策があるの爺ちゃん？」

「ある」

「マジで？」

　変態は変態でも爺ちゃんは変態の天才だ。それはそれで余計に救いがたいが、何か一発逆転の秘策があるのかもしれない。

　爺ちゃんは僕の寝ているベッドの下から、銀色のアタッシュケースを引っ張り出した。

　カギが開けられ、中身が視界に飛び込んでくる。

「うピッ!?」

　一いつ瞬しゆん思考が停止した。

　中から出てきたのは、この前姉さんから送られてきた女装用のウィッグだった。

「正樹のために作った新しいセイギのミカタ変身アイテムじゃ！　これをつければ一瞬で変身できる！」

「ちょっと待った！　何で僕がセイギのミカタにならなきゃいけないんだよ!?」

「そういえば正樹にはまだ説明してなかったな。実はセイギのミカタになることで」

「いや、やっぱいい。知ってる」

　セイギのミカタとして戦うことでウイルスの進行を止めることができる――といういちごちゃんの説明を思い出した。

「けどセイギのミカタって女の子しかなれないんだろ？」

「うむ、そうじゃ。当初の予定では手術で完全に女性にしてしまうつもりじゃったが」

「待てコラ！　そこもツッコミどころだよなぁ!?」

「だが正樹は先日女装するだけでＯウイルスを活性化させ、怪力を発揮することができた。長年のホルモン注射と、その外見にウイルスすらも騙だまされたということじゃろう」

「ウイルスすら騙すって……」

　そこまで行くと本気で自分の性別に自信がなくなってくる。

「さぁ、質問が終わったなら早速ここで女装しぶぼらばっ！」

　僕は手元にあった枕まくらをジジイの顔面に投げつけ、その口をふさいだ。人のツッコミをスルーするボケ倒し老人とこれ以上会話できるか。

　つーか待ってくれ。

　ホント待ってくれ。

　もう間もなく僕は怪人になる。

　ピーピング怪人は『第三段階』に進化しそう。つまり人類の危機。

　それらを一挙に解決するため、僕もセイギのミカタになって戦う。

　理り屈くつは分かる。

　けど何で女装？

「どうしてこうなった」





♥






　爺ちゃんに女装しろと言われた。殺したい。でもよく考えると姉さんやクラスメートのポニテの子とか、前の学校の女子や男子にも女装しろと言われてた。死にたい。

　ジジイは地下室から追い出した。

　今はひとりきりで不ふ貞て寝ねしている。

　眠ねむればこの悩みからも解放されるかと思ったが、頭の中が悶もん々もんとして全然眠れない。

　たとえば僕ぼくが怪人になったら何怪人になるんだろう？　最近いちごちゃんの胸から目が離せないから、やっぱりおっぱい星人ならぬおっぱい怪人だろうか？　鳴き声は『おっぱいにゅうにゅうー』？

　嫌すぎる。

　かといって女装も嫌だ。もしクラスメートにバレたら早くも僕の学校生活は終しゆう了りようだ。

　僕はどうするべきなんだ……？

　選択肢はほとんどなく、迷っている時間もあまりない。ただし、どう転んでも得られる称しよう号ごうは『変態』の二文字ばかり。残念ながら僕は『変態はステータスだ！』と開き直れるほど紳しん士しでもない。

　それでも選ばなきゃならない……。

「クソッ！」

「キャァッ！」

　僕が悪態をついた瞬間、悲鳴が上がった。

　誰だれかと思って振り返ると、尻しり餅もちをついたいちごちゃんが目に入った。大きく広げた足のつけ根で踊おどるイチゴの群れが、一いつ瞬しゆん僕の頭から悩みを消し飛ばしてくれた。

「い、いちごちゃん。大丈夫？」

「痛たた。あっ、大小森くん気分はどう……って、キャッ！」

　パンツが丸見えになっているのに気づき、いちごちゃんは慌てて裾すそを手で押おさえる。

「え、えへへ、大小森くんはもう起きて平気？」

　彼女は照てれ隠しに笑いながら、倒れていた椅子を立て直してそこに座すわった。

　すぐ近くに彼女の存在を意識すると、また妙みような妄もう想そうが頭の中を埋うめ尽つくしそうになる。おっぱいとかおっぱいとかおっぱいとか。これもＯウイルスの影えい響きようか。そうに違いない。

　妄想を打ち消しながら、僕はいちごちゃんを直視しないように背を向ける。

　そんな態度を取る僕に対して、彼女はいたわるような声こわ音ねで話しかけてくれた。

「大小森くんの状態は博士から聞きました」

「……」

「正直言うと、私から大小森くんに何を言えばいいのか分かりません。セイギのミカタになることの恥ずかしさとかつらさとかを、私が本当に受け止められているわけじゃないし、それを大小森くんに強要することはできませんから」

　丁てい寧ねいに言葉を選ぶように、彼女はゆっくりと話してくれる。

　セイギのミカタは単純に危険で恥ずかしいだけじゃない。りろんのように存在そのものを否定してくる人だっている――その傷だってまだ癒いえていないはずなのに、いちごちゃんは僕なんかの心配をしてくれる。

　その気き遣づかいに答えることもできずに、僕は黙りこくっている。

「だから、これは私のひとり言。聞かなかったことにしてくれて構いませんから、少しだけお時間ください」

　不意にベッドが体重でギシリと鳴いた。

　すぐ近くにいちごちゃんの気配を感じ、鼓動が一気に跳ね上がる。彼女が覆おおいかぶさるように僕の上にいるのが分かった。尋じん常じようじゃない量の汗あせが流れる。

「この前も、その前も、大小森くんは私と一緒に怪人と戦ってくれましたね。何の力もないのに、時には私を助けてくれようとさえしてくれて……私なんて強い力があるのに、いつも震えてばかりなのに」

「……うひっ！」

　耳に彼女の吐と息いきがかかり、思わず変な声を上げてしまった。

「大事なのは、自分が正しいと思ったことに対して立ち向かう勇気なんだと思います。それがある大小森くんはとても勇ゆう敢かんで――」

　――とてもカッコよかったです、と呟つぶやく彼女の手はかすかに震えていた。

　何か大切なピースが僕の中ではまろうとしている。

　そう思ったが、それが何なのか分かる前に、いちごちゃんは僕の肩かたから手を離した。

「もし大小森くんが私と一緒に戦ってくれるなら、とても心強いです……あは、ちょっと卑ひ怯きようですよねこんな言い方、ごめんなさい」

「……いちごちゃ」

「大変じゃぁ！」

　僕が彼女の名前を呼ぼうと振り返りかけた時――『バァンッ！』とドアを開けてジジイが地下室へ入ってきた。

　全裸で。

「キャアアアアアアアア！」

「何なんだジジイテメェエエ！　しなびたなめこをブラ下げて入ってくんなぁ！」

「今はそれどころじゃない！　大変なんじゃ！」

　おうむのようにくり返し、ジジイは地下室のメインモニターの電源を入れた。

『マルミエゼンカイ！　マルミエゼンカイ！』

　するとそこに映し出されたのは行方をくらませていたピーピング怪人――とは似ても似つかぬほど巨きよ大だいな異形だった。

　まるでピザッ腹が暴走して巨きよ大だい化かしたような、ダルダルのぶよぶよな白い肉の塊だ。二階建ての駅の屋根よりも高くビルよりも太い体たい躯くから、銭湯の煙えん突とつ並の望遠レンズが何十本も生えている。レンズが生えていない所には口とも鼻とも知れない穴が無数にあり、呼吸するかのように黄色く色づいた蒸気を吐はいては吸ってをくり返す。

　怪人――否、怪かい物ぶつだった。

　モニターに映る建物から、怪物が暴れているのは駅前の広場だと分かる。どれだけの人が危険な目に遭あっているのか、考えるだけで恐ろしい。

　さらに問題なのは。

「なっ、何でみんな全裸なんだ？」

　怪物から逃げ惑う人たちは老ろう若にやく男なん女によを問わず、みんないっさい服を着ていなかった。何このカオス空間。

「おそらくこれが奴の『第三段階』――奴の欲望の終着地点じゃ」

「爺じいちゃん……？」

「覗きとはつまり『裸を見たい』という願望。その究極形とは、あらゆる者から衣服を奪うばい去ること！　服ふく飾しよく文化の否定こそ奴の夢の形じゃ！」

「バカじゃないのか!?」

　そんなのがあの怪物の巻き起こす現象の動機だというのか……ありそうで困る！

「この全裸化現象がどこまで広がるか分からん。最悪の場合、世界中の人間が全裸になるかもしれん！」

「それで何がどうなるのさ？」

「人は衣服を着ることで体毛が退化した生き物じゃ。まず南極やロシアに住む人々は凍とう死しするじゃろう。次に紫し外がい線せんの強い地域や砂さ漠ばくで人が熱射病や皮ひ膚ふ病びように倒れ、世界各地で性犯罪が増加する！」

「思いのほかマジでヤバい！」

　こんなにもバカみたいなことで世界が危ないなんて。

「あれ？　でも何で僕やいちごちゃんは全裸になってないんだ？」

　ジジイは全裸だが。てゆーかいい加減前を隠せ。

「以前の透とう過かビームとは違い、今の奴の能力は全世界に拡散しておる。ゆえに個々に対するパワーは弱まっておると考えられる。セイギのミカタのいちごくんや、それに近い正樹には効きにくいのかもしれん。だがそれも時間の問題じゃ」

「博士！　私、行ってきます！」

　爺ちゃんから説明を聞いたいちごちゃんは、ひと言言い置いて地下室を飛び出していってしまった。

「いちごちゃん！」

「あっ、おいお前も待たんか正樹！」

　爺ちゃんの制止を無視して、僕は彼女のあとを追いかけた。
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　追いかけるのはいいが、全速力のいちごちゃんと同じ速度で走れるわけもない。ゼーハーゼーハー息を切らせ、彼女からだいぶ遅れて目的地に辿たどり着いた。

　惨さん状じよう。

　駅前の様子をひと言で言えばそれだった。

　広場の中央にあった噴ふん水すいは破は壊かいされ、駅ビルは窓ガラスが割れまくっている。建物のあちこちから煙けむりが上がっていた。

　そして周囲にはたくさんの人たちが倒れている。

　全ぜん裸ら。

　全裸全裸。

　全裸全裸全裸全裸全裸。

　男も女も肌はだ色いろ地じ獄ごく、いや、女性の裸だけなら天国。こんな時まで何言ってんだ僕は。だいぶＯウイルスが進行しているみたいだ。絶対そうだ。

　ちなみに女の人は気を失っているだけみたいだが、男の人は軒のき並なみケガをしている。相変わらず男女差別が激しい。

　例の怪物は……！

「いた！」

　駅の向こう側にチラリと白い肉につ塊かいが見えた。あそこにストロベリーパンツァーもいる。

「……ちくしょうっ！」

　たくさんのケガ人を放っていくのは嫌だが、今はあの怪物とストロベリーパンツァーの所へ行かなければならない。

　一度駅の構内に入り、破壊された改札口や立ち食いそば屋の前を通り過ぎていく。見知った場所が瓦が礫れきと化している光景は薄うすら寒さむいものがあった。勇気を奮い立たせ、前へ進む。

　そうして、ようやく追いついた。

　暴れる怪物とそれを止めようとするストロベリーパンツァーは、すでに戦いを始めていた。

「マルミエゼンカイ！　マルミエゼンカイ！」

　振り回される望遠レンズは巨大な鈍どん器きだ。ここまで届く風圧だけで、背筋が凍こおる。

「ヤッ、トットットッ！　タァ！」

　ストロベリーパンツァーはひたすら敵の攻こう撃げきを避さけながら反はん撃げきしているが、明らかに劣れつ勢せいだった。なぜなら彼女の攻撃は全部怪物のぶよぶよした肉に吸い込まれ、全然効いた様子がない。ほとんど一方的に攻撃されている感じだ。

「ん……あれは」

　彼女が戦ってる所のすぐ近く、そこで倒れている巫女デカのりろんを発見した。

　すでに怪物に倒されたのか、御ご幣へいは半ばから折れ、巫女服はあちこち破れてしまっている。ふとももやおへそが丸出しになっていて、少しでも動けばパンツも見え……いや、巫女は下着をはかないんだっけ？　だとしたらあの中は――って、だからやめぃ僕の煩ぼん悩のう！

　とりあえず命に別状はないようだ。その点に安あん堵どし、僕は柱の陰かげに隠れたりしながらりろんの方へ慎しん重ちように近づく。まどろっこしいが、怪物に見つかったらまずい。

　見つかったら、たぶん死ぬ。

　でなくとも戦いに巻き込まれたり流れ弾だまに当たったりしても死ぬだろう。これまで走ってきた道々の破は壊かい痕あとを見れば、いつもよりもかなりリアルに想像できる。

　足がまたいつものように震え出した。

　早はや鐘がねを打つ心臓もいつも通りだ。

　呼吸も荒い。脂あぶら汗あせも凄すごい。

　だけど嫌でも足は動く。

『とてもカッコよかったです』――いちごちゃんのせりふがリフレインする。

　その言葉が怯ひるむ背中をあと押ししてくれる。

　勇気が湧わいてくるのを感じる！

　そうして何とか僕はりろんの所へ辿り着いた。

「なぁ、大丈夫か？」

「あなたは！　チビ猿ざる」

　今度は猿と来たか。このまま放置すんぞ。

　しかしそれではここまで来た意味がない。僕はりろんを助け起こそうと手を伸のばすが、全力で振り払はらわれた。

「やめなさい痴ち漢かん！　人が動けないところをイタズラしようなんて最低ね。クズ！　色しき魔ま！」

「ンな！　せっかく助けてやろうってのになんつー言い草だ！」

　別に恩を押しつけるつもりもないが、さすがにここまで言われてはカチンと来る。

「許せないのよ！　怪人も、あの女も！　どいつもこいつも平和と風紀を乱して！　あなたもどうせあいつらと同じなんでしょう!?　さっさとどっか行きなさいよ！」

　――ついでに火に油まで注いでくれた。

「ふざけんなよ！」

　僕はグイッと巫女服の襟えりを掴んだ。息がかかるほど近くに彼女の顔を引き寄せるが、今回ばかりはドキリともしない。視界も頭も真っ赤に染まっていた。

「ストロベリーパンツァーが――いちごちゃんが本当にただ風紀を乱してるだけだって、本気でそう思ってんのか!?　じゃぁあれは何なんだよ!?」

　圧あつ倒とう的てきに強い怪物を相手に、ストロベリーパンツァーはよく耐たえていた。

　しかし、耐えているだけだ。

　露ろ出しゆつしている手足は生傷だらけで、マントもすでにボロ布のようになっている。遠目にも肩で息をしているのが分かるほど消しよう耗もうして、時折フラついてさえいる。

　それでも、彼女は、戦ってるんだ！

　戦うのが怖こわいと言っていたのに、それでもっ！

「あんたの言う正しいとか間違ってるとかって、全部法律に書いてあるのかよ!?　そりゃ風紀も正義も必要だろうさ！　でもっ！」

　僕は吼ほえる。

「小さな女の子の想おもいを、たとえ悪いことだとしても許してやったり、自分でも恥ずかしいって分かってるのに、みんなを守るために戦ったり、そういうことの、ナニがッ!?　間違ってるって言うんだ！」

「……」

　りろんは黙って何も言い返してこなかった。ただ悔しそうにくちびるを噛かみ、顔を伏ふせている。彼女が無事なのだって、ストロベリーパンツァーが敵の注意を引きつけてくれたからなのだ。それぐらい分かっているのだろう。

「よくぞ言った正樹！　さすが儂の孫じゃ！」

「うわっ……て、爺ちゃん！」

　地下室を飛び出した僕らを追いかけてきたらしく、爺ちゃんは汗だくだ。その手にはあの銀色のアタッシュケースを持っている。

「まったく慌てて出ていきよってからに……これを忘れてどうする！」

『これ』とは聞くまでもない――アタッシュケースの中のセイギのミカタ変身アイテムだ。

「さぁ、変身して戦え！　それがお前の宿命じゃ！」

「そーいや前にそんなこと言ってたな……分かった」

　けど、少し違うぜ爺ちゃん。僕が戦うのを決意したのは、宿命とかのせいじゃない。

　この目に映るのはあそこで戦っている女の子の姿だ。頭の中をいっぱいに埋め尽くすのは、あのすごくやさしい女の子のことだ。

　いちごちゃんは前に、戦うのは「元の体に戻もどるためだ」と言っていた。

　それもあるのかもしれない……でも絶対にそれだけじゃない。そんな気持ちだけであんなに戦えるわけがない。

　彼女はたぶん、誰も傷ついて欲しくないのだ。

　町の人はもちろん、お父さんの遺志を継つごうとしているラブ、怪人に変わってしまった人のことも助けたいのかもしれないし、彼女にヒドいことを言ったりろんのことまで心配していた。

　だから、彼女はああして戦っている――自分が傷つくのも厭いとわずに。

　だったら誰かが傷つく彼女を守ってやらなきゃダメだろう。

　それに……生まれて初めて女の子にカッコいいって言ってもらったんだ。ここでカッコつけずに、いつカッコつける！　大小森正樹！

「いちごちゃんを助けるために、僕は戦う！」





♥






　金きん髪ぱつのウィッグをかぶった瞬間、よく分からない快楽が全身を襲った。

「あああああああああああああああああああああああ～～～～～！」

　我ながら気持ち悪い！　しかも何だか甲かん高だかい！　これも変身の効果なのか、ボーイソプラノがさらに二オクターブくらい高くなった気がする。おまけに、おまけに！

「変身完かん了りよう……したのね？」

　ダメだ。やっぱり女装するとついつい女言葉になってしまう！　うわぁ、やめろ！　こっち見るなりろん！　そんな目で僕を見ないでくれ！

　今の僕は黄色いドレスを着たお嬢じよう様さまっぽい姿になっている。ただし姉が送ってきた衣装に比べ、なぜかスカートの丈たけだけ短め。その分を補うように白いニーソックスをはいている。にしてもスカートが短い。これでは簡単にパンツが見えそうだ。ハッ！　ていうかこれパンツどうなってるんだ!?　スースーするんだけど！

「お爺ちゃん、これ下半身どうなってるの？」

「お、お爺ちゃんじゃと！　素す晴ばらしい響ひびきじゃ、儂わし歓かん喜き！」

　おいジジイ、そこは感動する場面じゃねぇ。

「で、どうなってるのよ？」

「セイギのミカタのパワーは羞しゆう恥ち心しんと外見のエロさ。かといって布を少なくしすぎれば女装にならん。それゆえに『危あやうくするとナニが見えそうなキワドサ』を追究してみたのじゃ！　これで日本古来のエロスであるチラリズムと、正樹本人の羞恥心を最大限まで引き出せる、まさに匠たくみのぽらっ！」

　とりあえずそこまで聞いて叩たたきのめしておいた。さすがセイギのミカタになっているだけあって、一発で地面にめり込んだぜ。

「ここは危険だから、先せん輩ぱいは下がっててね」

　りろんにそう言い残し、僕は覗き魔まの成れの果て目指して駆かけ出す。

「とわっ！」

　と思ったらスカートがめくれ上がった――レースのついた赤いパンティだ！――慌てて裾の前後を手で押さえる。傍はた目めにはかなり不ぶ恰かつ好こうな走り方だが、羞恥心が上昇したためかスピードは上がった。

　間近で見ると怪物の身長は十メートル近い。おまけに肉の壁かべと言っていいくらい横に分厚くて、体積は僕の十倍はありそうだ。

　その怪物の拳こぶしが今まさに振ふり下おろされようとしていた。

「ストロベリーパンツァー！」

　横合いからかっさらうように彼女を抱だき締め、敵の射しや程てい圏けんから離り脱だつする。一いつ瞬しゆん遅おくれて轟ごう音おんが響き渡わたり、地面の亀き裂れつがヘッドスライディングした僕の足あし下もとまで追ってきた。

「お、大小森くん!?」

　ストロベリーパンツァーの驚きよう愕がくの声。そりゃ驚おどろきもするか。

「私が助けにきたからもう大だい丈じよう夫ぶよ」

　カッコつけたいが一いち人にん称しようまで『私』になってしまう。もはや脊せき髄ずい反射レベルだ。僕の姉の正体は催眠術師なんじゃないかと疑いたくなる。

　いや、今は全てあと回しだ。

「一緒にあいつを倒しましょう、ストロベリーパンツァー」

　僕の言葉に、いちごちゃんが力強く頷く。

「はい！　えっと……ＴＳマン、いえ、ガール？」

「無理してヒーロー名とか考えなくてもいいですから」

「分かりました、大小森くん！」

「本名もやめて！」

　いつも彼女がラブに向かって叫さけんでいた理由が分かった。マジ焦る。

　改めて怪物と対峙すると、デカい。分かりきってるけどデカい。全身から生えているカメラの望遠レンズも黒くてブッとくて凶悪だ。特に股こ間かんから生えている二本がとてつもなく心をかき乱す。

「マァルゥミィエェカイメエエエエエエエエエエツッ！」

　奇き妙みような咆ほう哮こうと同時に、怪物の望遠レンズが如によ意い棒ぼうのように伸びた。慌てて避ける。

「うひゃん！」

　鼻先を黒い棒が掠かすめた。危うくチビりそうになる。

　こんなのどうやって戦うってんだよ!?

　勇んで出てきたはいいものの、結局僕なんて喧けん嘩かのひとつもしたことがない戦いの素人しろうとだ。何をどうすればいいのか分からない。

「ハアァッ！」

　ストロベリーパンツァーが敵の攻撃を躱かわし、その右拳を思いっきり怪物の脛に叩き込む。弁べん慶けいの泣き所を打たれ、白い巨きよ体たいがもんどり打って倒れた。

　……そうだよ。彼女が頑張ってんのに、なに僕が二の足を踏んでるんだ！

「ヤァッ！　ッテ、エエエェエエ!?」

　僕も前へ出ようと地面を強く蹴けったら、予想を超こえて弾だん丸がんのようなスピードが出てしまった。制動もままならず、そのまま怪物の股間の望遠レンズに体ごと突っ込む。

　ボキンッ！

「マルビリャアアアアアアア！」

　初めて怪物が絶ぜつ叫きようを上げた。え？　何？　まさか男のナニが望遠レンズになってたわけじゃないよねぇ？　うげぇ！

　けどここで止まってなんていられない。

　さらに追つい撃げきをしかけようと、僕が動き出した時、

「キャアアアアアアアアアアア！」

　ストロベリーパンツァーの悲鳴が、怪物の巨体に隠れた向こう側から響き渡った。

　まさかやられたのか!?

「ストロベリーパンツァー！」

「いやっ！　来ないで大小森くん！」

　なぜか制止の声。

　しかし今一歩遅おそく、僕はすでに怪物の体を飛び越え、反対側に着地していた。

　そして、目を見開く！

　ストロベリーパンツァーが全裸になっていた。裸を見るのは二度目だけど、だからどうした？　汗が薄っすら浮ういた肌のしっとり感とか、動き回った直後の息の荒あらさとか、艶なまめかしく感じる要素は満まん載さいだ。エロいもんはエロいし、興奮しちゃうもんは興奮しちゃう！　……って、また何を僕は。まだセイギのミカタとしてＯウイルスの変態エネルギーを発散できていないのか。やっぱ必ひつ殺さつ技わざ撃うたなきゃダメなのか。

「ていうか、いったい何がどうしたの!?」

「分かりません！　急に服が透すけたかと思ったら消えちゃって」

　服が透けて、消えた？

　それって怪物の力が、ついにセイギのミカタにも効くようになったということか!?

　たぶん、僕は男だからストロベリーパンツァーより奴の能力の効きが遅いのだろう。そりゃそうだ、僕だって男より女の子の裸はだかの方が見たい。

「ウゥゥ……！」

　ストロベリーパンツァーの体から光の粒りゆう子しが溢あふれ、胸の先せん端たん突とつ起きへと集中する。

　そうだ！　敵の能力が効き始めたのは由ゆ々ゆしき事態だが、それは同時にセイギのミカタの必ひつ殺さつ技わざを誘ゆう発はつするキーにもなる。

　ストロベリーパンツァーの胸から極ごく太ぶとの桃色ビームが放たれた。

　しかし、

「き、効かない!?」

　必殺のビームまでもがボヨヨヨンッとたるんだ腹に跳はね返されてしまった。

　これが『第三段階』の力ということか……。

　僕らはこいつに勝てるのか？

　そんな不安が一いつ瞬しゆん脳のう裡りを掠め、無意識に一歩下がってしまった。

　その時、

「待ちなさいピーピング怪人！」

　黒いマントを羽織った女の子が、僕と怪物の間にテレポートしてきた。

「ラブ！」

「ラブちゃん！」

「あんたたちは邪じや魔まよ！　あたくし様々に任せなさい！」

　言うが早いか、ラブは宙に浮き上あがった。飛べることにツッコんでる暇はない。

「待て！　ラブ、やめろ！」

　飛んでいく足首に手を伸ばす。が、身長が足りない。ちくしょう！

「これを食べておとなしくしなさーい！」

　そう叫ぶラブの手には不思議な色のアメ玉。

『エロメタルキャンディ』を食べさせて従わせる気なのか。

　だが、怪物は体中に黄色い蒸気を噴ふく穴があり、いったいどれが口なのか見分けがつかない。

「うぅ～どれよ～」

　ラブが右往左往していると――突とつ如じよ、怪物から白い触しよく手しゆが伸びてその足首を捕つかまえる。

「えっ？　イヤッ、離せぇ！」

「なっ！」

　あっという間だった。

　怪物が、ラブを食べた。

　無数に空いた穴の内のひとつに放ほうり込み、そのまま中に閉じ込めたのだ。ご丁寧に、『エロメタルキャンディ』だけはプッと吐き出だして。

　プツンッと頭の中で何かが切れる。

「～～～！」

『待てッ！　正樹！』

「――！　お爺ちゃんッ！」

　突とつ然ぜん、耳に響いた声で我に返り、闇やみ雲くもに突っ込もうとしていた足に急ブレーキをかける。

「どこから話してるの？」

『かつらの中に通信機を仕込んでおいたんじゃ！　それよりも正樹！　怒いかりに任せて戦うな！　それではセイギのミカタ失格じゃ！』

「ご、ごめんなさい」

『セイギのミカタなんだからもっと恥ずかしがるのじゃ！　シリアスになるな！　もっと煩悩の赴おもむくままに戦え！』

「一秒前の謝罪を返してよ！」

　言ってることは正しいけど果てしなく脱だつ力りよくする。

　そうだった。セイギのミカタのパワーの源はエロスと羞恥心だ。怒りでパワーアップできるどこかのサイ○人とは違ちがう。

　けど、命のやり取りの最中にどうやって恥はずかしがればいいんだ？

『もう少しの間持ちこたえておれ！　儂は今基地に向かっておる！』

「どうしたらいいの!?」

『えぇい走ってる最中に喋しやべらすな！　とにかく耐えろ！』

「えええええええええええ！」

　なんか逆ギレされて通信も切られた。

　耐えろたって……。

「マルミエキョクブウウゥウゥゥ！」

「段々鳴き声が過激になってるし～！」

　雨あられと望遠レンズの突つきが降ふり注ぐ。

　もう余よ裕ゆうなんてまるでない。とにかく爺ちゃんに一いち縷るの望みをたくし、飛んで、跳ねて、必死に避けた。

「マルミエエエエエエエエ！」

　怪物の雄お叫たけび。

　三半規管を揺ゆさぶられてたたらを踏ふむ。そのあるかないかの瞬間、敵の全身から生えたカメラの望遠レンズが全部こっちを向いた。

　その全ての砲ほう筒とうから人間大の丸レンズが砲ほう弾だんのように一いつ斉せいに射出される。

「イッ！」

　直後、衝しよう撃げき！

　ガードした両りよう腕うでごと圧倒的物量によってブッ飛ばされる。

　地面に叩きつけられ、またさらにレンズが直ちよく撃げき。

　二、三、四、五、六、七――一秒が気の遠くなるほど長く感じられ、鈍どん痛つうが重りみたいに体の動きを鈍くする。意識が……遠のく。

　ようやく砲ほう撃げきがやんだあと、僕はもうピクリとも動けなくなっていた。

「う、ぅぅ……」

　勝てない。

　その四文字が頭の中を支配する。

『正樹！　今地下室じゃ！　もう少し待っておれ！』

　爺ちゃんからの通信が入るが、体が重い。疲ひ労ろうの泥どろがあちこちにまとわりつく。

　おまけに、怪物がそのデカい足を振り上げた。

　踏み潰つぶす気だ。

　逃にげようにも、体が動かない。

　足が振り下ろされる。僕は目を閉じかけた。

　その時、




「正樹くん！」




　三つの影が僕と怪物の足との間に割り込む。

　赤い鬼、青い鬼、そして、

「いちごちゃん！」

「くぅうぅぅぅぅううぅ！」

　歯を食くい縛しばる音がここまで聞こえる。下から見上げるストロベリーパンツァーは完かん璧ぺきに全ぜん裸らだ。視界が掠れていなければ、大変な所までバッチリ見えてしまっている。だが、そんなこと考えてる場合じゃない！

　残る力を振り絞しぼって体を踏ん張ばり起こそうとする。首が上がった。

　肩が地面から少しだけ浮くが、それまでだった。

　赤あか鬼おにが砕ける。

　青鬼が崩くずれる。

「ううぅ～～～～！」

　ストロベリーパンツァーが膝ひざをついた。

　クソッ、あと少し時間をくれ！　動け僕の体！

　――後方から何かがすっぽ抜ぬけるような音がして、直後爆ばく砕さい音が轟とどろいた。

「マルギャリャアアアアアアアアアアアアアア！」

　右足を爆ばく破はされた怪物が再び仰向けに倒れる。

　振り返かえると、かろうじてピンクのパンツだけはいたりろんが、バズーカを肩に担かついでいた。

「さぁ！　早くそいつを倒しなさいッ、エロ駄馬！」

　今度は馬かよ！　ていうか、

「何でバズーカなんか持ってるのよ？」

「言ったでしょう。母は巫み女こだけど、父は警察官なのだわ！」

　いつから日本の警察はバズーカの所持が認められたんだ？

　いや、今は疑問なんて全部捨ててしまえ。

　そして、万ばん全ぜんのタイミングで。

『待たせたのう！』

「お爺ちゃん！」

『正樹ィ！　駅ビルの壁のモニターを見るのじゃあ！』

　爺ちゃんの指示に従い、奇き跡せき的てきに破壊を免まぬがれた駅ビルの巨大モニターを見上げる。そこには、




　ボロボロのドレスを着て倒れている僕の姿が、実名テロップつきで映っていた。




　…………………………え？

『この映像は桃園市全域の映像媒ばい体たい全すべてに流れておる！』

　ちょっと待って……それってつまり。

『今ッこの時！　この町に住む全ての人にお前の女装趣しゆ味みが知しれ渡ったのじゃぁあ！』

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　僕のノドから金切り声が迸ほとばし　った。

　ふざけんな！　マジでふざけんな！　まだ転校して二週間だよ!?　この時期にでき上がった印象は卒業するまで拭ぬぐえないじゃん！　僕に暗黒の高校時代を過ごせとでも!?

　全身がポッポッと羞しゆう恥ちで熱くなり、どんどん力が湧いてくる。Ｏウイルスが活性化し、火ほ照てった肌はだから黄色のオーラが花はな吹雪ふぶきのように溢れ出でた。

『行け正樹！　いちごくん！　ふたりの必殺技を重ね合わせれば奴やつも倒せる！』

「はい！」

「イヤアァー！」

　もういいから早く終わらせたい！

　僕は全力で地面を蹴った。道路が陥かん没ぼつし、その反動で駅ビルよりも高い位置まで跳とんで、怪物を頭上から見下ろす。

「正樹くん！」

　地上のストロベリーパンツァーとアイコンタクトを交かわす。

　僕も彼女も羞恥心パワーは満タンだ。いつでも必殺技を放てる……けど、何なんだよこれ！　頭の中に流れ込んでくるこの必殺技のイメージとネーミングは！

　でも今は恥ずかしさを我慢して、やるしかない。

「お爺ちゃんあとで絶対殴なぐってやるんだからぁ！」

　羞恥エネルギーが僕の下半身にたまる。

　僕は思いっきり黄色いスカートの裾を広げた。

「恥ずかしくて死ぬゥゥゥゥウウ!!」

　スカートの裾の内側から円えん錐すい状じように黄色いビームが放たれ、一度に超ちよう広こう範はん囲いを包つつみ込む。

　必殺技名『秘密の花はな園ぞの』――この光の領域に入った怪かい人じんをまとめて浄じよう化かするマップ兵器。便利だけど、名前とかビームがスカートの中から出る辺りが最悪だ。

「グブゥウゥゥウウゥゥ！」

　怪物が苦しげな雄叫びを上げる。『秘密の花園』の効果なのか、奴のぶよぶよな肌は火傷やけどしたように水ぶくれし、ドロドロと溶とけて形をなくしていく。

　敵の防ぼう御ぎよ力りよくが下がったところへ、ストロベリーパンツァーの必殺技が放たれる。

「これで終わってぇーッ!!」

　あ、やっぱりそう思うよね。声の悲痛さが今までと段だん違ちがい。

　今度こそ桃もも色いろのビームが弾力を失った怪物の胸に直撃する。

「エ、エェエエエクスタスィイイイイイイイイイ！」

　怪物の爆散っぷりは怪人と比べて五倍も六倍も派手で、音も煙も大きく……全てが終わったことを派手に報しらせる打ち上げ花火みたいだった。




　僕ぼくとストロベリーパンツァーは瓦礫の山の上に立っていた。今は警察が惨状のあと片付けをしている。怪物から元に戻った人間の傍でラブも見つかり、今は念のため救急車で病院へ運ばれていった。

「……終わったね」

「……終わりましたね」

　怪物が倒れ、ストロベリーパンツァーの服も元に戻っている。

　そう、実にバカバカしい世界の危機は、本当に全部解決したのだ。

「何でストロベリーパンツァーが必殺技名を叫ばないのか分かったよ」

「そうですか。いえ、必殺技の名前を叫ぶのはロマンだと思うんですけど、さすがにアレはちょっと……」

　そう言う彼女の頬はゆでダコみたいに赤い。ジジイ、どんな名前つけたんだ？

「これってさ、技名変えたりできないの？」

「できなくもないですけど……変えたら変えたで悲ひ惨さんですよ？」

　想像してみる。
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　→たとえば『超ちよう絶ぜつ秘ひ奥おう・炎武フアイヤーフ翼牢エニツクス！』とかカッコよく叫ぶ。

　→スカートからパンツ丸見せでビームを発射。

「うん。悲惨だね」

「でしょう？」

　ふたりして肩を竦すくめて苦笑いする。

「正樹くん」

「ん？」

「助けにきてくれて、ありがとうございました。とてもうれしかったです」

　ストロベリーパンツァーはにこりと微ほほ笑えむ。姿形は多少違えど、それは紛まぎれもなくいちごちゃんと同じ極ごく上じようの微び笑しようだった。

　ああ、これが見られたんだから、いろいろ恥ずかしい思いとか痛い思いとかした甲か斐いがあったなぁ。そう本気で思える。

　だから僕も最後は笑え顔がおで、

「なんてことないさ」

　と、精いっぱいカッコつけることができた。







エピローグ







　めでたくあだ名が『ロリロリ』に決まった僕は、その日再びりろんに呼び出された。無視しようかと思ったら教室にまでやってきて、首根っこ掴つかまれて拉ら致ちされた。不良も真っ青な強ごう引いんさだ。

「また何か用ですか、りろんさん？」

「馴なれ馴れしい話し方しないでくれる？　この珍ちん妙みようエロ犬」

「いちおう丁てい寧ねい語ごなんだけど」

「人間の言葉を使うこと自体おこがましいわ」

　僕に人をやめろと？

　しかし、クラスメートにロリ扱あつかいされ、一部女子と長なが田たくんに虎こ視し眈たん々たんと狙ねらわれ始めた僕は疲つかれきっていた。これ以上の罵ば倒とうに耐えられる自信もなく、彼女に言われた通り口をつぐむ。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

　しばらく沈ちん黙もくが続いたのち、りろんはさらにそのまなじりを吊つり上げる。

「黙ってないで何か気の利きいたことでも言いなさい」

「どっちだよ！」

　もうわけが分からない。

　けど何度も言うが僕は疲れきっていた。仕方なく頭を巡めぐらせ、何かテキトーな話題を検けん索さくする。

「あー、ケガ大丈夫ですか？」

「舐なめないで欲しいわね。あの程度で、私がケガをすると思ってるの？」

「さいですか」

　会話終了。もうヤダ、面めん倒どうすぎるこの人。

　半分泣きそうになりながら僕が再び黙っている間、りろんは妙にイラ立たしげに足をトントンと鳴らしていた。視線は右へ行ったり左へ行ったり忙せわしなく、枝毛なんかなさそうな黒くろ髪かみの先をしきりにイジっている。

　と、不意に彼女の目がまっすぐ僕を見た。

　何だ、何か僕はまた彼女を怒おこらせるようなことをしたのか？　なんか睨にらみ殺されそうなんだけど。

　全力で僕がビクついていると、りろんはしかめっ面つらのまま、

「この前は悪かったのだわ……ありがと」

　小さく、しかしハッキリとそう言った。

「じゃぁ、私はもう行くわ。あなたも予よ鈴れいが鳴る前に教室に戻りなさい！」

　早口にまくし立て、ドンッと僕の肩にぶつかっていきながら彼女は屋上から出ていった。

　今顔が真っ赤だったのは……僕の見み間ま違ちがいかな？

「えーと……」

　もしかして、謝あやまられたのか。

　全然謝る態度に見えなかったけど、おそらくそうなのだろう。融ゆう通ずうが利かない代わりに結構律りち儀ぎなのかもしれない。





♥






　その日の帰り道。屋上であったことをいちごちゃんに話すと、彼女はくすくす笑った。

「りろんさん、私の所にも来たんですよ？」

「そうなの。何て？」

「『ヒドいこと言ってごめんなさい』だそうです」

　ぶっきらぼうに謝るりろんの姿が容易に想像できて、思わずプッと噴き出した。ここまで来ると、なんだか不器用すぎてかわいく思えてくる。

「あっラブちゃん」

「え？」

　いちごちゃんの視線の先を追うと、ランドセルを背せ負おったラブがとことこ歩いていた。今の声が聞こえたようで、少し驚いた顔でこちらを振り返っている。

　僕らは小走りしてラブに追いつくと、三人並んで歩き始めた。

「ラブは調子どうだ？　夜毎悪夢にうなされるとか？」

「あたくし様々の精神はそんなやわではないのよ」

　なんて言ってるが、あのあと病院で目を覚ましたラブは暗かったーとか怖かったーとか、それはもうワンワン泣いていたのだ。

「な、なにニヤニヤしてるのよ！」

「いーや別にー」

「……キモい女装してたクセに」

「ッ」

　相変わらず突き刺ささるひと言を言うお子様だなこいつは……！

　そうこうしている内にＹ字路に突き当あたる。僕らは右、ラブは左だ。

「じゃっ、またな」

「あっ！　待って」

　そのまま別れようとしたら、急にラブは大声を上げて僕らを呼び止めた。

「？　どうした？」

「あの、んと……この前はありがとう」

「なんだ、そのことか」

　ラブもりろんと同じく、僕らに礼を言いたいらしい。少し口ごもったが、会長に比べたらずっと素す直なおだ。

「別に気にしなくてもいいですよ、ラブちゃん」

「ううん。お母さんが、こういうことはちゃんとお礼言いなさいって。だから、いちごお姉ちゃんありがとう。それに……」

　ラブは僕の方に視線を移す。

「正まさ樹きお兄ちゃんも、ありがとう」

「ん」

　生意気じゃなけりゃこいつも結構かわいかったりするんだな。頬ほおがちょっと赤いのも子供っぽくて。

「じゃぁ、次怪人が出た時は手加減してくれよ」

「イーッ！　それはダメッ！　あたくし様々は、公私を分けられる女なのよっ」

　えへんと胸を張るラブ。マンガか何かで読んだっぽいせりふだ。

「それじゃ、今度こそやっつけてあげるんだからね！　いちごお姉ちゃん、正樹お兄ちゃん、バイバイっ」

「バイバーイ」

「じゃーなー」

　お互たがいに手を振り合って、僕らは別れた。どうせ近い内に会うけど。

　それからまた僕らは並んで歩き出し――しばらくして、いちごちゃんが声をかけてきた。

「正樹くん。ちょっと歩きませんか？」

「え？　うん、いいけど」




　僕らは帰り道を逸それ、この前来た川の河か川せん敷じきまでやってきた。

「綺き麗れいな夕焼けですねー」

「そうだね」

　夕日が水面に反射してキラキラ輝かがやいている。そんな中で見るいちごちゃんは、いつもより一層綺麗に見えた。

　サァ――風が吹ふいた。

「……」

　乱れそうになる髪かみを押さえているいちごちゃんを横目に盗ぬすみ見る。

　ふたりの間に流れる沈黙はとても静かで、不思議と心ここ地ちよいものだった。

　これは……俗ぞくに言う『イイ雰ふん囲い気き』って奴なんじゃなかろうか……！

　意識し出すと、もう心臓がドキドキしてきた。怪物に立ち向かった時とは違う種類の恐きよう怖ふが背筋を這はい上のぼり、足が小刻みに震ふるえ出す。

　いや、逃げるな。ここが勇気の出しどころだぞ……大おお小ご森もり正樹！

「あ、あのさ」

「はい？」

「その……僕、セイギのミカタになったじゃない？」

「？　はい」

　妙にしどろもどろな僕にいちごちゃんが小首を傾かしげる。

「あの時僕が……」

　いちごちゃんを助けに行ったのは、君のことが好きだから――って、言葉がノドの奥おくで渋じゆう滞たいを起こしたみたいに出てこない。

「……」

「……？」

　今度の沈黙はさっきより明らかに不自然だった。

　もう何て言うかビックリするぐらい間が持たない。僕がハッキリと続きを口にすればそれで全てが丸く収まるのは分かってるんだけど……！

　かなりみっともなく鼻から息を吸ってみた。

　それでも声が出ない。

　軽く泣きそうだった。これなら怪物と戦う方がまだ楽だ。

「あの……」

　本気で僕の目が潤うるみ始めた時、いちごちゃんが小さく手を上げた。さすがに僕の様子を見かねて気を遣つかってくれたのかもしれない。

「実はどうしても聞きたかったことがあるんですが」

「何？」

「その、正樹くんは変身すると女装しますけど……あれって趣味ですか？」

「ハイッ!?」

　思わぬデッドボールを喰くらい、思考が吹き飛ぶ。

　照れと恥ずかしさが入り混じった緊きん張ちよう感は地平の彼方かなたへ飛んでって、代わりに恐怖にも似た不安が心を支配する。冷ひや汗と脂汗のミックスオレが顔面をダラダラ流れ、火照っていた体を一気に冷れい却きやくした。

「い、いや別に深い意味はないんだ！　その、そう！　あのクソジジイが何か勘かん違ちがいしただけで、僕の趣味だとかそんなことは全然ッ！」

「いえ、そんな慌あわてなくてもいいですよ」

　慌てますって！　今まさに告白しようとした女の子からそんなこと言われたら！

　――しかし、本当の衝撃はこのあとやってきた。

　いちごちゃんは見る人を安心させる慈じ愛あいの微笑みを浮かべて。

「だって、とてもよくお似合いでしたから」

　……




　………………




　……………………………………今何と？




「いいじゃないですか、オトコノ娘コ。とっても萌もえますよ？　私も『ラキたん』とか大好きですし」

『ラキたん』とは『残ざん麺めん道どう』に出てくる女顔のショタキャラで、人気投票などではいるかいないか分からない正ヒロインをブッチ切って、余裕で一位を獲かく得とくする人気キャラである。

　いや、待って。『ラキたん』はいいから。うん待って。

　え？　もしかして僕って一種の萌えキャラとして見られてた？

　間ま抜ぬけな僕をバカにするように、セイギのミカタの通信機が不快なアラーム音を発した。

『ふたりとも！　商店街にナース怪人が現れた！　至急向かってくれ』

「うるせぇ！　今大事なとこなんだ話しかけんなぁああああ！」

『は？　どうしたんじゃ正樹、生理か？』

「ナチュラルに僕を女扱いしてんじゃねぇ！」

『ふむ、よく分からんが急ぐのじゃぞ！』

　ジジイは一方的に通信を切る。

「行きましょうっ、正樹くん！」

「えっ、あっ、うん」

　いちごちゃんのあとに続きながら、僕の頭はグルグル回る。

　もうさっきまでの『イイ雰囲気』とかそんな物は消し飛んでいた。そんなの分かってる。でもこれだけは最後に言わせてくれ。

「いちごちゃん！」

「はい？」

「言っておくけど――僕って結構エロいからね！」

「……はい？」

「ワアアアアアアアアアア！」

　不思議そうな顔をするいちごちゃんを追おい抜いて、僕は土手を駆け上のぼる。走ってないと泣きそうだ。

　僕はオトコノ娘なんかじゃない。

　そこら辺にいる思春期のエロ男子と同じだ。

　外見が女の子っぽければ中身も乙おと女めなオトコノ娘だなんていうのは、幻げん想そうだ。

　いつか絶対分かってもらいたい！

「ワアアアアアアアアアア……ん？」

　全力で土手の上を突っ走ぱしりながら――ふと気づく。

　そういえばいちごちゃん……いつから僕のこと名前で呼ぶようになったんだっけ？





―了りよう―









[image: ]







あとがき







　本作を手に取ってくださった方々はじめまして。なめこ印じるしと申します。ＰＮの命名理由は「今まで一番食ったきのこ料理は？」から来ています。たぶんこの法則でＰＮを作ったら、大半の作家さんは「なめこ印」になるんじゃないかと思ってます。もし「俺はまつたけ野郎だな」なんて言う人がいたらどうしましょう。実はまつたけなんて食ったことすらない僕は泣いてしまうかもしれません。めそめそ。なめこおいしいです。めそめそ。

　ページがないので急いで謝辞を。落選した僕にこのようなチャンスをくださったＨＪ文庫編集部の皆様ありがとうございます。最初の打ち合わせで「いやぁロリ足りねぇよロリ。ロリ入れましょうロリ」と有意義な話し合いをしてくださった担当の南部様ありがとうございます。内容が一目で分かる素敵なイラストを描いてくださった中山みゆき様ありがとうございます。危うくＡＶ男優みたいなＰＮで世に出そうだった僕を引き止めてくださった友人のＳ様ありがとうございます。最後に本作を手に取ってくださった皆様ありがとうございます。これからも頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




なめこ印先生／中山みゆき先生
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